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巻頭図版 l

調査区全豪(東より)

茅山下層式土器(奥)と野島式土器(前) 藤内式土器
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言ぎをくださった方々に厚く感謝の意を表します。

平成20年9月

1 

財団法人静岡県埋蔵文犯財調査研究所

所長清水哲

、
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1.本書は静岡県裾野市大畑字老平他に所在する老平遺跡の発掘調査報告書である。

2.発掘調査は、第二東名建設事業に伴う埋蔵文化財発掘調査業務として、中日本道路高速道路株式会

社横浜支社沼津工事事務所の委託を受け、静岡県教育委員会文化課の指導のもと、財団法人静岡県埋

蔵文化財調査研究所が平成14年4月から同年11月まで、行った確認調査の結果を受け、平成15年4月か

ら平成16年3月まで実施した。

3.資料整理は、財団法人静岡県埋蔵文化財調査研究所が平成19年5月から平成20年5月まで実施した。

4.調査体制は以下の通りであるn

平成14年度(確認調査)

所長斎藤忠

調査研究部長 山本昇平

主任調査研究員 前嶋秀張

平成15年度(本調査 I期)

所長斎藤忠

調査研究部長 山本昇平

主任調査研究員 前嶋秀張

平成19年度(整理作業)

副所長飯田英夫 常務理事兼総務部長

調査研究部次長兼調査研究 l課長 中嶋郁夫

調査研究員 中村雅昭

副所長飯田英夫 常務理事兼総務部長

調査研究部次長兼調査研究 l課長 中嶋都夫

調査研究員 岩崎しのぶ

粂田徳幸

粂田徳幸

所長斎藤忠 常務理事兼事務局長清水哲 事務局次長兼総務課長 大場正夫

事務局次長兼調査課長及川司 事務局次長佐野五十三稲葉保幸

調査課係長笹原千賀子 常勤嘱託員阿部敬

平成20年度(整理作業)

所長兼常務理事清水哲

次長兼調査課長及川司

常勤嘱託員 阿部敬

次長兼事業係長稲葉保幸

東部総括係長 中鉢賢治

次長兼総務課長大場正夫

東部調査係長笹原千賀子

5。現地作業においては、掘削業務、測量業務を以下の業者に委託した。

平成14年度(確認調査) 掘削業務 セリザ、ワ建設株式会社 測量業務 国際航業株式会社

平成15年度(本調査 I期)掘削業務 株式会社渡辺建設 測量業務 国際航業株式会社

6.黒曜石産地分析は望月明彦氏(独立行政法人沼津工業高等専門学校教授)に委託した。附編はその

分析成果である。

7.石器実測及びトレースは、大部分の剥片石器類、全ての打製石斧、全ての接合資料、一部の磯石器

類を株式会社シン技術コンサルと株式会社東京航業研究所に委託し、ほかは当財団で、行った。

8.本書の執筆と編集は、第 l章 I節を除き、阿部が行った。第 l章 l節は、本遺跡と同様に第二東名

建設事業に伴う調査の対象となった悌ヶ尾遺跡発掘調査報告書(静岡県埋蔵文化財研究所編2007)の

第 l章 (及)11司・野田正人)からのほぼ全文引用である。

9.発掘調査および整理作業では以下の方々に御指導、御助言を賜った。厚く御礼申し上げる。

安斎正人池谷信之尾田織好国武貞克小崎晋佐藤宏之中村雄紀森先一貴役重みゆき

(五十音順・敬称略)

10.発掘調査資料はすべて静岡県教育委員会が保管している。
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凡例

1.調査区の方眼設定は、国土座標(平面直角座標VIII系)を基準に、国土座標 (-90510.35560) = 

(A. 0) と設定した(座標は平成15年度改訂以前の旧座標を使用している)0 1グリッドは10mx 10 

mで、各グリッドの呼称は、該当グリッド南西角の座標名称を採用している。

2.出土遺物は 5桁の通し番号(=遺物番号)を付して取り上げた。遺物番号と本報告書-掲載番号の対

応関係は出土石器属性表を参照のこと。

3.遺構番号は現地調査時に使用した番号を付した。遺構の略号表記に付いては以下の通り 。

RG:磯群 SY:集石 PF:土坑 SB:竪穴住居跡 TA:竪穴住居跡状遺構 FP:焼土 CB: 

炭化物集中

4.石器の実測は原則と して第三角投影図法に準拠した。

5.出土遺物図の縮小率は以下の通り。いずれの場合も縮尺を付した。

土器 : 1/2か 1/3

剥片石器類、剥片類、石核 : 2/3 

打製石斧 : 1 /2 

磨石・敵石類 : 1 /3 

石皿 ・台石類 : 1 /4 

6.色彩に関する記号は、新版『標準土色帳.JJ (農林水産省技術会議事務局監修1992)に準拠した。

7.石器集中は、旧石器時代の石器群に限り、個体別資料や接合資料の検討とは無関係に、 5点以上の

石器が集中して検出されていることを基準として設定した。また、石器集中の番号は時代や時期に関

わらず通し番号を付した。

8.磯群は、 3点以上の礁が集中して検出されていることを基準として設定した。また、 礁群の番号は

第 I文化層から第W文化層まで通し番号を付した。

9.集石は、旧石器時代以外の磯群に対して設定した。また、集石の番号は時代に関わらず通し番号を

付した。番号は検出された順序に対応する。

10.土坑は、時代に関わらず通し番号を付した。番号は検出された順序に対応する。

ゲリ μド田豊示方法
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第 l率調査に至る経緯

第 1章調査に至る経緯

混雑する東名・名神高速道路の抜本的な対策として昭和62年の道路審議会において第二東名・第二名

神の建設が建議された。その後、第4次全国総合開発計画の閣議決定、国土開発幹線自動車道路建設法

の一部改正等を経て、平成元年 1月に開催された第28回国土開発幹線自動車道建設審議会において飛島

村~神戸市聞の第二名神とともに、横浜市から東海市に至る延長約270kmの第二東名高速道路の基本計

画が策定された。静岡県内においては東西に貫く形となり、その延長は約17OJ.叩に及ぶ。この基本計画

の策定を受けて静岡県は平成元年12月、第二東名建設推進庁内連絡会議を設置し、教育委員会文化課も

メンバーとして参加した。

その後、第二東名の基本計画については、文化財を含む環境影響調査等が行われ、ほかの公共事業や

地域開発計画との調整をはかった上、平成3年9月24日には静岡県長泉町~引佐町の都市計画決定告示

がなされた。

こうした環境影響調査と並行する形で、埋蔵文化財の分布状況の把握作業もなされている。第二東名

建設に関する調査の指示を受けた日本道路公団は平成4年2月17日付けで文化庁へ通知を行うとと もに、

平成4年 5月11日付けで日本道路公団東京第一建設局長から静岡県教育委員会教育長宛に、長泉町~引

佐町聞の埋蔵文化財分布調査の手続きの依頼を行った。また、平成4年8月27日付けで日本道路公団東

京第一建設局静岡調査事務局長から静岡県教育委員会教育長宛に、「第二東名自動車道の埋蔵文化財包

蔵地の所在の有無について」 の照会がなされている。これを受けて県教育委員会は平成4年9月29日に

関係市町村教育委員会を集めて第二東名路線内の埋蔵文化財踏査連絡会を開催するとともに、第二東名

路線内における埋蔵文化財の所在についての照会を行った。踏査結果については、各市町村教育委員会

からの回答をもとに協議を行い、県教育委員会が取りまと めたものを平成 5年3月18日付けで静岡県教

育委員会教育長から日本道路公団東京第一建設局静岡調査事務所等宛に回答がなされている。この時点

での調査対象箇所は136カ所、調査対象総面積が1，453，518rrlとなっている。

その後、長泉町~引佐町聞については、平成5年11月19日付けで日本道路公団に施行命令が出された。

これに伴い、日本道路公団東京第一建設局および静岡県土木部高速道路建設課、静岡県教育委員会文化

課で埋蔵文化財調査の進め方について協議が行われた。調査対象範囲の確定、個々の遺跡の取り扱い等

について協議されるとともに、発掘調査の実施については日本道路公団が財団法人静岡県埋蔵文化財調

査研究所へ委託することが確認された。しかしながら、第二東名建設に伴う埋蔵文化財調査については、

短期間に膨大な調査量が想定されるため調査体制をどのように確保するかが大きな課題となった。

さらに平成6年度には、県教育委員会文化課職員が上記の調査対象箇所について具体的な調査を進め

るための状況調査を行う とともに、前年に示されたパーキングエリア・サービスエリア予定地について

の踏査を当該市町村教育委員会に依頼、年度末にはその報告ととりまとめがなされた。こうした状況調

査や新たな踏査結果をも とに見直しがされた結果、この段階での調査対象地点は133箇所、調査対象総

面積は1，286， 759rrlとなった。

平成 7年度後半には、路線の一部では幅杭の打設が開始され、埋蔵文化財の調査の開始についてもか

なり見通しが出てきた。こうした状況の中で、第二東名建設にかかる埋蔵文化財の取り扱いを協議する

場として、日本道路公団静岡建設所(平成6年 2月設置)と県教育委員会文化課による「第二東名関連

埋蔵文化財連絡調整会議」が設置され、第 l回の協議が平成7年12月13日に行われた。これ以降、細か

い埋蔵文他財の取り扱いについてはこの会議で協議することとなった。なお、日本道路公団静岡建設所

は平成8年7月 l日をもって日本道路公団静岡建設局に改組された。
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第 2草調査の方法と経過

第 2章調査の方法と経過

第 l節調査の方法

道路工事の工程の関係上、調査対象地の東半部を西半部に先行して平成16年度に引き渡すことになっ

たため、上り線センターラインに沿って引き渡しラインを設定し、これを境に調査区を東半部と西半部

に区分し、東半部の北側を I区、南側を 2区とした(第 l図)0 1区の北部は当初、調査テントが張ら

れていたが、調査区外にプレハブを建てる用意が整ったため、追加調査された場所である。調査面積は

l区が1707.7m、2区が6558.3m、追加調査部分が764ばである。

調査区には、 X軸(南北)方向にアルファベット、 Y軸(東西)方向にアラビア数字を付して10m四

方の方眼を設定し、これをグリッドとした(第2図)。国家座標(日本測地系 平面直角座標第¥1111系)

旧基準 (X，Y) = (-90530. 0， 35560. 0)上を原点 (A，1) とした。第二東名沼津工区内の遺跡を同一

座標で管理する必要性から、すべての遺構、遺物について国家座標のX、Y座標と水準値 (Z座標)を

記録した。本書では、調査区設定のための座標名称 (例えば座標 (X，Y) = (A，l))は、この座標を

南西角とするグリッド名称として用いる。

第2節調査の経過

確認調査

調査区全域を対象として、平成14年 9月上旬から11月上旬に実施した。テストピットは16箇所

(TP 1-16)を設定した(第 2図)。また、 E16-19グリッドにかけて東西に伸びるト レンチを設定した。

以上の設定範囲は、樹根と表土を重機で除去した後、人力で掘削し、掘削後に撮影と実測を行った。諸

作業の終了後、重機で埋め戻し作業を行い、確認調査を終了した。確認調査の結果、時期不明(だが中

世の可能性がある)遺構と、縄文時代から旧石器時代の遺構と遺物が出土したため、本調査を行うこと

になった。

本調査

平成15年 4月から16年 3月まで、行った。 15年4月に重機で抜根と表土除去を行い、同月から人力掘削

作業を開始した。 5月中旬までに富士砂沢スコリア包含層 (SNZ)まで掘り下げ、時期不明の土坑を

検出し、撮影および、実測を行った。 5月中旬から、富士砂沢スコリア包含層下位の暗褐色土層を掘り下

げ、縄文時代の遺構と遺物を検出し、撮影及び実測を行った。 7月下旬から、栗色土層 (KU) と富士

黒色土層 (FB) を掘り下げ、引き続き縄文時代の遺構と遺物の検出、撮影、実測を行った。

11月上旬から、休場層上部 (YLU)を掘り下げ、縄文時代及び旧石器時代の遺構と遺物を検出し、

撮影と実測を行った。同下旬からは、休場層中部 (YLM)から下部 (YLL)を掘り下げ、引き続き旧

石器時代の遺構と遺物を検出し、撮影と実測を行った。休場層より下位の層準については、 2月中旬よ

り49箇所のテストピット (TP17-65)を追加設定し (第 2図)、遺構と遺物の検出状況を把握しながら、

中部ローム上面付近まで(休場層より最大3mの深さまで)掘り下げた。掘削終了後、すべてのテスト

ピットの位置及び北壁と西壁の土層を記録し(注 1)、 3月下旬に埋め戻して全ての作業を終了 した。

3 
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土層と文化層

本遺跡は愛鷹山の東南東へ伸び、る尾根上にあり、地形はこの方向へ傾斜している。この尾根は、調査

区東部で急速に幅を狭めており、 E16-19グリッドにかけて馬の背状となる。土層の堆積は良好で、一

部の撹乱を除けば、縄文時代の主要な包含層である富士黒色土層 (FB)から栗色土層 (KU)、および

旧石器時代の主要な包含層である休場層が、調査区のほぼ全域で確認された。ただ し調査区東部では

E16-19グリッドにかけて砂沢ス コリア包含層準 (SNG)の欠落が認められた(第4図)。

各テスト ピット において、北壁と西壁の土層断面を記録した。第5図は、これらの記録に基づいて本

遺跡の土層を模式化し、観察所見と検出遺物の時期(文化層)設定をあわせて、その対応関係を表した

ものである。遺構と遺物は、 旧石器時代がAT包含層直上の第 I黒色帯 (BB1 )から休場層上部

(YLU)までに 4枚の文化層にわけられ、縄文時代が漸移層 (ZN)から天城カワゴ平ノ号ミス包含層

(KGP)に草創期から中期まで含まれていた。

第 l層は黒色を呈する表土である。

第2層は2500年前に噴出したとされる富士砂沢スコリアを含む層である。本書ではSNZと略す。

第3層は2800年前に噴出したとされる天城カワゴ平ノ号ミスを含む層である。本書ではKGPと略す。

縄文時代の集石と石器群が僅かに検出された。

第4層はKUである。栗色土層である。縄文時代前期の石斧集中(集積地点)が検出された。下位に

あるFBとあわせ、石鯨の主要包含層準である。

第 5層はFBである。富士黒色土層である。縄文時代早期土器群の主要な包含層である。

第 6層はZNである。上位のFB層から下位のYLU層への漸移層である。 FB下部からこの層を挟んで

YLUまでが、有舌尖頭器を主体とする石器群の主要な包含層準である。

第7層はYLUである。休場層上部にあたる。 2基の磯群と、切出形石器および両面加工尖頭器を主

- 6-
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体とする第W文化層石器群の主要な包含層準である。異なる時期の石器群が混在しているかもしれない。

第8層はYLs1である。休場層スコ リア帯 Iである。

第9層はYLMである。休場層中部にあたる。下半で l基の礁群で検出された。第回文イじ層の包含層

準である。

第10層はYLs2である。休場層スコリア帯2である。

第11層はYLLである。休場層下部にあたる。下位にあるBBOとあわせ、背部加工ナイフ形石器(背

部加工尖頭形石刃石器)を含む第II文化層石器群の包含層準である。

第12層はBBOである。休場層直下黒色帯である

第13層はSCIである。第 Iスコ リア層である。

第14層はBB1である。第 I黒色帯である。剥片・砕片等で構成される第 I文化層石器群の包含層準

である。

第15層はNLaで、ある。ニセローム層上部である。

第16層はNLbである。ニセローム層下部である。 28000年前に噴出したとされる姶良Tn火山灰の濃集

層準である。

第17層はBBIIである。第II黒色帯である。

第18層はSCIIである。第IIスコリア層である。

第19層はBBillである。第皿黒色帯である。

第20層はSCills1である。第Eスコリア帯ス コリア lである。

第21層はSCillb1である。第田スコリア帯第黒色帯 lである。

第22層はSCills2である。第Eスコリア帯スコリア 2である。

第23屑はSC皿b2である。第田スコリア帯第黒色帯2である。

第24層はSCills3-5である。第田スコリア帯スコリア 3から 5に相当すると思われるが、 堆積が不

十分で区別はできなかった。

第25層はBBNである。第W黒色帯である。

第26層はスコ リア質土層である。

第27層はBBVである。第V黒色帯である。

第28層はBBVIである。 BBVとの聞にス コリア層が観察されなかった。

第29層はスコリア質土層である。

第30層はBBVllである。第四黒色帯である。本地域の後期旧石器時代石器群のうち最も古い一群の包

含層である。

第31層は中部ロームである。本書ではMLと略す。 BBVllとの聞にスコリア層は観察されなかった。

第3節報告書の作成

資料整理は平成19年6月から平成20年 5月まで、洗浄と注記と石材分類を基礎整理棟、接合作業と実

測ほか編集から校正までを長泉地区事務所でそれぞれ実施した。黒曜石産地分析は、 沼津工業高等専門

学校の望月明彦氏に依頼して蛍光X線分析を行って頂いた。分析対象資料は、 BBI層からZN層までの

ほぼ全点と、 FB層以上の主要な トウール(石鯨等)である。石器実測およびトレースは、磯石器類

(磨石、敵石、石皿、台石、 磯器)を当研究所で行い、剥片石器類および石核、およびそれらの接合資

料、打製石斧と一部の磯石器類(醗器、砥石)を株式会社シン技術コンサルと株式会社東京航業研究所

に委託した。

注l 土層断面図は、本書の文化層設定等を説明するのに最低限必要なもの以外、すべて割愛した。

一 7-



第2章調査の方法と経過

<柱状図>

(TP45) 

第 5図層序と文化層

- 8 

<層序名> <略称>

。
m
 



第 3章遺跡の環境

第3章遺跡の環境

第 l節地理的環境

老平遺跡、はJR裾野駅から北西に約2.5km離れた裾野市大畑字老平他に位置する。ここは富士山の南東、

愛鷹山の東麓である。愛嵐山は約50'"'-'40万年前から活動を始め、約10万年前に活動を停止した火山であ

る。その後、約 8万年前から活動を開始した古富士火山の噴出物が堆積して愛鷹ローム層を形成した。

約 I万2千年前には新富士火山から芝川溶岩流が流出し、その後も火山灰が厚く堆積した。この古富士

火山の活動期に数回の開析作用が起こり、その結果形成された樹根状の尾根の上に新富士火山(現在の

富士山)の噴出物が覆い、いまの地形が造り上げられた。愛鷹ローム層は現在、上部ローム(関東の立

川ロームに対比)、中部ローム(同じく武蔵野ロームに対比)、下部ローム層に分けられており、西は富

士川、東は裾野市まで、拡がっている。本遺跡はこのようにして形成された最大幅約60m程度の痩せ尾根

上の、標高250'"'-'260mに立地する。調査区の南北には黄瀬川の支流によって形成された比高差40m程の

開析谷が存在し、それぞれを挟んでイ弗ヶ尾遺跡 (No.147地点)と老平遺跡 (No.145地点)が立地してい

る(第 6図)。

第 2節歴史的環境

黄瀬川を挟んで西側、愛鷹山東南麓には旧石器時代から縄文時代の遺跡が多く存在する。発掘調査さ

れた遺跡の殆どは長泉町と沼津市に含まれているが、これまで愛鷹東麓の裾野市にはたいへん少ない状

況が続いていた。しかし、第二東名関連の調査によって、この地域にも多数の遺跡が存在することが確

認された(第6図①)。

後期旧石器時代から縄文時代草創期の遺跡としては、これまで上川遺跡(中野ほか1987)や富沢平林

遺跡が知られ、ほかには尾畑遺跡(裾野市教育委員会編1987b)、丸山 II遺跡(裾野市教育委員会編

1982)、屯屋遺跡(渡瀬1990)、相生原遺跡(渡瀬前掲)などで僅かな石器が回収されていただけだっ

た(裾野市編1992)。第二東名関連の調査によ って、 裾野市の棚返遺跡・今里遺跡(壬生ほか2008)、

併ヶ尾遺跡(野田ほか2007)、下ノ大窪遺跡(阿部ほか2008)、入ノ洞B遺跡・内野山V遺跡・塚松遺跡

(藁科ほか2008)などが発見された。南に隣接する長泉町では梅ノ木沢遺跡(笹原ほか2008)、向田A

遺跡(富樫2007)、西山遺跡(笹原2006)などが続いている。どの遺跡でも該期の遺構と遺物が重層的

に検出されている。

旧石器時代の陥し穴とみられる第田黒色帯期の土坑群は、箱根山西麓に多いことが知られているが、

愛鷹山南麓も同様の状況である。本報告されたものでは、鉄平遺跡(笹原ほか2003)で7基、向田A遺

跡で 5基などがあったが、さらに最近、塚松遺跡の16基が追加された。今後報告されると思われる周辺

諸遺跡の事例もあわせ、旧石器時代における畏猟研究の最重要資料となるに違いない。

縄文時代早期の遺跡では住居跡の発見例が目覚ま しい。 早期後半では従来、上川遺跡(中野ほか前

掲)で早期末の竪穴住居跡2軒、中畑遺跡(井上1986)で竪穴住居跡を含む遺構群、富沢内野山 I遺跡

(芹沢1986)で竪穴住居跡と推定される遺構2基が知られている。打越式期の集落としては箱根山西麓

の三島市乾草峠遺跡(三島市教育委員会編2005)もっとに有名である。第二東名関連の発掘調査では、
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第 6図 愛鷹山東麓の遺跡分布

重鷹山東・における第二東名関連綿告.<県坦文)の刊行状況

曲久保遺跡 未刊行 よ係遺跡 未刊行

今里薬師海道遺跡未刊行 尚.149地点 未刊行

棚返還跡 壬生 ・佐々木 2008 ぬ148-2地点 未刊行

今里遺跡 壬生 ・佐々木 2008 南山田東遺跡 未刊行

北ノ沢 未刊行 細沢遺跡 未刊行

大端ケE遺跡 米干IJ行 酬;ヶs遺跡 野田・成問 2007

iJ1i畑遺跡 未刊行 下ノ大砲遺跡 阿部 ・岩崎2008

葛山大錨ケ I遺跡 未刊行 老平遺跡 本書

10 

入/桐B遺跡誕科・荻野 2008

内野山V遺跡語科荻野 2008

尿松遺跡 藁科・荻野 2008

CR36地点 未刊行

土-3地点 未刊行

梅/木沢遺跡笹原子・泊名 2008

CR35地点 未刊行

東野遺跡 未刊行

¥ 

m:S?‘ 

富士石遺跡

迫平A遺跡

細厄遺跡

向岡A遺跡

西山遺跡

縦畑上遺跡

未明j行

未刊行

未明l行

富1霊2007

笹原芳2007

未明l行
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悌ヶ尾遺跡で打越式期の竪穴住居跡が6軒、下ノ大窪遺跡でも同時期の竪穴住居跡11軒および竪穴住居

状遺構5基が検出された。両遺跡に共通して磯石器類と石銑が多量に組成しており、安定した生業活動

を窺わせている。

前期の遺跡は早期や中期に較べて少なく(注 1)、住居跡となるとさらに希少で、ある。細野沢遺跡

(裾野市教育委員会編1982)で竪穴住居跡5軒を含む前期後半の集落跡が検出されている。

中期の遺跡はとても多いが、住居跡の報告は裾野市になく、今後の事例増加が倹たれる。周辺をみわ

たしても多いとはいえないのだが、望月由住子の集成(望月2000)によれば、南に接する長泉町で勝坂

式期の上山地 B遺跡(平川ほか1988)で27軒、中峰遺跡(小野ほか1971)で24軒と突出した数の竪穴住

居跡が検出されているほか、桜畑上遺跡(小野ほか1971) と桜畑下遺跡(小野ほか前掲)でそれぞれ l

軒、沼津市でも広合遺跡(高尾ほか1987)で 3軒、大郭遺跡(沼津市1958)で 2軒、大芝原遺跡(沼津

市前掲)、中見代第II遺跡(高尾ほか1988)、二ツ洞遺跡(沼津市教育委員会1991)、大谷津遺跡(石川

ほか1982)でそれぞれ l軒ずつ発見されている。中期の住居跡では少数の集落とそれを取り巻く多数の

滞在地点との規模の格差が明瞭である(注 2)。

縄文時代後期から古墳時代については資料が乏しく、遺跡の実態は現在のところ不明である。

本書で報告する老平遺跡では、後期旧石器時代後半期から縄文時代中期までの遺構と遺物が検出され

ている。 旧石器時代文化層 4枚、縄文時代草創期石器群、早期から中期の集石、土坑、石器、土器が検

出された。

注 1)瀬川裕市郎の集成(1990)では、静岡県内で縄文土器の出土する1，245遺跡の内訳は、草創期3遺跡 (0.2%)、
早期366遺跡 (29.4%)、前期218遺跡(17.5%)、中期518遺跡 (41.6%)、後期125遺跡(10.0%)、晩期15遺跡(1.2%) 

とある。中期の遺跡は縄文遺跡全体の約4割にも及ぶ。

注2)望月の集成(1999)は、静岡東部地域における中期のセトウルメントパターンの地理的変異を考察する上でた

いへん示唆的な情報を提供している。それによると、箱根山西麓の縄文中期遺跡は300遺跡で、住居跡があるのは

18遺跡 (6.0%)である。このうち、住居跡ト4軒のものが13遺跡、 5-9軒のものが4遺跡、そして10軒以上と

なると l遺跡しかない。愛鷹山東南麓では、 37遺跡中、住居跡のあるものが10遺跡 (27.8%)で、おなじように軒

数で分けると、それぞれ27遺跡、 8遺跡、 O遺跡、 2遺跡である。遺跡数が箱根山西麓にくらべて 8分の l以下と

少ないが、逆に住居跡の出現比率がかなり高いこと (4.6倍)に注意したい。また、参考までに同様の視点から天

城山西北麓をみると、 68遺跡中、住居跡が検出されたのは 9遺跡 03.2%)で愛鷹山南麓より低率だが、軒数別で

は、それぞれ4遺跡、 l遺跡、 4遺跡である。 10軒以上で構成される集落の比率がかなり高いようだ。「地域」面

積と発掘調査面積比率は考慮していないので安易な推測は避けたいが、少なくともここでは、箱根山西麓地域の居

住地点は天城山西北麓や愛鷹山南麓にくらべて低調である点は指摘し得ょう。

住居軒数と遺跡数の相関

住居跡数(軒数) 0軒 ト 4軒 5-9軒 10軒以上
一一一一一一一
箱根山西麓 282 13 4 

愛鷹山東南麓 27 8 。 2 

天城山西北麓 。 4 4 
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第4章 旧石器時代の遺構と遺物

概要

旧石器時代石器群の時期区分は、平面/垂直分布密度、石材、型式等の観点から行った。その結果、

以下のような文化層が設定された(表 1)。

すべてニセローム層 (AT包含層)よ りも上位にある後期旧石器時代後半期の文化層である。各文化

層には石器集中と磯群とが観察され、前者は 4枚の文化層で計 9箇所、 1諜群は計3基である。点数が最

も多いのは第W文化層で、ほかの文化層では僅少である。なお、 sc田(第田黒色帯直下の第皿スコリ

ア帯)から亜角磯が検出されたが、調査区全体で僅か l点(重さ40g)だったので、文化層の要件には

しなカ〉った。

表 l 旧石器時代文化層の概要

膚位 文化層 石器 集中 機群 主要石器群

ZN 漸移庖

YLL 休場届上部 IV 67 3 2 両面加工尖頭様 石刃/事l片製ナイフ形石告書 切出形石告書 細石刃

YLsI 休場府中スコリアl

YLM 休場周中部 回 2 石刃

YLs2 休場層中スコリア2
石刃/剥片製ナイフ形石君事 切出形石告書

休場庖下部
II 19 2 

YLL 

BBO 休場J百直下黒色帯

SCI 第lスコ リア帯
剥片

第 I黒色帯
5 

BB 1 

lJ'l凶 ニセローム層上部

第 l節第 I文化層

概要

J/K 7グリッ ドのBBIを中心に検出された石器5点と磯5点で構成される。石器集中は l箇所を確

認したが、礁は集中していなかった(第7/8図)。石器群の内訳は、諏訪星ヶ台産黒曜石製剥片2点と

砕片 I点、ガラス質黒色安山岩製剥片2点である(表2)。

1 .石器集中 (第9図、表 3) 

I箇所が検出された。

石器集中 1

5点の剥片で構成される。本文化層の剥片石器類全点が含まれる。

2. 出土石器の検討(第10図)

lと2は共にBBI出土のガラス質黒色安山岩製剥片である。石器集中 lに含まれる。

lは縦長剥片の端部の折れたものである。 2は自然面を打面として同一方向に連続剥離する過程で得

られた剥片で、末端右を僅かに折損する。右側縁上部の急角度な剥離面は二次加工ではない。

3.礁群

5点の1擦が回収されたが、分布は散漫で、それぞれの被熱痕跡も不明瞭であった。
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石器石材組成

ガラス質

黒色安山岩

石器集中 1表 3石器石材組成

ガラス賃

黒色安山岩

第 l文化層表2

計

て
一44

1
a
τ
b

2 

2 

黒曜石

諏訪星ヶ台群

2 

3 

片
片
一

剥

砕

一計

計

AUt--一
に
J

2 

2 

黒曜石

諏訪星ヶ台群

2 

3 

片
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砕
一
計

h
 

d
 

[之多，.."....._

て安野
1 ガラス質

黒色安山岩 2ガラス賀

県色安山岩。〈三三三三コ

~ 
ζL一一一ノ〉

5 cm 

第 l文化層の石器群第10図

第11文化層第 2節

概要

調査区西南部F6とD7グリッドのBBOからYLLを中心に、ホルンフェルスを主体とする石器集中 2

箇所と集中を構成しない石器と棟、調査区東端部で輝石安山岩製剥片が検出された(第11/12図)。総点

数は26点で、内訳は切出形石器 l点、ナイフ形石器7点、石刃 l点、剥片7点、砕片 3点および醗7点

である(表 4)。

1.石器集中(第13/14図)

2箇所が検出された。

石器集中 2 (表5) 

F6グリッドのYLL上部からYLL下部で、 数点で構成される磯群と重複して検出された。ホルンフェ

ルス13点で構成される。内訳は、ナイフ形石器5点、石刃 I点、剥片 6点、砕片 l点である。小規模な

がら、石刃がここで生産された可能性がある。ただし、砕片の点数からみると、ナイ フ形石器の大半は

ここで製作されたものではないかもしれない。

石器集中 3 (表6) 

D7グリッドのYLLを中心に検出された。ホルンフェルス 5点で構成される。内訳は、ナイフ形石器

l点、剥片 2点、砕片 2点である。ナイフ形石器は、図示していないが、他の剥片類とは異なる母岩に

よるもので、両端部が折損する小型石刃製の部分加工品で、ある。

-17-
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2. 出土石器の検討(第15図)

切出形石器(3 ) 

3は箱根畑宿産黒曜石製である。同一方向への連続剥離過程で得られた幅広剥片を素材にして、これ

を横位に用い、打面と末端に急角度の二次加工を施して略台形に整形する。刃部の連続的な微細剥離痕

と折れ面は使用の痕跡と推測される。また、本文化層に同石材は他に認められないので、ほぼ製品の状

態で搬入されたものと推測される。 YLL出土で、石器集中を構成しない。

20 

石器集中 2・3第H文化層第13図
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ナイフ形石器 (4-8 ) 

4-6と8はホルンフェルス製ナイフ形石器である。風化しやすい石質のため、剥離面の遺存状態は

5は剥片を素材として背部と基部を整形する。欠損と剥落のため、具体的な観察は不可能である。

YLL出土で石器集中 2に含まれる。

6は石刃を素材として、これを縦位に用い、 急角度の二次加工で打面を大きく切り取り、端部に僅か

な二次加工を施して尖頭形に整形する。 8607とは異なる母岩である。 YLL出土で石器集中 2に含まれる。

- 21 --
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第4牽 旧石器時代の遺構と遺物

4は石刃を素材として、これを縦位に用い、右側 表4 第 H文化層 石器石材組成

縁に急角度の二次加工で背部を整形する。基部と端

部を折損しているので、上下も定かでない。

7は諏訪星ヶ台産黒曜石製で背部加工尖頭形石刃

石器ともいいうる。大型石刃を素材に して、これを

やや斜位に用い、左側縁のほぼ全体を急角度に二次

加工して背部とし、右側縁の打面寄りを急角度に二

次加工し、ならび、に裏面のパルプに対して平坦に剥

離を施して基部を整形する。基部は折損している。

刃部には連続的な微細剥離痕が観察され、執助な使

用履歴を窺わせている。本文化層に同石材は他に認

められないので、ほぼ、製品の状態、で搬入されたもの

と推測される。 YLL出土で、石器集中を構成しない。

8は基部加工尖頭形石刃石器ともいいうる。上下

に打面を有する石核から得られる石刃を素材として、

これを縦位に用い、基部両側縁とパルプに二次加工

を施し打面を残す。

3.楳群

数点の小型亜円礁が検出されたが、遺構として認

識できるものはない(第11/12図)。いずれもYLL

出土である。
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言十 13 

表6 石器集中 3 石器石材組成

ホルン
フェルス

ナイフ形石器 l 

剥片 2 

砕片 2 

計 5

フ工ルス フェルス

ζ三三己 7黒咽石
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第15図第H文化層の石器群
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第回文化層第 3節
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第4牽 旧石器時代の遺構と遺物

表7 第川文化層石器石材組成

石刃

砕片

磯

礁を除く計

2 20 

o 0 

-
一辺一
2

黒唱石
輝石 山 ホ ル ン

玄武石
安山岩 フェルス

計

諏訪星ヶ台群

ど三〉
9ホルン

フヱルス

。 5 cm 

第19図第川文化層の石器

1.出土石器の検討(第19図)

石刃(9 ) 

9はホルンフェルス製で、ある。 YLM出土である。風化が激しく詳細な観察は困難で、ある。

2.磯群(第16図、表27)

3号操群 K 6 / 7グリッドで検出された。 YLM下部を底面とし、 20点で構成される。

第4節第N文化層

概要

調査区西部のYLUを中心に、石器集中 3箇所と磯群2基が検出された(第20/21図)。離を除く石器

総数は67点である(表8)。尖頭器(5点)、切出形石器および横打剥片製ナイフ形石器(計16点)を中

心とし、角錐状石器(1 点)、削器類(4点)や細石刃(4点)等を組成する。石材は黒曜石製32点、

ホルンフェルス製16点、ガラス質黒色安山岩製 5点などで構成される。黒曜石は諏訪星ヶ台産を主とす

る中部高地産9点、伊豆箱根産17点、神津島産2点、そして珍しいことに高原山産 l点(二次加工剥

片)が含まれる。二次加工痕のあるトウールが石器群全体の43.3%(29/67点)に及び、非常に高い比

率を示すのが特徴である。

また、多種類の石器群が複合していることも特徴だろう。器種と石材との対応関係はたいへん明瞭で、

切出形石器群が伊豆一箱根産黒曜石、小型石刃製ナイフ形石器が中部高地産黒曜石、尖頭器がホルン

フェルスと安山岩などに結びついている。伊豆一箱根産黒曜石製の小型剥片製石器群は高尾好之の編年

におけるE期に該当する特徴が認められるが、尖頭器石器群との共存を妨げるものではない。田期石器

群の主要な包含層準であるBB1 -YLLとの聞には、YLM下部の文化層を挟んでおり、十分な層位差が

認められる こと を明記しておく 。

しかし他方で、ナイフ形石器と細石刃の共伴は疑わしい。この点については、新しい時期の石器群が

同一層準に重畳している可能性がある。

- 26 
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表8 第IV文化層 石器石材組成

黒曙石
ガフス質 輝石

黒色安山岩 安山岩

軍事訪 Ii'科 和田 和田芙蓉 高原山 箱板 天減 神津島
未分析

星ヶ台群 冷山群 鷹山群 ライト群 甘湯沢群 畑宿群 柏峠群 恩馳島群

切出形石器

ナイフ形石器 2 7 

尖頭器 2 

角維状石器

削器

二次加工剥片

微細剥隊痕剥片

細石刃 2 

削片

iW]片 3 

砕片

石核

蔽石

機器

計 6 14 3 2 3 5 2 

細粒
流紋岩 デイサイト水晶 ホルン 計

安山岩 フェルス

1 .石器集中(第22-26図、表 9-11) 

切出形石器 4 
3箇所の石器集中が確認された。

ナイフ形石器 12 石器集中 4 (第22/23図、表 9) 
尖頭器 2 5 

K 6/7グリッドのYLUを中心に分布し、
角錐状石器

削器 4 ホルンフェルス製剥片6点で構成される。
二次加工剥片 3 

石器集中 5 (第24/25図、表10)
微細景1]離痕剥片 2 

細石刃 4 E6グリッドのYLUを中心に分布し、諏
削片

剥片 2 4 10 20 訪星ヶ台産黒曜石製尖頭器や箱根畑宿産黒

砕片 6 曜石製切出形石器を主体とする11点の石器
石核 2 3 

阪石 群で構成される。また、ガラス質黒色安山

機器 岩の小規模な消費痕跡がみられ、石核を組
計 2 2 3 16 67 

成する。

石器集中 6 (第26図、表11)

G13グリッドのYLU下部を中心に分布し、ホルンフェルス製5点、デイサイト製5点などで構成さ

れる。デイサイト 5点はほぼ同一個体とみられ、この場所で小規模な消費が行われたことを示唆してい

る。なお、この集中の東に 5mほど離れた場所のKUから切出形石器が l点検出されている。旧石器時

代遺物包含層よりもかなり上位で検出されたことになるが、風化の度合いと二次加工技術等の特徴から

旧石器時代の所産と推定した。

2. 出土石器の検討(第27-29図)

主要な石器38点を図示した。・二次加工石器類

切出形石器 00-13)

10は箱根畑宿産黒曜石製である。 同一方向からの連続剥離によって得られた剥片を素材に して、 これ

を横位に用い、打面と末端を折断し、この折断面を打面とする二次加工をそれぞれ背面と腹面に施す。

YLU出土で石器集中 5に含まれる。

- 27-
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表9 石器集中4 石器石材組成

ホルン
フェルス

剥片 6 

表10 石器集中 5 石器石材組成

黒曜石

諏訪 w科 箱根 天城 神津島
星 ケ 台 群 冷 山 群 畑 宿 群 柏 峠 群 恩 馳島群

ガラス質

黒色安山岩
言十

切出形石器

尖頭器

削器

微細~J離痕剥片

細石刃

剥片

砕片

石核

計

2 

1

1

?

M

q

J

 

2 2 2 3 II 

表11 石器集中 6 石器石材組成

ガラス質細粒 ホルン
黒色

安山岩 フェルス
安山岩

言十

削器

二次加工剥片

剥片 4 2 

砕片

石核

計 2 5 5 13 

11は箱根畑宿産黒曜石製である。求心剥離によって得られた剥片を素材にして、これを横位に用い、

打面と末端を背面加工して背一基部を整形する。基部は互いに接する二次加工部によって尖状を呈する。

刃部は、僅かに欠損したが、残された一部の腹面に連続的な微細剥離痕が観察された。 YLU出土で石

器集中に含まれない。

12は箱根畑宿産黒曜石製である。同一方向への連続剥離過程によって剥離された剥片を素材として、

これを逆斜位に用い、直線的な刃部を残してその他の部位全体に連続する急角度な二次加工を施す。

KU出土であるが、風化の度合いと技術形態的特徴から旧石器時代の石器と判断した。石器集中に含ま

れない。

13は黒曜石製(産地未分析)である。ほぼ同一方向からの連続剥離によって得られた剥片を素材に、

これを横位に用い、打面と末端に急角度の二次加工を施す。基部は切り取りよりもあとに折れているの

で、全体形状は不明である。 KU出土であるが、風化の度合いと二次加工技術の特徴から旧石器時代の

ものと判断した。石器集中には含まれない。

ナイフ形石器(14-24)

14は箱根畑宿産黒曜石製である。縦長剥片を素材にして、これを逆位に用い、左側縁に背部を整形す

る。基部全体が折損しているので素材剥片や全体形状は不明である。 YLU出土である。

15は箱根畑宿産黒曜石製で横打剥片を素材とする。同一方向から連続剥離する過程で得られた剥片を

素材と して、これを横位に用い、打面を弧状に切り取って背部とし、末端を内湾するように切り取って

基部を整形する。横打剥片製であるが、刃部が上に偏っているとまではいえないので形態分類上はナイ

フ形石器とした。YLU出土で石器集中に含まれない。

16は箱根畑宿産黒曜石製である。半求心剥離によって得られた剥片を素材として、これを縦位に用い、

28 -
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旧石器時代の遺構と漬物
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左側縁に緩やかな弧状を呈する背部を整形し、右側縁に内湾する基部を整形する。また、背部加工部位

を打面として基部に平坦剥離を施す。尖端部が折損しているので全体形状は不明であるが、右側縁の形

状からみて、失われた部分は刃部と推測された。 YLU出土である。

17は箱根畑宿産黒曜石製で横打剥片を素材とする。尖端部が折損するので、全体形状が分からない。

台形石器ないし切出形石器の可能性もある。

18は箱根畑宿産黒曜石製である。縦長剥片を素材と してこれを縦位に用い、左側縁に急角度の二次加

工を施し背部を整形し、右側縁の中位にも二次加工を施す。尖端を折損する。 YLU出土である。

- 31-
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19は和田芙蓉ライト産黒曜石製である。同一方向から連続的に剥離する過程で得られた剥片を素材に、

これを横位に用い、末端を切り取って背部とし、打面を外湾気味に切り取って基部を整形する。尖端を

欠損したので分類は不確定で、切出形石器とすることも可能で与ある。 FB出土で石器集中に含まれない。

20は箱根畑宿産黒曜石製である。石刃ないし縦長剥片を素材と して、これを縦位に用い、右側縁に 2

辺からなる背部、左側縁に基部を整形する。尖端部は折損してお り、裏面に及ぶ折れ面の状態からみて、

使用によるものと推測される。基部は発掘時の欠損である。 YLU出土である。

21 は諏訪星ヶ台産黒曜石製である。小石刃を素材にして、これを縦位に用い、急角度の剥離によって

32 
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第26図第IV文化層石器集中6 器種別分布(上)と石材別分布(下)

左側縁に弧状の背部を整形し、右側縁に基部を整形する。裏面には平坦剥離が認められる。また、尖端

部は、急角度な剥離によって左右をやや内湾するように二次加工する。尖端部は折損したようにみえる

が、その後も使用が続いたのか、やや摩滅して丸くなっている。石錐かもしれない。YLU出土で石器

集中に含まれない。

22は諏訪星ヶ台産黒曜石製である。石刃を素材として、 これを逆位に用い、左側縁を二次加工して背

部を整形し、右側縁株に微細な二次加工を施して基部を整形する。基部加工には平坦剥離も併用する。

尖端は発掘中に欠損、基部は折損している。 YLU出土である。

23は水晶製である。小石刃を素材にして、これを逆位に用い、 右側縁にやや弧状の二次加工を施して

背部と し、左側縁に直線的な基部を整形する。上方は、使用によるためか、微細剥離痕が連続して尖状

- 35-



第4主主 旧石器時代の遺構と遺物

を呈さない。 YLU出土である。

24は和田鷹山産黒曜石製である。同一方向から連続剥離する過程で生産される、やや厚手の縦長剥片

を素材に、これを縦位に用い、左側縁全体を弧状に切り取って背部とし、対する右側縁も弧状に切り

取って基部を整形する。刃部には微細な剥離痕が連続し、使用頻度の著しさを示している。 YLU出土

で石器集中に含まれない。

尖頭器 (25-28)

25は諏訪星ヶ台産黒曜石製である。魚鱗状の剥離によって表裏を整形する。折損しているので尖端の

形状が不明であり、したがって尖頭器としての分類も不確定である。 YLU出土で石器集中 5に含まれる。

26は諏訪星ヶ台産黒曜石製である。縦長剥片を素材にして、これを縦位に用い、右側縁背面全体と左

側縁背面下半分および裏面に魚鱗状の二次加工を施し、涙滴状に整形する。左側縁裏面は使用痕かもし

れない。二次加工技術の違いを除けば24(ナイフ形石器)と近似する形態であ る。 YLU出土で石器集

中に含まれない。

27はガラス質黒色安山岩製両面加工尖頭器である。魚鱗状剥離で両面を整形する。 YLU出土である。

28はホルンフェルス製両面加工尖頭器の折れたものが接合している。風化が著しいため、剥離面の残

存状況が非常に悪い。欠損部は風化を原因としている。

角錐状石器 (29)

29は箱根畑宿産黒曜石製である。厚手の剥片を縦位に用いて弧状の背部と内湾する基部を整形し、さ

らに端部にも、基部加工と接する二次加工を施す。 17のような切出形石器の変異かもしれない。 YLU

出土で石器集中に含まれない。

削器 (30-33)

30は箱根畑宿産黒曜石製側削器である。 180度の打面転移一剥離を行って形成された作業面から得ら

れた縦長剥片(推定)を素材にして、急角度な剥離によって右側縁にやや鋸歯状を呈する刃部を作出す

る。 YLU出土で石器集中 5に含まれる。

31はデイサイト製である。新鮮な面(ガジリ)と金属音からガラス質黒色安山岩とよく似た質の石材

であるが、明灰色に風化している。求心剥離で得られた幅広剥片の右縁辺に直径 3mm程度の二次的剥離

痕が連続している。使用痕かも しれない。 YLU出土で石器集中 6に含まれる。

32はホルンフェルス製鋸歯縁尖頭削器である。石材消費の比較的早い段階で得られたやや大型の剥片

を素材に、左右側縁の裏面に大振りな二次加工を連続的に施し、尖頭部に繋がる鋸歯状刃部を作出する。

YLU出土で石器集中 6に含まれる。

33は細粒安山岩製鋸歯縁側削器である。先細りする厚手の大型剥片を素材として、左側縁の裏面に大

小不揃いな二次加工を連続的に施し、鋸歯状刃部を作出する。また、右側縁の打面付近にもひとつの二

次的剥離が認められる。 YLU出土で石器集中 6に含まれる。

二次加工剥片 (39)

39は高原山甘湯沢産黒曜石製である。同一方向に連続的に剥離する過程で生産された剥片の左縁辺に

背部加工様の急角度な二次加工を施す。また、裏面には挟み撃ちで潰れたかのような二次的剥離が、打

面側の折れ面と右縁辺の 2方向からはいっている。端部は急角度な面なので折れ面のようにも見えるが、

主剥離面に後行するかどうかはっきり していない。 YLU出土で石器集中に含まれない。

- 剥片・石核類と接合資料

細石刃 (35-38)

35は黒曜石製である(産地未分析)。石器集中に含まれない。

36 -
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第 4~ 旧石器時代の遺構と漬物

36は神津島恩馳島産黒曜石製である。 YLU出土で石器集中 5に含まれる。

37は黒曜石製である(産地未分析)。石器集中に含まれない。

38は水晶製である。 YLU出土である。

削片付0)

40は神津島恩馳島産黒曜石製削片である。大型剥片の打面部付近を打面として、縁辺を取り込みつつ

その腹面を剥離したものと思われる。背面右側の剥離面はポジティプである。主剥離面に後行する打面

部からの細長い剥離は、二次加工ではなく、剥片剥離と同時に形成されたものと推測される。 YLU出

土で石器集中に含まれない。

微細剥離痕剥片 (34)

34は箱根畑宿産黒曜石製で、ある。背面に大きく自然面を残す大型剥片の左右縁辺に微細剥離痕が連続

する。打面はなく、パルプの発達が極めて微弱で、ある。 打面は折れているが、その折れ面は背面と急角

度をなさず緩やかに連続する。おそらくは剥片剥離時に折れたのだろう。こうした事例は両極剥離を多

用する縄文時代石器群に顕著に見られる傾向である。 YLU出土である。

剥片付1/42)

41はホルンフェルス製で、ある。 YLU出土で石器集中 6に含まれる。

42はガラス質黒色安山岩製である。尖頭形を呈する。右縁辺の下部に二次的剥離痕が観察される。

YLU出土で石器集中 5に含まれる。

石核 (43/44)

43はホルンフェルス製で、ある。石核自然面を除去する際にとられた分厚い剥片の二縁辺の一方を腹面

剥離、もう一方を背面剥離して幅広剥片を得る。

44はホルンフェルスである。分厚い剥片の l縁辺を作業面にして、しばしば石核底面を末端に残す幅

広剥片を連続的に交互剥離する。 YLU出土で石器集中に含まれない。

接合資料 (45)

接合資料は大変少なかった。トウールの組成比率が非常に高いことと関連しているだろう。剥片の接

合資料 l例(接47)を図示した。 45(接47)はガラス質黒色安山岩製剥片2点が接合する。厚手の不定

形剥片の末端部に小型剥片が接合する。

- 礁石器類

礁器 (46)

46は輝石安山岩製である。正面観が台形状を呈する肩平礁の端部に数回の二次加工を施して刃部を整

形する。 YLU出土で石器集中に含まれない。

蔽石 (47)

47は輝石安山岩製である。中央に敵打痕が認められる。この点から所謂「凹石j にも分類可能である。

裏面下部の剥離面は敵打の衝撃によるものと推測される。研磨痕は認められない。 YLU出土で石器集

中に含まれない。

3.楳群(第31/32図、 表27)

2基が確認された。

2号機群(第31図) C7グリッドに分布し、 YLU中部で検出された。磯8点で構成される。

1号機群(第32図) K 5グリッドに分布し、 YLU中部で検出された。磯6点で構成される。剥片石器

2点と重複する。
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31デイサイト

32ホルン
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盟関
39鳳噴石ζ二〉

高原山首渇沢

40黒瞳石ど〉
神津島恩馳島

41ホルン

フェルス

42ガラス賀

県色安山岩

43ホルン

フェルス

5 cm 
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6 

亡二コ

45ガラス質

黒色安山岩

46輝石安山宕

行¥

44ホルン
フェルス

第29図第IV文化層の石器群(3 ) 
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第 5章縄文時代の遺構と遺物

第 l節土器分類

本遺跡で出土した土器は1107点である。徹底的な個体分類作業の結果、 63個体の存在が明らかとなっ

た(分類不能な小片は除く)。 最も多いのは早期土器群40個体である。ほかに前期土器群12個体と中期

土器群11個体がある。分類は表12にあるとおり、時期(群)、系統(類)、型式(種)等の分類を行った

うえに、胎土、器形、文様の特徴から細かい分類を重ね、記号化した。この記号は、例えば II群A類

aア①」などとなっているが、しかしこの表示方法では、そのつど分類基準を参照しなければ文章を読

み下すことも憧ならないと思われたので、省略した分かりやすい記号を付すことにした。以下の分類の

括弧内がそれである。本文と分布図にはこの略号を使用する。

I群早期土器群

A類撚糸文土器

型式の認定は困難だったが、文様、器形、胎土の特徴から 8個体抽出された。

a 細かい撚糸で施文する

ア器厚を厚くする

① Rの撚糸で縦位ない し斜位に施文する

②①のうち、撚糸がさらに細かい

③ ①とは異なる Rの撚糸で横位に疎らに施文する

イ 器厚を薄くする

b 組い撚糸で施文する

ア 白色粒子を多く含む黄褐色の胎土を用いる

イ 赤褐色の胎土を用いる

ウ 石英粒子を多く含む灰褐色の胎土を用いる

c 網目状の撚糸で施文する

B類縄文土器

(撚糸文2) 

(撚糸文 3) 

(撚糸文7) 

(撚糸文 1) 

(撚糸文4) 

(撚糸文 5) 

(撚糸文 6) 

(撚糸文8) 

型式の認定は困難だ、ったが、文様、器形、胎土の特徴から 6個体抽出された。

a 外面と口唇部に縄文を施す (早期縄文 1) 

b 内外面に縄文を施す

ア器厚を厚くする

イ 器厚を薄くする

c 外面のみに縄文を施す

ア 白色岩片を多く含む赤褐色の胎土を用いる

イ にぶい赤褐色の胎土を用いる

ウ 赤褐色の胎土を用いる

- 43-
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C類沈線文土器

l種判ノ木山西式土器

a 口縁部直下に刺突を列点状に施す

b 口縁部直下に刺突し、等間隔の沈線を縦位に施す

ア 口縁部直下と胴部に l段の刺突列を横位に施す

(判ノ木山西 1) 

① 等間隔の沈線を縦位に施し、あいだに格子目状沈線を充填する

② 胴部に格子目状の沈線を施す

(判ノ木山西 2) 

(判ノ木山西 3) 

(判ノ木山西 4) イ 胴部に 2段の刺突列を横位に施し、また沈線を格子目状に施す

2種 その他の沈線文土器

a 口唇部に刻みを入れる

ア頚部を括れさせる

イ 沈線を縦位に施す

b 口唇部に刻目を入れず、口縁部直下に刺突、また沈線を斜位に施す

c その他(口唇部が明らかでない)

(沈線文 1) 

(沈線文 2) 

(沈線文 3) 

沈線を縦位に施す

D類条痕文土器

l種野島式土器

(沈線文 4) 

口縁部に条線を縦位に施し、内面に貝殻条痕文を横位に施すものが3個体抽出された。

ア 同種「イ」ではないもの (野島 1) 

イ 口縁から胴部の聞に段をつける

① 胴部に括れをいれない (野島 2) 

② 口唇部に刻み、段の下に括れを入れ、中位で砲弾形を呈する ように脹らませる (野島 3) 

2種茅山下層式土器

胴上部に員殻腹縁文を「ハ」の字形に施すものが3個体抽出された。

ア 沈線による文様のあるもの

① 胴上部に右から左方向の刺突列を施す (茅山下層 1) 

② 胴上部に左から右方向の刺突列を施す (茅山下層 3) 

イ 沈線による文様のないもの (茅山下層 2) 

3種打越式土器

口唇部に刻みをいれ、員殻腹縁文を施すものが3個体抽出された。

ア 口縁を波状にする (打越 1) 

イ 口縁を平らにする

① 口縁部に 「く」 の字状の貝殻腹縁文を施す

② 口縁部に波状を呈する 2条の員殻腹縁文を施す

4種その他

(打越 2) 

(打越 3) 

条痕文土器のうち、特定の型式にあてはめることができないものが7個体抽出された。

a 口唇部に刻みを入れ、条線を縦位に施す (条痕文 1) 

b 口唇部に刻みを入れず、条線を横位に施す

ア 鈍い黄樫色を呈し、石英を多く含む胎土を用いる

イ 褐色を呈し、石英と輝石を多く含む胎土を用いる

44-
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ウ 石英が非常に多い胎土を用いる 口縁部を外反させる

E類その他

A-D類に含まれないものが5個体抽出された。

ア 口縁部を角頭状にする

イ 口唇部を僅かに外反させ、内側を削 ぐ

ウ 多くの繊維を混和させた胎土を用いる

エ 平底に丸みを帯びさせる

オ 平底にするもののうち[エ」 以外のもの

II群前期土器群

A類

(条痕文4) 

(早期その他 1) 

(早期その他 2) 

(早期その他 3) 

(早期その他4) 

(早期その他 5) 

棒状または箆状工具で刺突列を施す上ノ坊式土器が2個体抽出された。

ア 口縁部刺突列下に連続的な刺突を斜位に施す (上ノ坊 1) 

イ 口縁部から胴部に粘土を盛り上げ、その上に 5列の連続的な刺突列を施す (上ノ坊 2) 

B類 竹管文土器

地文に縄文を施し、半裁竹管による沈線を平行に引く諸磯b式土器が3個体抽出された。

ア RLの原体で縄文を横位に施す (諸磯b1 ) 

イ Lの原体で縄文を横位に施す (諸磯b2) 

ウ 「アJ のう ち白色粒子が多い胎土を用いる (諸磯b3) 

C類縄文土器

半裁竹管文を施さないが、器形と胎土によ り諸磯b式土器に分類可能なものが2個体と、型式不明の

土器が3個体抽出された。

a 地文に縄文を施す

ア 胴部にRLの原体で縄文を横位、口縁部付近に斜位に施す

イ 胴部にRLの原体を疎らに押捺する

(諸磯b4) 

(諸磯b5 ) 

b 原体を推定できない縄文を施す 器形と胎土から諸磯b式の可能性が高いもの (前期縄文 1) 

c その他の縄文

ア RLの原体で縄文を横位に施し、口縁部の内側を削ぐ (前期縄文2) 

イ RLの原体で縄文を横位に施し、一部にLRの縄文を施し、底部を平らにする (前期縄文 3) 

D類その他

A-C類に含まれないものが、繊維痕の有無により 2個体抽出された。

ア 繊維を混和させた胎土を用いる

イ 繊維を混和させた胎土を用いる

一 45-
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老平遺跡の土器分類基準

群 類 種 細分類1 細分類2 細分類3 個体番号

① Rの撚 りを縦位、斜イ立札施文 撚糸文2
ーJヲ 厚手 ② より細かいRの撚りを縦位、斜位に施文 撚糸文3

a 撚りが細かい
③ Rの撚りを績伎にまばらに施文 胎土が非常に脆い 撫糸文7

撚糸文
イ 薄手 撚糸文l

A 
賞褐色で白色粒子を多く含む胎土ア 撚糸文4

b 撚りが粗い イ 赤褐色 撚糸文5

ウ 灰褐色で石英を多く含む胎土 撚糸文6

c 網目状に施文 撚糸文8

a 外面と口唇部にD1!i文 早期縄文1

ア 厚手 早期縄文2
b 外・ 内面とも施文

薄手 早期縄文3イ
B 縄文

)7 赤褐色で白色岩片を多く含む胎土 早期縄文4

c 外函のみ施文 イ lこぶい策褐色 早期縄文5

ウ 赤褐色 早期縄文6

a 刺突有り、等間隔に縦位の沈線なし 口縁部直下に耳目j突列 判ノ木山酉1

判ノ木山西式 口縁部直下と胸部に機位一段の刺突列 す
等間隔の縦位の沈線、その簡を格子回状沈線で充慎 判ノ木山西2

ーJヲ

鯛部』こ格子回状の沈線
l群 b 刺突有り、等間隔に縦位の沈線有り 判ノ木山西3

早期 イ 胴部に横位二段の刺突列 格子白状の沈線 判ノ木山西4
C 沈線文

頚部が揺れる j光線文1ア
a 口唇部刻み有り

縦位の沈線 沈線文2イ
2 その他

口唇部刻み無し 口線直下に刺突 沈線文3b 

c 口唇部不明 縦位の沈線、石英を多く含む飴土 沈線文4

ーノフ 口縁から服部の問に段無し 野島1

野島式
口縁部』こ縦位の条線、内面に償位の員

① 胸部に括れ無し 野島2
殻条痕文 イ 口縁から胸部の間に段有り

② 口唇部』こ刻み 段の下が揺れて脹らむ砲弾形 野島3

沈線による文機有り
① 胸部の段の上に右から左方向の刺突列 茅山下層1

ア
② 服部の段の上に左から右方向の刺突列 茅山下層32 茅山下膚式 横位の貝般条痕文

イ :光線による文機無し ラッパ状把手を口縁に付す 茅山下層2

D 条痕文 ーノヲ 波状口緑 打越1

3 打越式 口唇部』こ刻み、員殻腹緑文
平縁

① 口縁部にくの字状の貝殻腹縁文 打越2
イ

② 口縁部に波状の二条の貝殻腹縁文 打越3

a 口唇都に刻み有り 条痕文1

ア にぷい貧俊、 石英を多く含む胎土 条痕文2
4 その他

口唇部に刻み無し イ 褐色で石英、輝石を多く含む胎土 条痕文3b 

ウ 口縁部が外反する 石英が非常に多い飴土 条痕文4

表12
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川

加

問

機

議
U

門
事

3
3出
陣
柏
崎
作
山
陽
神
ぽ
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) ヲ 口縁部角頭状 早期その他1

イ 僅かに外反する内削ぎの口唇部 早期その他2
i群

E その他 無文 ウ 繊維痕が非常に多い 早期その他3
早期

エ 丸みを帯びた平底 早期その他4

オ 平底 早期その他5

ア 口緑刺突列下の胴部に斜位の連続刺突 よノ坊1

A 上ノ坊式 箆状工具による刺突 口緑から胴にかけ粘土を盛り上げた上に、
上ノ坊2イ

工具を横に使用した5列の連続刺突

ア RLの横位縄文 諸磁bl
縄文の地文に半銭竹管状工具による‘，

B 竹管文 諸機b式
行沈線

イ Lの横位縄文 諸機b2

ウ RLの横位縄文 諸磯b3

11群 ア
RLの横位縄文、 一部口縁付近に斜位がみら

諸磯b4
諸磯b式 a 縄文の地文 れる

前期
イ RLの横位縄文をまばらに施文 金雲母多い 諸磯b5

C 縄文 b 原体不明 前期縄文1

ア 内削ぎの口緑、 RLの横位縄文 前期縄文2

C その他の縄文 平底 RLの横位、一部LRの償位もみられ
前期縄文3イ

る内側にスス付着

ア 繊維、補修孔有り 前期その他1
D その他 無文

イ 繊維無し 前期その他2

A 新道式 新進

a 円筒形の抽象文 藤内1

ア 頚部1<=相対する耳飾状把手 蔵内2

b 服部に縦の区画 頚部に下をキャタ ピラ文で押さえた貼付け
藤内4イ

隆手替を巡らせるB 藤内式

c 爪形文の区画 厚手 僅かに外反する角頭状の口緑 麓内3
111群

d 縄文の地文 藤内5
中期

e 頭部』こ構円の区画 藤内6

a RLの償位縄文 中期縄文1

C 縄文 b Lの横位縄文、 一部縦位に施文 中期縄文2

c RLの縦位縄文石英が多い 中期縄文3

ーノヲ 平底 中期その他1
D その他 無文

イ 僅かに屈曲した平底 中期その他u

ー

l

k右
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田群中期土器群

A類新道式土器 (新道)

I個体抽出された。

B類藤内式土器

6個体抽出された。

a 胴部を円筒形にする (藤内 1) 

b r a J のうち口縁部から頚部にかけてやや内湾させキャリパー形にする

ア 頭部に相対する耳飾り状把手を付ける (藤内 2)

イ 頭部に下をキャタ ピラ文で押さえた隆帯を巡らせる

c 爪形文で区画する

厚手に作る 角頭状の口縁部を僅かに外反させる

d 地文として縄文を施す

e 楕円で区画する

E類縄文土器

3個体抽出された。

a RLの原体で縄文を横位に施す

b Lの原体で縄文を横位に施し、一部縦位にも施す

c RLの原体で縄文を縦位に施す

F類その他

A-E類に含まれない無文土器が2個体抽出された。

ア 底部を平らにする

イ 底部を平らに し、わずかに屈曲させる

第2節縄文時代早期の土器群

概要

(藤内 4) 

(藤内 3) 

(藤内 5) 

(藤内 6) 

(中期縄文 1) 

(中期縄文 2) 

(中期縄文 3) 

(中期その他 1) 

(中期その他2) 

早期土器群は40個体である。土器型式別の分布を第33図に示した。早期土器群は大きく分けて 4箇所

程度の集中域が認め られる。すなわち、 EF5-8グリッド、 EF14-16グリッド、HIJ7 -10グリッドが該

当する。前二つはちょうど縄文時代石器群の集中域と重なるか近い範囲である。後一つは、剥片石器類

との重複が希薄ながら、磁石器類とよく重複する。このような分布傾向は特定土器型式と特定石器群と

を結び、つける材料とはならないが、しかし生業地点聞の機能的差異を知るための材料としては重要であ

る。

遺構は、以上の土器との層位対比により、 1/8/17/25/28/30/31/32/33号集石が早期で、年代差はあ

るが、殆どが当該期後半のものと推定された(詳細は第6節を参照)。土坑の時期は、早期に限らず判

別できないものが殆どだ、った。

48 
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第5草縄文時代の遺構と遺物

出土土器の検討(第34-61図)

第34図は撚糸文土器の個体別分布を示したものである。調査区西部に偏在する小規模な集中が北西

南東に伸びる分布帯を形成する。本土器群は 8個体が抽出された。

第35図 1-3は撚糸文2の深鉢胴部破片の接合資料である。繊維を混和し輝石の少ない胎土で、底部

に向かつて緩やかに脹らむ器形を作り、胴部上部から中部にかけてRの撚糸で縦位ないし斜位に施文する。

4-7は撚糸文3の深鉢胴部破片の接合資料である。白色粒子がやや多く繊維を混和する明赤褐色の

胎土で、底部に向かつて緩やかに脹らむ器形を作り、胴部上部に撚糸文2よりも細いRの撚糸で縦位な

いし斜位に施文する。各施文単位が短く、またしばしば逆斜位にも施文する。

第36図8-10は撚糸文7の深鉢口縁/胴部破片の接合資料である。輝石と黒色粒子が少なく、礁が多く 、

繊維を混和する鈍い赤褐色を呈する胎土で、口縁部から胴部下部に直線的に窄める。 Rの撚糸で、横位に

疎らに施文する。

11は撚糸文 lの深鉢口縁部破片である。輝石が少なく白色粒子が多く、また繊維を混和する鈍い赤褐

色の胎土を用いる。破片は極めて部分的なので具体的な器形が判然としない。口縁部に細いLの撚糸で

横位に施文する。

12は撚糸文4の深鉢胴部破片である。輝石が少なく白色粒子が多く、また繊維を混和する、鈍い黄櫨

色の胎土を利用する。破片は極めて部分的なので具体的な器形が判然としない。 Rの撚糸で縦位に施文

する。

13は撚糸文5の深鉢胴部破片である。輝石が少なく繊維を混和する赤褐色を呈する胎土を用いる。破

片は極めて部分的なので具体的な器形が判然としない。 Rの撚糸で縦位に施文する。

14は撚糸文6の深鉢胴部破片である。石英、輝石、白色粒子が多く、繊維を混和し鈍い褐色を呈する

胎土を用いる。 Rの撚糸で横位に施文する。

15は撚糸文8の深鉢胴部破片である。輝石が少なく白色粒子が多い、繊維を混和する明赤褐色の胎土

で、胴部上部から中部へと緩やかな逆S字を描く器形を作り、 RLの網目状の撚糸で横位に施文する。

接合するこの 2点のほかに同一個体は認められなかった。

第37図は早期縄文土器の個体別分布を示したものである。本土器群は 6個体が抽出された。 その分布

は大局的に見て、早期縄文 Iが集中するH7/ 8グリッドト早期縄文4が集中するE5グリッドに分

けられる。

第38図は早期に帰属すると思われる縄文土器である。

16-18は早期縄文 lの深鉢口縁部の接合資料、 19-21は同一個体の胴部破片の接合資料である。輝石が

少なく白色粒子が多く、また繊維を混和する胎土を用い、口縁部が開く器形を作り、口唇部と外面全体

にLRの原体で縦位に施文する。

22/23は早期縄文2の深鉢口縁部破片の接合資料、 24は同一個体の胴部破片の接合資料である。口縁

部から胴部上部にかけての内外面にLRの原体で横位に施文する。

25は早期縄文3の深鉢口縁部、 26は同一個体の胴部破片である。輝石と白色粒子が少なく繊維を混和

しない胎土を用いる。口縁部から胴部の一部にかけての内外面にRLの原体で散漫に施文する。

27-30は早期縄文4の深鉢胴部破片の接合資料である。輝石が少なく、白色岩片がやや多く、繊維を

混和させない胎土を用いる。胴部外面全体に太いRLの原体で縦位に施文する。打越 lと分布位置が近

いので垂直分布図を作成して検討したとこ ろ、早期縄文4が若干下位に包含されることが判った。

31は早期縄文5の深鉢胴部破片2点の接合資料である。白斑粒子がやや多く、繊維を混和させる胎土

を用い、 RLの原体で縄文を縦位に施す。

- 51 
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第 5意縄文時代の遺構と遺物

文様帯を構成する。この文様帯の下縁には右上から左下へ向かう刺突列を 2列巡らせる。より上位の列

が器形の括れの最も深い場所にある。この 2列の聞には左上から右下へ向かつて斜走する平行沈線を充

填するかに見えるが、実際には平行斜走沈線を先に施している。これらのあと、さらに波状の沈線文様

を巡ら し、この下縁に右下から左上に突き刺す刺突列を沿わせる。この下にはさらに右上から左下に斜

走する平行沈線を引き、次いでこれを斜断する平行沈線を重ね、斜格子目文とする。検出部位の限りか

ら、この文様の水平/垂直方向の文様はともに不明である。以上の全ての文様は箆状工具の角を用いて

いる可能性が高い。近隣に類例が少ないので断定はできないが沈線文を主体とする数段の文様帯構成な

どは田戸上層式土器と類似する。

56は沈線文2の口縁部破片である。口唇部に箆状工具で刻目を入れ、胴部上部に斜位の沈線文を施す。

57と58は沈線文3のそれぞれ口縁部と胴部破片である。 57は内外面に員殻腹縁状工具で調整したあと、

斜位の沈線文を施す。 58は上部に向かつて急速に薄くなる点やそりが急激になる点から、口縁部を僅か

に欠いたものと思われる。斜位の沈線文を施す。 57とは向きが異なるが、胎土と器厚、施文工具の特徴

がよく 類似するので同一個体と判断した。これが正しいなら、この個体の施文は斜格子状の沈線であろ

つ。

59-61は沈線文4の胴部破片の接合資料である。その湾曲から60は胴部の上半、 59と61は下半とみら

れ、とくに61は底部にかなり近い。 60はやや反り返っているうえ、沈線文がより明瞭に観察される。

第47図は野島式土器の個体別分布を示したものである。本土器群は 3個体が抽出された。その分布は

個体ごとに異なって、野島 lはGH7 / 8グリッドに集中箇所と散漫な箇所とを織り交ぜ、早期縄文 I

と分布が大きく 重なる。野島 2はF5/6グリッドの境界で集中するものの、調査区の広い範囲に点在

する。 他方、野島3はF8/9グリッドの境界付近にほぼ限定して密度の高い集中を形成する。

第48-50図63-72は野島式土器である。

63と64は野島 Iの深鉢口縁部から胴部破片の接合資料である。内面(63下)には調整痕が見られる。尖

端が平らな工具で口唇部に刻み目を入れ、胴部上部に沈線をヨ|く 。沈線は9本を単位として右傾一左傾

し、胴部上部の左から右へ左回転しながら順次引く入り組み文を構成する。胴部中部以下は無文である。

65は野島2の小型深鉢口縁部から胴部下部破片の接合資料である。緩やかな波頂部を 3箇所有する波

状口縁で、胴部上部の文様帯は段で区切られる。内面は刷毛状工具で調整する。文様は口縁部から胴部

上部の段の聞に半裁竹管状工具で縦走する平行沈線を引き、次いでIlllli4 mm前後の刷毛状工具で、文様帯を

ジグザグに斜断する沈線を引く。

66-72は野島3の深鉢口縁部から胴部破片の接合資料である。口唇部に刻目を入れ、口縁を波状にし、

胴部上部に段を付け、その直下から括れをつける。口縁部から段の聞に縦走する平行沈線を引く。この

平行沈線は、 68によく表れているように、 2種類の太きが交互に施される。次いで、それらの沈線より

もやや太い工具で、先の沈線を斜断する入組み状沈線を日|く。

第51図は茅山下層式土器の個体別分布を示したものである。本土器群は 3個体が抽出された。その分

布はやや特異である。 茅山下層 lは大局的に 3箇所に分布している。すなわち、 HIJ7 / 8グリッド、

DEF 5-7グリッド、 EFG13-15グリッドである。この分布範囲間での接合関係がないので、それごとに

個体が異なる可能性を考慮、し、胎土や接合関係を再確認したが、明確な証拠は見いだせなかった。対照

的に茅山下層 2は茅山下層 lの分布する 3箇所のうちHIJ7 / 8グリッドと重なって分布する。比較的

まとまりのある一群といえる。茅山下層 3は、整理作業上でかなりあとになってから茅山下層 lから分離

したものである。こちらは茅山下層 2の分布範囲とよく重なるが、点数が少なく実態はよくわからない。

n
n
u
 



戦
問
機

讃
凶
暴

3
3脳
陣
議
立
陣
ぎ

ol 

O 1/1000 50m 

個体別分布野島式土器第47図

等高線はKU層



第 5章縄文時代の遺構と遺物
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第48図野島式土器(1 ) 
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第 5章縄文時代の遺構と造物

。
第52図 茅山下層式土器(2 ) 

第50/52-54図73-81は茅山下層式土器である。

73-75/77は茅山下層 lの深鉢口縁部から底部破片の接合資料である。白色粒子が多く、赤色岩片が少

ない繊維を混和する胎土をもちいる。輪積みの最上段の接合面を盛り上がらせて胴部上部に段をつくり、

口縁は波状にする。次いで器体内外面に貝殻腹縁状工具により横位の器体調整を施す。段の上に箆状工

具で右から左へ突く連続的な刻目をいれ、文様帯を区画する。文様帯には指頭により流線形の沈線を引

く (74/75)。この沈線は、とくに波頂部直下で渦巻文となる (73)0 73の下端にも緩やかな輪積み接合

面があらわれている。

76は茅山下層 3の接合資料である。指頭圧痕文が文様帯全体に及んでいない。この個体の胎土は茅山

下層 lに極めて良く似ているものの、文様帯の指頭圧痕文が部分的で、粘土紐上の刺突が左から右へと

突かれている。

78-81は茅山下層 2の口縁部から底部の接合資料である。石英が多く輝石がみられ、繊維の混和する

胎土である。にぶい黄櫨色を呈し、全体に白っぽい印象をうける。底部は平らに し、底面から 2センチ

程度の部位で括れをいれる。胴部上部と中部に緩やかな段をつけ、口縁は 2箇所の波頂部に筒状突起部

(78/80)のある波状にする。内外面に員殻腹縁で調整を施す。器体上部は、棒状工具により、筒状突

起部を含む口唇部内外面、口縁部外面等に刺突を施す。平行な刺突列を 6列周囲に巡らし、上から 3列

目を軸として上下に反転する幾何学的な刺突列を充填する。なお、上から 2列目と上部の段、 6列目 と

下部の段の位置がそれぞれ対応関係にある。刺突列は内面にもあり、口唇部に沿うもののほかに、筒状

突起に 3列みられる。

第55図は打越式土器の個体別分布を示したものである。本土器群は 3個体が抽出された。分布は打越

lがF5グリッド、打越2と3がIlOグリッドに集中するほか、数点が遠くに飛散している。後者のグ

リッドには剥片石器類が皆無に近いが、その反面、大型の石皿を含む磯石器類が集中する。なんらかの

加工作業が集積する地点だ、ったのかもしれない。

第56-58/60図82-90は打越式土器である。
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第 5寧縄文時代の遺構と遺物

10cm 

10cm 

第54図茅山下層式土器 (4) 
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第60図 打越式土器(4 ) その他の条痕文土器
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第5主主 縄文時代の遺構と遺物

82-87は打越 lの深鉢口縁部から底部破片の接合資料である。繊維を混和させる胎土を用いる。緩や

かな波状を呈する口縁部直下をやや括れさせ、胴部を緩やかに脹らませたうえ、底部は尖らせる。内外

面に幅約 6mmの箆状工具で、器面調整を行う。口唇部に箆状工具で刻目をいれ、胴部上部に貝殻腹縁文を

施す。接合できた口縁の部位が小きいので、施文のパターンが正確に読み取れない。

88と89は打越2の深鉢口縁部から胴部の接合資料である。口径約31cmと比較的大形に整形し、内外面

を員殻状工具と刷毛状工具で調整する。口縁の形状は、接合部位が小きすぎて判然としないが、口唇部

に員殻腹縁による刻みをいれる。また、胴部上部に貝殻腹縁を押し付け、「く 」の字形の連続する文様

帯をつくる。

90は打越3の口縁部破片の接合資料である。口縁に刻目をいれ、胴部上部に貝殻腹縁で波状の刺突を

下方に若干引くようにして施す。下位にもその一部とおぼしき痕跡が見られるので、この波状文様はお

そらく 2列あると推測される。

第59図は上記以外の条痕文土器群の個体別分布図である。本土器群は特定の型式に同定することがで

きなかったものを一括しているが、とりあえず4個体が抽出された。 E15グリッドの条痕文 lとE6グ

リッドの条痕文2の分布域はそれぞれ限定的であり、個体分類制度は概ね良好といえよう。しかし、分

類精度に若干問題があるのか、例えば条痕文3のように同一個体に分類されたものが遠く離れて散漫に

分布している例も一部に認められる。

第60図91-97はその他の条痕文土器群である。

91-97は条痕文 lの口縁部と胴部破片で、このう ち91と92が深鉢口縁部の接合資料である。内外面を

貝殻腹縁状工具で調整し、口唇部に箆状工具で刻目をいれる。

94と95は条痕文2の口縁部の接合資料である。内外面に条痕文を施す。

96は条痕文3の緩やかな波状口縁破片の接合資料である。内外面に条痕文を施す。

97は条痕文4の口縁部破片である。外面に条痕文を施す。

第61図は早期のその他の土器の個体別分布を示したものである。5個体が抽出された。いずれも数点

程度で構成されるだけで、はっきりしない。ただし、早期その他 lの分布はE6グリッドに集中し、こ

れは茅山下層 Iと条痕文2の分布とよく重なるので何か関係があるかもしれない。

第60図98-103はこれらの土器である。文様が観察されないので型式等の詳細は不明である。 98と99は

早期無文土器の深鉢口縁部の接合資料である。分厚く整形する。 100も口縁部の接合資料である。口縁

部直下でやや湾曲する。 101は胴部破片の接合資料である。 102と103は底部破片の接合資料である。

81 



第5I事 縄文時代の遺構と遺物

第3節縄文時代前期の土器群

概要

前期土器群は12個体である。抽出された型式は上ノ坊式と諸磯b式で、あとは胎土から前期に比定さ

れたが型式の判らない縄文土器があった。土器型式別の分布を第62図に示した。前期土器群には大きく

分けて 4箇所程度の集中域が認められる。すなわち、 EF5 / 6グリッド、 DE7/8グリッド、 JL6， 

EF14/15グリッドである。 JL6以外は早期土器群の一部とよく重なる。

EF 5 / 6は石器群の集中域とも重なる。 JL7/8は剥片石器類と磯石器類の双方とも重なる傾向がな

い。 石斧の意図的な集積(石斧集中)が l箇所検出された。上ノ坊式土器に関連するものである。

遺構は、 12号/16号集石が前期前半上ノ坊式とほぼ同時期で、 2号土坑が諸磯b式土器とほぼ同時期

である。 2基の集石は石斧集中と近い場所にある。

出土土器の検討(第63-69図)

第63図は上ノ坊式土器の個体別分布を示したものである。 2個体が抽出され、分布も離れている。上

ノ坊 lは調査区北部のJ6グリッドとL6グリッドに分布する。上ノ坊2は調査区南部でE5グリッドに

特に集中する。北部と南部で互いの個体が l点ずつ混入しているのがやや気にかかるが、個体分類に問

題があるとは思われなかった。

第65図104-114は上ノ坊式土器である。

104-110は上ノ坊 Iの深鉢口縁部破片と胴部破片もしくはそれらの接合資料である。 口縁部を肥厚さ

せず薄く仕上げる。口縁部に箆状工具の角で約 5mm間隔に連続して突き刺し、横位に l列をつくる。ま

た、その下に、おそらく同一の箆状工具で、幅12-14mm程度の右傾させた爪形を横位に 2列施す。 104-106

にI列目、 104の下部および107/108/110に2列目がみられる。 109はどちらか判断できない。

IIト114は上ノ坊2の深鉢口縁部破片と胴部破片もしくはそれらの接合資料である。 上ノ坊 lと同様

に薄作りである。波状を呈する口縁部の輪積み外面と胴部の一部に文様を施す。幅 8-9 mm程度の箆状

工具を横に用いて 5段または 6段の連続的な刺突列を形成する。また、 112の下部にみられるように、

爪形状工具(爪かもしれない)により横位の列を形成する。

第64図は諸磯b式土器の個体別分布を示したものである。 5個体が抽出された。殆どがED7 /8グ

リッドに集中 し、 5点(諸磯 b4と5)がE15グリッドないしその付近に分布する。しかし、両グリッ

ドの土器には接合関係がない。

第65-67図115-128は諸磯b式土器である。

115-118は諸磯b1である。口縁部がキャリパー形を呈し(115-117)、括れた頚部の下に粘土紐を貼

付け隆帯を形成する。口唇部と外面全体にRLの縄文原体で、地文を横位に施し、次いで同様の部位に半

載竹管状工具で周囲を巡る平行沈線を等間隔に施す。貼付けた隆帯上にジグザグの沈線を巡らして文様

帯を形成し(118上部)、その上位に半載竹管状工具の端部(腹面を右する rCJ字の状態で)を連続的

に突き刺して横位の列を l列(117左下部、 118上部)施文する。

119-122は諸磯b2の胴部破片とその接合資料である。緩やかに括れる胴部を形成する。 Lの縄文原

体を横位に施して地文とし(119)、半載竹管状工具により間隔を空けた平行沈線を引く 。

123と124は諸磯b3の胴部破片である。RLの縄文原体を横位に施し、隆起線の上位に細い棒状工具

を連続的に突き刺して列を形成する(123)。
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第64図諸磯b式土器等個体別分布
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第 5君主 縄文時代の遺構と遺物
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第 5i江縄文時代の遺構と遺物

第4節縄文時代中期の土器群

概要

中期土器群は12個体が抽出された。 新道式土器 l個体、藤内式土器6個体である。藤内 I式と II式の

区別は行わなかった。土器型式別の分布は第70図に示した。土器群には数箇所の集中域が認められる。

すなわち、 C7グリッド、 H5グリッド、 KL6-8グリッド、Il1グリッドなどである。しかし、これら

の集中域はほとんどが同一個体の破片化されたもので構成されているため、集合的といえそうなのは

KL6-8グリッドに留まる。この範囲の土器群は、剥片石器群の集中域とは重なっていなかったが、台

石を始めとする礎石器類がわりと目立って分布する。遺構は、 15号/20号集石が中期に帰属する可能性

が高い。

出土土器の検討(第71-77図)

各型式の個体数が少ないので、先に分布図をまとめて掲載しておく (第円-73図)。

第71図は新道式土器、第72図は藤内式土器の個体別分布を示したものである。

第74図139/140は新道式土器である。 139と140は新道式土器の深鉢口縁部から底部付近破片の接合資

料で、同一個体 (新道)である。 139は破損している耳飾り状突起を付けた口縁部に刻みを入れ、その

下位に原体RLの縄文を横位に施し、さらにその下位に箆状工具でキャタピラ文を横位に施す。この

キャタピラ文の上下に箆状工具の角で山形の沈線を引く。また、キャタピラ文の四方から、同様のキャ

タピラ文で両側面を押さえた隆帯を垂下させる。

第74/77図141-156は藤内式土器の口縁部から底部破片の接合資料である。

141と142は藤内 lの口縁部から胴部破片の接合資料と胴部から底部破片の接合資料である。口縁部に

突帯が付 くと推測される円筒形を呈する。半蔵竹管状工具で片側を重ねた沈線と貼付け隆帯の脇を箆状

工具で連続的な爪形文で押さえ、また周囲を巡ら して上部文様帯を区画する。区画内の空隙には半載竹

管状工具の端部を押しつけたC字形の刺突文を連続的に施す。中部ないし下部の文様帯は抽象的な流れ

をもっ隆帯の両脇を上部文様帯と同様の箆状工具で連続的な爪形文で押さえる。また、 爪形文には山形

文を沿わせる。小区画内にはまた、流線型の沈線が認められるが、観察できるのが部分的なので形状は

よくわらかない。

143は藤内 2の深鉢口縁部から胴部下部破片の接合資料である。口縁部に刻みを入れ、口縁に屈曲部

を形成する。 この屈曲部頂点、の上下は無文である。この下位に、連続的な爪形文をつけた隆帯を四方に

垂下させて縦位の文様区画をっくり、半載竹管状工具で沈線を引き縦長長方形を主体とする区画を形成

する。内部には小形の半裁竹管状工具で縦位と横位の沈線および同工具の端部で突き刺すC字形の刺突

文を充填する。耳状の突起は相対する箇所に付ける。

144-146は藤内 3の頚部破片の接合資料と口縁部破片である。口縁部から頚部の屈曲部にかけて半載

竹管状工具の端部を連続的に押し付けた爪形文を施す。また一部に隆帯を垂下させる。

147-149は藤内 4の頚部破片の接合資料(148) と頭部破片(147) と胴部破片(149)である。縄文地

の上に抽象的に流れる隆帯の両脇に箆状工具で連続的な爪形文を施し、それに沿う山形文を縦位/横位

に施す。

第76図150-155は藤内 5の口縁部から頚部の接合資料および胴部破片と底部破片である。 H5グリッ

ドを中心に分布する。キャリパー形を呈する口縁をつくり、口唇部に爪形の刻みを連続的に施す。その

下位は全面に原体RLの縄文を横位に施す。
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第 5章縄文時代の遺構と遺物

第77図156は藤内 6の接合資料である。 K7/8グリッドに分布する。耳飾り状突起を付けた口縁部下

で大きく脹らむ。頚部の内湾部に隆帯で楕円文を施し、内側を沈線でなぞり、その内部を縦位も しくは

斜位の沈線を充填する。一巡りする隆帯から隆帯を 2箇所垂下させて二つの区画をつくり、次いで、この

中に原体RLの縄文を斜位に施す。藤内II式と思われる。

第73図は中期のものと推測される胎土を使用するもののうち、縄文を施文するもの 3個体と型式の不

明なもの 2個体の個体別分布を示している。中期縄文 lと同 3の平面分布は新道と藤内 6にたいへん近

い。そこで垂直分布を検討した ところ、中期縄文 1・3 (同層準)は新道・藤内 6(同層準)よりも30

cm余り下位に包含されていることがわかった。撹乱等がないとすれば、中期でもかなり早い時期に帰属

するのだろう。

第77図157は中期縄文 Iの口縁部破片の接合資料である。口縁を角頭状にし、原体RLの縄文を横位に

施す。

158-160は中期縄文2の頚部ないし胴部破片である。原体Lで縄文を縦位・横位に施す。

16ト165は中期縄文3の胴部破片である。原体RLで縄文を縦位に施す。

166と167は中期その他 Iの底部破片である。 168は中期その他2の底部破片である。中期その他 lに

比較して僅かに屈曲させる。
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第75図藤内式土器(2 ) 
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第5章縄文時代の遺構と遺物

一 一

156 

I I 

I I 

10cm 

第77図藤内式土器 (4) 縄文土器その他の土器
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縄文時代草創期から中期の石器群

縄文時代の遺構と遺物

第 5節

第5章

概要

縄文時代石器群は総点数3805点(礁を除く)で、剥片石器類3494点、石核44点、石斧7点、磁石器類260

点を組成し、 YLU最上部(有舌尖頭器の主要な包含層)から新期スコリア包含層までに広く包含される。

尖頭器類と、これと関連のありそうなガラス質黒色安山岩製の石器集中はおそらく縄文時代草創期に

帰属するが、その他の石器群の時期は、いくつかの集中部を形成している反面、よくわからなかった。

そこで、以下では草創期に帰属する可能性の高い尖頭器類を先に提示し、次いで石器集中を中心とする

4箇所 (DEF5 -8グリッド、 EFG13-16グリッド、 CDE19-21グリッ ド、HIJK6 -11グリッド)を抽出

それぞれについて報告する。し、

剥片石器類の石材組成縄文時代表13
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第 5章縄文時代の遺構と遺物

表14 縄文時代 醸石器類の石材組成

健石多孔賃細粒角閃石 多孔質粗粒 ァ一イ 細粒 珪質細粒中粒粗粒
計安山岩安 山岩安山岩安山岩玄武岩玄武岩 玄 武 岩 閃 緑 岩 サ イ ト 斑 レ イ 粘 板 岩 砂 岩 砂 岩 砂 岩 ひん岩

事山三

磨ー蔽石 12 7 20 

磨石 54 5 4 2 26 5 7 106 

蔽石 28 7 3 3 2 52 

厳石片

台石 36 10 49 

台石片 6 7 

石血 8 3 13 

凹石

機器 6 9 

砥石 2 2 

計 151 8 5 57 10 2 9 3 6 3 2 260 

(1 ) 尖頭器類(第82図)

尖頭器類はその他の石器群と時期が異なる可能性が高いので、抽出してここに纏めてお く。

尖頭器類にはホルンフェルスとガラス質黒色安山岩、それに黒曜石などが利用される。ホルンフェル

スとガラス質黒色安山岩は愛鷹箱根地域における尖頭器石器群の最も一般的な石材である。黒曜石は主

として中部高地産、伊豆箱根産、神津島産を特徴とする。 神津島産は最近検出例が増加し始め、草創期

の尖頭器石器群の石材として珍しいものではなくなってきている。

有舌尖頭器(1 -4 ) 

4点すべてを図示した。

lはホルンフ ェルス製の有舌尖頭器で、ある。小型で薄作りである。尖端部は折損する。

2は諏訪星ヶ台産黒曜石製の有舌尖頭器である。発掘時の欠損も含めて複数箇所を激しく 損傷してお

り、全体形状は不明瞭である。

3は神津島恩馳島産黒曜石製の有舌尖頭器である。 2と同じく、尖端部と基部が損傷している。器体

の最大幅は茎部直上のかえし部分ではなく、中位にある。

4はガラス質黒色安山岩製有舌尖頭器である。灰色に風化している。

尖頭器(5 -7) 

3点すべてを図示した。

5は硬質頁岩製両面加工尖頭器である。赤褐色の硬質頁岩は本遺跡で他に例がない。形態的には旧石

器時代に類例が見当たらないので、縄文時代草創期に帰属させた。

6はガラス質黒色安山岩製両面加工尖頭器である。最大幅が基部付近にある縄文時代草創期に特徴的

な形態である。表面は黄褐色に風伯している。

7はホルンフェルス製で、ある。基部が折れているので断言できないが、両側縁が平行に近いこと、 111高

が狭い割に中央部に厚みをもつことから、有舌尖頭器の可能性もある。
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縄文時代の遺構と漬物第5章
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1.石器集中

調査区南西部のグリッドである。磯を除く石器の総点数は1160点で、磯石器類72点 (6.2%)を含む。

草創期から前期後半の石器群が重畳したものである。

E6グリッド東南部を中心に分布する黒曜石の集中を主体にして、この周囲にいくつかの小集中が分

布する。特に目に付くのは以下の 5箇所である。

①E6グリッド 黒曜石集中

本グリッドのなかで点数が最も多い集中である。 E6グリッドにおけるZN以上の検出数869点を層位

別にみると、以下のようになる。

層位 点数 比率

KU 329点 37.9%

FB 532点 61.2% 

ZN 3点 0.3%

ZNからの出土点数は非常に少なく、 FBを中心にしつつもKUにも多いことが分かる。縄文時代草創

期の石器群が包含されることの多いYLUからZNの検出はたいへん少ない。このことから、石器群の大

半は早期後半に帰属すると思われる。

その大部分は黒曜石の砕片 (15mm未満)である。おそらく石錬生産の痕跡と推測されるが、肝心の石

錬は最も密度の高い集中部ではなく、周囲に散漫に分布する。製品の多くは持ち出されてしまったのか

hu 



もしれない。重複分布している石錬 l点(第86図17)は珪質頁岩製である。

②F6/7グリッド ガラス質黒色安山岩集中

第 5章縄文時代の遺構と遺物

FBを中心と して12点が包含される。同石材の小型石鍛を 2点(第86図19/20)伴う。

③D 7/8グリッド 黒曜石・磯石器類集中

FBを中心に包含される。磯石器類は重複分布する茅山下層式土器よりも30cm余り下位に分布するも

のが多い。また、①との比較でも明らかに低し当。とすると、早期前半あたりに帰属する可能性が考えら

れるが、本遺跡では押型文土器が検出されていないので、早期前半撚糸文期か、それ以前の時期に帰属

するだろう。

④E6グリッド 石斧集中

5点のうち 4点がほぼ同一個体 (輝石安山岩)の剥片を素材とし(第87図)、折り重なった状態で検

出された(第85図)。意図的に集積されたものと考えられる。 KU(おそらく上半部)に包含されてい

た。図にあるように、茅山下層式土器(茅山下層 1)よりも約30cm上位で、上ノ坊式土器(上ノ坊 1) 

が伴うので、前期前半に帰属するものと推定される。

⑤F/G6グリッド 黒曜石集中

DEF5-8の範囲内と はいえないが、一応採り上げておく。黒曜石製剥片と砕片を中心として、 ガラ

ス質黒色安山岩製石鍬 (第86図18)を組成する。 KUが殆どであるから年代が新しいと考えられる。た

だし磯石器類はFBが中心なので、剥片類よりも古いだろう。

以上5箇所の石器集中は、個別に見ると濃集層準が異なるので、必ずしも同一時期のものではなさそ

うである。それぞれの形成年代は、層位的に③が最も古く、これに②が続き、@渇が最も新いミと考え

られる。告渇は前期に帰属するので、これよりも下位の石器群、特に②③は早期を中心とするだろう。

FBを中心にしている①もそれに近いと思われる。

土器群については、早期前半撚糸文土器、間後半沈線文土器、条痕文土器、前期前半上ノ坊式土器、

前期後半諸磯b式土器がみられた。最も多いのは条痕文土器で、これには野島式、茅山下層式、打越式

が、それぞれ lまたは 2個体ずつある。撚糸文土器は少なく、またDEF5 -8よりも西方にあることか

ら、 上記石器群との関連は薄そうである。したがって、 FB層を中心とする石器群は早期後半に帰属す

る可能性が高い。

以上の検討結果をまとめると、尖頭器石器群→③→①②→④⑤の順で残される石器群の帰属時期は、

石器群と土器群の年代が対応関係にあるとの前提で、草創期前半→草創期から早期前半→早期後半→前

期に対応するものと推測できる。

2.出土石器の検討(第86-91図)・二次加工石器類

石鯨 (8 -20) 

石鍛に利用される石材は黒曜石が多く、神津島思馳島産5点、天城柏峠産4点、箱根畑宿産3点、諏

訪星ヶ台産4点、である。これに加えてガラス質黒色安山岩 3点、珪質頁岩 2点がみられる。産地の偏

りがなく分散する傾向がある。

20点中13点を図示した。 8と14は尖端部両側縁がやや内湾して基部に緩やかな肩部を作出する特徴的

な形態を呈する。これは未実測の箱根畑宿産黒曜石製石鍛(遺物番号4349;ただし破損品)や後述の

iEFG 13-16グリッド」に含まれる天城柏峠産黒曜石製の76にも共通し、近傍産石材にみられる特徴と

いえるのかもしれない。
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表15 DEF 5 -8グリッド 剥片石器類の石材組成

ガフス質
輝石 細粒 緑色 ホルン

黒稽石 黒色 安山岩安山岩 凝灰岩フェルス 珪質頁岩 言十
安山岩

額訪
箱摂 天械 神津島

皇ヶ台畑宿群柏峠群恩馳島群 潰IJ定不可未分析
群

尖頭器

有舌尖頭怨

石鍬 4 3 4 5 2 2 20 

l彰椋

削穏

打製石斧 4 5 

二次加工剥片 3 3 

微細剥離痕剥片 2 2 

削片

~U片 2 2 99 9 2 118 

砕片 ム 922 2 927 

石核 8 

計 6 4 8 1035 14 4 6 1088 

表16 DEF5-8グリッド 操石器類の石材組成

輝石多孔質 多孔質粗粒 デイ
安山岩安山岩玄武石山玄武岩玄武岩サイ ト 中粒砂岩 計

磨敵石 3 4 

磨石 22 4 8 2 40 

自主石 6 2 2 II 

台石 12 13 

石皿 2 

礁器 2 

言卜 46 4 13 3 2 3 72 

8 -10は神津島恩馳島産黒曜石製である。 11と12は諏訪星ヶ台産黒曜石製である。 13は天城柏峠産黒

曜石製である。 14と15は箱根畑宿産黒曜石製である。 16と17は珪質頁岩製である。 18-20はガラス質黒

色安山岩製である。18はG6グリッド出土だが、 F6グリッドを中心とするガラス質黒色安山岩の石器

集中に含まれるのでここで掲示する。いずれも黒曜石製にく らべて小型で、ある。

打製石斧 (21-25)

5点出土した。すべてE6グリッドの石斧集中 (第85図)に含まれる。前期前半に帰属する。

21は緑色凝灰岩製である。器体の幅と厚さを考慮すると、刃部側は半分以上失われていると推測される。

22は輝石安山岩製である。石材の節理を利用して剥離した大型剥片を、基部側にむかつて少し細 くな

る短冊状に整形する。刃部はやや内湾している。 使用履歴があるのだろう。

23は輝石安山岩製である。石材の節理を利用して剥離した大型剥片を、基部と刃部に向かつてやや外

湾するように整形する。刃部は外湾して凸状を呈する。

24は輝石安山岩製である。石材の節理を利用して剥離した大型剥片を、基部と刃部の両端に向かつて

やや細くなるよう整形する。刃部形状は22とよく類似している。仮に22と25も機能が類似するなら、こ

れもやはり使用履歴を示す可能性がある。大きさは石斧集中で最大である。

25は輝石安山岩製である。 石材の節理を利用して剥離した大型剥片を基部と刃部に向かつてやや外湾

するように整形する。刃部が斜めになっており、使用履歴を示しているのかもしれない。

上記のうち 4点は個体も同ーの可能性が高い輝石安山岩で製作され、 l点だけが緑色凝灰岩製 (21)

である。この石材の違いは、 集中の検出状況と遺存状態に対応し、すなわち前者は大きな破損痕跡もな

く、方向を揃えており重ねてあったのに対して、後者は半分以上を失った状態で少し離されていた。共

通点、を挙げるとするなら、製作痕跡が全く見られないこ とだけである。
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第83図 DEF 5 -8グリッド 器種別分布

- 剥片/石核類

接合資料 (26-30)

機以外で16例を確認し、このうち 3例が剥片石器・石核類のもので、他は磁石器類のものである。

26-28は黒躍石3点の接合資料 (接合49) とその部品である。黒曜石は産地分析していないが、箱根

畑宿産に類似して見える。接合資料の内訳は、 二次加工剥片 (27)、石核 (28)である。大型剥片が分

割してできた角錐状剥片の分割面を打面、主剥離面を作業面として底面の付く幅広剥片を剥離する。剥

片剥離の際に石核は中央から割れた (28は接合した状態で石核)。剥離した剥片は左側縁の裏面に微細

な二次的剥離痕が連続する。使用痕かもしれない。

29は黒曜石2点の接合資料(接合55)である。天城相峠産黒曜石に類似する非常に小型扇平な原石を

一 川 一
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長軸方向に数回剥離する。
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30は黒曜石2点の接合資料 (接合53)である。黒曜石は産地分析していないが、箱根畑宿産に類似し

て見える。接合する石器はともに剥片である。

石核 (31-33)

31は黒曜石の石核である。産地分析は行っていないが、不透明で、光沢がなく斑晶が少ないので神埠島

思馳島産か箱根畑宿産にみえる。自然面の残る剥片の背・腹面で剥片剥離する。この際、主要な打面は

共有される。

32は黒曜石の石核である。産地分析していないが、諏訪星ヶ台産に近似してみえる。遺存状態はほぼ

原石に近く 、作業面は有効な剥片を得るためのものとも思われないので、 これは石質を確かめるために

入れられたのだろう。大きさからして当初は石鯨生産を目的としていたに違いない。
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- 磯石器類

磯器 (35)

出土した 2点のうち I点を図示した。 35は輝石安山岩製であ

る。肩平礁の隣り合う二辺に片刃を作出して尖頭形を呈する。

蔽石/磨石類 (36-44)

36は多孔質玄武岩製敵石である。正面観が楕円形をなしてい

たと推測される肩平礁の表裏中央部と両側部に敵打痕が付き、

一端を欠損する。欠損部は敵打による可能性が高いが、器種名

は形態分類上で敵一片刃磯器ともいいうる。

37は輝石安山岩製敵石である。亜円礁の側部のほぼ全縁に敵

打痕が付 く。

38は多孔質安山岩製磨石である(接合37)。正面観がほぼ円形を呈する扇平磯の表裏および側部に稜

33はガラス質黒色安山岩の石核である。大きく自然面の付い

た分厚い剥片の腹面を作業面として数回の剥片剥離を行い、さ

らにこの作業面の一部を打面として、背面側でも剥片をとる。

削片 (34)

34は黒曜石製(未分析)である。肉眼では神津島思馳島産に

類似して見える。厚手剥片の打面部付近から縁辺を取り込みな

がら剥離する。
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が形成されるほど著しい研磨痕が付く。

39は玄武岩製磨石である。亜円礁の表裏に研磨痕が付く 。

40は輝石安山岩製磨石である。正面観が楕円形を呈する肩平礁の表裏に研磨痕が付く。

41は輝石安山岩製磨一敵石である。亜円磯の側部の半分程度に幅広く敵打痕、片面に研磨痕が付く。

黒塗り部分は発掘時に擦った欠損部である。
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第87図 DEF 5 -8グリッドの石器群 (2)
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42は輝石安山岩製磨一敵石である。肩平礁の端部に集中的な敵打痕、裏面に研磨痕が付く。

43は輝石安山岩製磨一敵石である。正面観が楕円形を呈する扇平礁の表裏に稜が形成されるほど著し

い研磨痕、また、それぞれの中央部および端部と側部の一部に敵打痕が付 く。

44は輝石安山岩製磨敵石である。原形不明の礁の端部に敵打痕、正面に研磨痕が付く 。

台石/石皿類 (45-48)

45は輝石安山岩製石皿である。大型肩平礁の片面に研磨痕が付く。図上の下部は切り立った剥離面で

ある。

46は輝石安山岩製石皿である。周囲が切り立つ大型亜角礁の片面に研磨痕が付く。

47は輝石安山岩製台石である。大型亜角礁である。明確な敵打痕は認められなかったが、搬入の行動

的背景を考慮、して機能的に分類した。このため、研磨痕が形成されない石皿や、炉石の可能性もある。

48は輝石安山岩製台石である。風化の著しく進行した大型亜角礁である。明確な敵打痕は認められな

かったが、周囲を整形している可能性と搬入の行動的背景を考慮して機能的に分類した。

磨痕が形成きれない石皿や炉石の可能性もある。
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(3) EFG13-16グリッドの石器群(第92-98図、表17-20/32)

1 .石器集中

総点数2403点、剥片石器2321点、石核29点、磯石器類53点が検出された(礁を除く)。層位別点数は

次の通りである。

層位 点数 比率

SNZ 

KGP 

KU 

FB 

2点

157点

1075点

687点

0.1 %以下

6.5% 

44.7% 

28.6% 

ZN 472点 19.6%

YLU 1点 0.1 %以下

遺構内 9点 0.4% 

これをみる と、半数近くがKUから検出きれ、下位に行くほど漸減していることがわかる。逆に上位

のKGPとSNZには大変少ない。 KUの比率が先述のE6グリッドの黒曜石集中より高いこ とは、相対的

に年代が下る石器群が多く含まれることを意味している。また、 ZNの検出数も多いことから、草創期

から早期前半に帰属する石器群の存在も示唆されよう。

剥片石器類 (石核を含める)は99.4%が黒曜石である。 ZNから出土した黒曜石470点の産地分析結

果は、多い方から順に、諏訪星ヶ台127点、和田鷹山35点、天城相峠19点、箱根畑宿14点、和田芙蓉ラ

イト 4点、神津島恩馳島 2点、箱根黒岩橋 I点、推定不可70点、測定不可(砕片がほとんど) 198点

だった。 FB以上の産地分析は石鍛以外ほとんど、行っていないのでわかならない。以上の産地を地域別

に纏めると、中部高地産166点 (35.3%)、伊豆箱根産34点 (7.2%)、神津島産 2点 (0.4%)となり 、

中部高地産のものが他を圧倒している。神津島恩馳島産が大部分を占める早期末から前期の一般性とは

異なっている。

• E15グリッドとその付近の石器集中(表19/20)

当該グリッドの石器群はいくつかの小石器集中が複合したものであり、小石器集中聞には時期差があ

るものと予想された。なかでもE15グリッドを中心に分布する石器群は、他の小石器集中とは際立つて

異なる特徴がみられるので、ここで採り上げてみたい。

特に集中していると思われる場所 (1373点)を抽出した。石器の検出数を層位別に見ると、 YLUに

はO点、ZNに471点 (34.3%)、FBに415点 (30.2%)、KUに388点 (28.3%)、KGPに99点 (7.2%)

含まれている。 ZNの高い割合が目を引く。 EFG13-16グリッドのZN出土の石器群は全部で472点であ

るから、ほぼ全てがこの小石器集中に分布することになる。

この小石器集中 (1373点)の内訳は、剥片石器類1337点、石核II点、磯石器類25点である(表19)。

剥片石器類には石鍛22点が含まれており、このうち18点が黒曜石製である。集中部を形成する黒曜石の

まとまった消費は石鍛生産に伴うようにも見える。しかし、 ZNに限ってみると、黒曜石製石鍛は和田

鷹山産 I点、磯石器類もまた l点したいへん少ない(表20)。よってZNの石器群は、大部分の石錬

及び磯石器類よりも古い時期に帰属している可能性が高い。しかも、黒曜石の消費から窺われるよう に、

石鯨生産との関連は予想されるものの、その製品はほとんど残きれずに持ち出されたとものと推測され

る。この様相はFB以上の石器群とは対照的である。よって、この石器集中は複数の時期の石器生産が

重畳したものと推測され、石鯨廃棄頻度の少ない下層の時期と、磯石器利用と石鍛廃棄頻度の高い上層
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剥片石器類の石材組成EFG13-16ク、リッド表17

累積石

未分析

19 
a

q

1
i

3
1

0
0
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表19 E15グリッド石器集中 石器石材組成 (Z件 SNZ)

黒曜石

諏訪 和田和田芙蓉 箱根 箱根 箱根 天城 神津島
星ヶ台群 鷹山群 ライト群 畑宿群 鍛冶屋群 黒岩橋群柏峠群思馳島群 推定不可測定不可 来分析

石m 8 3 2 2 

襖形石器 2 

二次加工剥片 4 

微細罰IJJ!量痕剥片 4 

細石刃

剥片 23 10 194 

砕片 102 29 4 11 9 69 197 643 

石核 自

磨ー厳石

磨石

蔽石

蔽石片

石皿

計 134 35 4 17 21 72 198 856 

ガフス質
輝石 多孔質 組粒 多孔賃 珪質

黒色 安山岩 安山岩安山岩玄武石 山玄武岩頁岩 粘板岩 計

安山岩

石量産 22 

模形石器 2 

二次加工剥片 6 

微細剥厳痕剥片 4 

細石刃

剥片 237 

砕片 1065 

石核 11 

磨ー蔽石 6 3 9 

磨石 4 11 

蔽石 2 

蔽石片 2 2 

石皿

計 4 11 3 3 3 1373 

表20 E15グリッド石器集中 石器石材組成 (ZN)

黒時E石
輝石 珪質

計
安山岩粘板岩

諏訪 和田和田芙 蓉 箱 根 箱根 天城 神津島
墨ヶ台群鷹山群ライト群 畑宿群黒岩橋群柏峠群恩馳島群 推定不可測定不可

石鍍 2 

二次加工剥片

剥片 23 10 42 

砕片 102 29 4 II 9 69 197 422 

石被 3 

磨石

計 126 35 4 14 19 2 70 198 471 
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の時期の、少なくとも 2つ以上の石器群形成時期があったと推測される。

その時期とはし=つだ、ろうか。まず、 ZNから出土した下層石器群は縄文時代草創期の可能性が考慮さ

れる。しかし、 YLUから出土した石器はなく尖頭器石器群の出土もない。縄文石器群の時期決定には

土器型式を援用するほかない。この地点の土器を時期順に列記すると下のようになる。

撚糸文土器 l個体

型式不明の沈線文土器 4個体

判ノ木山西式土器 3個体

茅山下層式土器 l個体

型式不明の条痕文土器 4個体

諸磯b式土器 2個体

型式不明の前期土器 2個体

型式不明の中期土器 2個体

土器の個体組成は早期後半のものが多く、石器群もこの時期が多い可能性が考えられる。しかし、

DEF5-8の早期後半と思われる石器群よりは明らかに層位が低いことから、草創期から早期前半の資

EFG13-16グリッド第92図
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等高線はKU膚

料を高い比率で組成しているものと考えておきたい。製品と石核の組成頻度の低さは、この時期におけ

る石材消費状況の一端を表すのかもしれない。

FB以上にある上層石器群は周囲の小石器集中との共通点が多い。 しかし予算と時間の制限から、産

地分析が石鍛を除く FB以上の石器群に及んで、おらず、わからない部分も多かった。黒曜石製石鯨8点

の産地推定結果は、諏訪星ヶ台産2点、天城柏峠産2点、箱根畑宿産3点、推定不可 l点である。石鯨

に利用される黒曜石はZNのように諏訪星ヶ台等の中部高地産ではなく、伊豆箱根産が中心といえる。

しかし、本グリッドの剥片の個体分類を行ったところでは、 149点のうち39点が伊豆箱根に類似するも

のに分類され、この結果は製品と剥片類の産地構成比が対応していない可能性を示唆している。よって

伊豆箱根産の生産は他所で行われたのかもしれない

この石器群には多くの礁石器類が伴う。しかし、住居跡や石皿・台石を伴わないので、一時的な滞在

中に簡便な加工作業を行った結果と推定される。土器をみると、推測される時期は早期後半から中期と

幅広い。
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2. 出土石器の検討(第94-98図)

- 二次加工石器類

石鯨 (49-83)

49-78と83は黒曜石製である。分析産地を単位に配列した。出土総数36点の内訳は、諏訪星ヶ台産/妻

科冷山産/和田鷹山産といった中部高地の黒曜石が計21点 (58.3%)、箱根鍛冶屋産/天城柏峠産といっ

た伊豆箱根の黒曜石が計9点 (25.0%)、神津島思馳島産の黒曜石が5点(13.9%)、その他(産地推定

不可) 1点である。 6割近くが中部高地産で、逆に神津島産が少ないことに注意したい。

49-51は神津島恩馳島産である。 5点中 3点を図示した。

52と54-69は諏訪星ヶ台産である。 19点中17点を図示した。 53は黒曜石製(推定不可)である。 1点

出土した。 70は和田鷹山産である。 l点出土した。 71は琴科冷山産である。 1点出土した。 72-77と83

は天城相峠産である。 8点中 7点を図示した。78は箱根鍛冶屋産である。 1点出土した。

79-82は黒曜石製以外の石鍬である。

79-81はガラス質黒色安山岩製である。 82は珪質粘板岩製である。この石材は珪質分が多くチャー ト

にもみえるが、薄く剥がれやすい性質をもっ。この珪質粘板岩製の細身扇平で基部の挟りが浅い石鯨は

本地域の遺跡でよく見られる。珪質粘板岩製にこのような形態が多いのは、その性質により薄手の素材

剥片を得やすい反面、基部を挟入状に整形する二次加工がしにくいからだろう。いまのところ、愛鷹・

箱根地域でまとまった素材生産等が行われた遺跡は確認されていない。 森嶋富士夫によると、この石材

が富士川上流の釜無川で採取されたとのことであるから、中部高地産黒曜石製石鍛の高い組成率とあわ

せ、その消費の密接な関連が暗示されよう。

削器 (84/85)

84は黒曜石製(産地未分析)である。僅かに灰色がかった縞があり、透光性があり、斑晶がないので、

中部高地産だろう。パルプの発達しない主剥離面の状態からみて、素材剥片は両極剥離によって生産し

たと推測される。右縁辺の表裏に連続する平坦剥離を施して刃部を作出する。

85はガラス質黒色安山岩製である。自然面を打面として剥離された、やや縦長の剥片の左側縁の末端

寄りにやや大振りだが平坦な二次加工痕を施す。また、右側縁の背面に微細剥離痕が連続的に付く。

模形石器 (86-88)

86黒曜石製(産地未分析)である。黒い縞があり、透光性があり、斑晶がないので、中部高地産か神

津島産だろう。大きく自然面の残る小型原石を挟み撃ちにしたものと思われる。

87は黒曜石製(産地未分析)である。黒みが強く、透光性がなく、斑晶が多いので、箱根畑宿産だろ

う。小型幅広剥片製で、打面が折れ、末端は石核底面を取り込んでか切り立つ面となっている。それぞ

れの面を打面として表裏に微細な剥離痕が連続する。

88黒曜石製(産地未分析)である。灰色がかり、透光性がなく、斑品が多いので、天城柏峠産の可能

性が高い。小型肩平な原石を四方から挟み撃ちにしたものと思われる。

二次加工剥片 (89)

89はガラス質黒色安山岩製である。自然面が残る折れた剥片の末端裏面に小型剥離痕が連続する。使

用痕の可能性も考慮される。

- 剥片・石核類 (90-107)

90は諏訪星ヶ台産黒曜石製剥片 l点と石核2点の接合資料である(接合54)。白ないし黄色がかった

節理がみられる原石状態に復元された。これも諏訪星ヶ台産黒曜石の搬入実態を示す重要な資料である。

- 124-



第5寧縄文時代の遺構と遺物

A~A~轟畠 議!岨禽 ~議

G禽轟j轟轟 ~轟轟(噛畠 ijé

轟 (噛轟 (鴎議~A轟 ~品配亀

P轟静!~亀劇 ー舗。関盆j

。岱亀島j品劇轟轟i0轟畠IQ@d

j 轟轟j島選~a轟，;~金轟ï~

塾l舎金

く二〉 81ガラス質

黒色安山岩

く〉
83黒噂石

天続柏峠

〈三ご〉

第94図 EFG13-16グリッドの石器群(1 ) 

-125-

。

85ガラス質

鳳色安山岩

5 cm 



第5i客 縄文時代の遺構と遺物

事~~ \7~_Çf 

みは官

fU
円
以
り

9

p
§

c

f
1
 

K
舗

道

い

FFし
¥

臨

f
幸

一一一

官

ぷ三二二 三コ
89ガラス質

黒色安山岩

乏最

乙二三二コ100ffZ

101黒曜石

未分析

88黒曜石

未分析

原町星ヶ台

C二〉釘ffz

初
げ

mcフ
99黒沼石

未分析

4 
102.瞳石 内

未分析 u 

5 cm 

第95図 EFG13-16グリッドの石器群(2 ) 



第 5章縄文時代の遺構と遺物

91は諏訪星ヶ台産黒曜石製剥片 2点と石核 l点の接合資料である(接合56)。非常に小型の原石の表

裏に対抗方向からの剥片剥離痕が見られる。これも、天城柏峠産黒曜石と同様、両極剥離による小型剥

片(おそらくは石鍛の素材剥片)生産を主要な目的として搬入された石材と推測される。

95と96は黒曜石製(産地未分析)剥片 (95) と模形石器(もしくは石核) (96)の接合資料である

(接合52)。黒曜石は接合54と56に近似しており、おそらく諏訪星ヶ台産と思われる。 これも両極剥離

によって小型剥片生産を企図したものだろう。

97は黒曜石製(産地未分析)剥片の接合資料である(接合51)。半ばで折れた面が接合する。パルプ

が発達せず、間隔が詰まったリングの特徴は両極剥離で生産されたことを示唆する。

98-100は黒曜石製(産地未分析)接合資料である (接合50)。やや灰色がかり透光性がなく 、少ない

斑品が入る。天城柏峠産の可能性がある。 98は接合状態、 99は100から剥離された剥片で、 100が石核で

ある。小型原石を両極剥離で消費し、小型剥片生産を行ったようである。 99はさらに分割されたが、

100から剥離されたときに衝撃で割れたものかもしれない。

101は黒曜石製(産地未分析)剥片 3点の接合資料である(接合58)。白ないし黄色がかった節理がみ

られる特徴は接合54等に共通するので、諏訪星ヶ台産の可能性が高い。ただし、主剥離面の状態等から

して、両極剥離と はことなる剥離技法で、小型剥片が生産されていると推測される。

102は黒曜石製(産地未分析)の折れた剥片の接合資料である(接合57)。雲がかったような黒色で、

透光性が低く、少ない斑晶が入る。

103は黒曜石製(産地未分析)である。黒色で透光性がなく斑晶が多いので箱根畑宿産だろう。小型

石核の作業面に微細剥離痕が連続する。加工具かもしれない。

104は黒曜七製(産地未分析)である。光沢はあるが透光性が低く、少ない斑晶が入るので神津島恩

馳島産と思われる。小型剥片の周辺から半求心剥離で小型剥片を生産する。

105は黒曜石製 (産地未分析)である。灰色で透光性がなく斑晶が非常に多いので天城柏峠産に違い

ない。作業面は対抗方向からの剥片剥離によって形成されている。この石核も106と同じく両極剥離が

関与しているだろう。

106は黒曜石製(産地未分析)である。灰色で透光性がなく斑晶が多いので天城柏峠産に違いない。

小型原石の一面に作業面がみられ、また注意深く見ると、対面の下にも反対方向からの小さな剥離痕が

見られる。両極剥離が関与した可能性が高い。サイズからいって、生産剥片は石鍬の素材となるものと

予測可能である。先の105も併せ、このような例は天城柏峠産黒曜石の獲得と消費の実態を示唆する資

料として重要である。

107はデイサイト製である。第W文化層にも同質石材の消費痕跡が確認されているこ とから、それと

何か関連するかもしれないが、出土層準 (KU)を優先して縄文時代の石器として扱った。

園楳石器類

機器(108)

108は輝石安山岩製片刃磁器である。扇平磯の端部に大振りの剥離を隣り合わせて施し、尖状の刃部

を整形する。

磨石 (109)

109 (接合23)は多孔質玄武岩製磨石である。正面観がやや非対称の楕円形を呈する扇平礁の表裏に

研磨痕が付く。
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蔽石(l1O)

110は輝石安山岩製敵石である。正面観が円形を

呈する扇平礁の一端に敵打痕が付く 。

磨ー融石(111-119)

111は輝石安山岩製磨一敵石である。正面観が楕円

形を呈する扇平礁の側部と端部に敵打痕、片面に研

磨痕が付く 。

112は輝石安山岩製の磨一敵石である。正面観が円

形に近い肩平礁の中央と側部の所々に敵打痕、両面

の広範囲に研磨痕が付く。著しい研磨痕によって、

両面には稜が形成されている。

113は輝石安山岩製磨一敵石である。正面観が円形

に近い肩平礁の一端に敵打痕、表裏に研磨痕が付く 。

114は輝石安山岩製磨一敵石である。正面観が楕円

形を呈する肩平礁の端部に蔽打痕、片面と側部の 」

部に研磨痕が付く。著しい研磨痕により一部に稜が

形成されている。

115は輝石安山岩製磨一敵石である。正面観が楕円

形を呈する扇平礁の周囲全体に敵打痕、表裏のほぼ

全面に著しい研磨痕が付く。

116は輝石安山岩製磨一敵石である。正面観が円形

に近い肩平礁の周囲全体に敵打痕、両面に研磨痕が

付く 。著しい研磨痕のため、表裏に稜が形成されて

いる。

G 

// 
ク

¥ 一

。
第98図 EFG13-16グリッドの石器群 (5 ) 

117 (接合22)は玄武岩製磨一敵石である。正面観が楕円形を呈する扇平礁の側部の大部分と両端部に

敵打痕が付き、片面に研磨痕が付く 。

118は玄武岩製磨一敵石である。正面観が楕円形を呈する肩平礁の片面と端部に敵打痕、反対の面に研

磨痕が付く。図中の右下には著しい研磨により稜が形成されている。

119は玄武岩製磨敵石である。正面観が円形に近い扇平礁の片面中央と側部の一部に敵打痕、表裏に

研磨痕が付く 。

台石(120)

120は輝石安山岩製大型扇平礁であるが、搬入の行動的背景と全体形状から推測される機能とから台

石に分類した。よって、石皿や炉石等の可能性も当然ある。

(4) CDE19-21グリッドの石器群(第99-101図、表21)

調査区西部に伸びる尾根の僅かな平坦面に位置する石器群である(第99/100図)。検出石器数は38点

で、機石器類5点を含む(表21)。石鯨は 4点検出され、その内訳は神津島恩馳島産黒曜石製2点、箱

根畑宿産黒曜石製2点である。出土層準がKGPに偏ること (52.6%)から、ほかのグリッドと比較し

て新しい時期に形成された石器群と推定きれる。集石 3基(3、4、10号)がFBからKUを中心に検出

されたが、土器が出土しなかったので時期は分からない。
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表21 CDE19-21グリッド 石器石材組成
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第99図 CDE19-21グリッド 器種別分布 第100図 CDE19-21グリッド 石材別分布

出土石器の検討(第101図)

石鯨(121/122)

121は神津島恩馳島産黒曜石製石鍬である。

122は箱根畑宿産黒曜石製石鍛である。

石錐(123)

123は黒曜石製(産地未分析)の石錐である。自然面の残る剥片を素材にして、打面とバルブを残し

て急角度な剥離を施し角錐状に整形する。刃部は使用のためか折れている。

削器(124)

124は流紋岩製の削器である。分厚い剥片の打面を残して周囲全体に不整形な剥離を施して刃部を整

形する。単独個体である。
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CDE19-21グリッドの石器群第101図

HIJK 6 -11グリッドの石器群(第102-109図、表22/23)

総点数106点で、う ち76点 (71.7%)までもが磯石器類である。石器群の分布はたいへん散漫である。

黒曜石の消費も少なく、石器生産痕跡も相対的に低調である。複数の時期を包摂している可能性が高 し

実際、この内部にある有舌尖頭器と石器集中 l箇所は縄文時代草創期に帰属する。 132-135、138-140、

152はこの集中を構成する石器である。

磯石器類の帰属時期については検討が及ばなかった。ただし、その一部に付いては、 中期の土器群よ

りも明らかに低い層準から検出されていることが分かつた。殆どは早期後半に帰属するものと予測している。

(5) 

剥片石器類の石材組成

ガラス質

黒色
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計 4 
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3 4 

HIJK 6 -11グリッド 礁石器類の石材組成
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出土石器の検討(第104-109図)

二次加工石器類

石鯨(125/126)

第 5章縄文時代の遺構と漬物

125と126は諏訪星ヶ台産黒曜石製石鍛である。 127は神津島恩馳島産黒曜石製石鯨である。基部がや

や外湾する三角形鍛である。 128は白色風化する流紋岩製石鍛である。

石錐(129)

129は和田芙蓉ライ ト産黒曜石製の石錐である。剥片の周縁を急角度な剥離で連続的に二次加工し、

打面側に刃部を作出する。風化が著しいので、旧石器時代に帰属する可能性もあるが、ほかに検討でき

る材料は得られていない。

削器(130-133)

130はガラス質黒色安山岩製削器(側削器)である。側縁の収束するやや縦に長い剥片の末端の刃部

と、 左縁辺に直線的な刃部を作出する。

131はガラス質黒色安山岩製の削器 (側削器)である。 両極剥離によって得られた可能性のある剥片

の左側縁に使用痕も含む二次的剥離痕が連続する。右側縁は、両極剥離のためか、彫刻万面のような樋

状の剥離面が形成されている。

132はガラス質黒色安山岩製削器である。分厚い剥片の左縁辺に微細剥離痕が連続する。右縁辺は急

角度になっているが、これを打面と して表裏にみられる二次的な剥離面は刃部ではなく、挟み撃ちによ

る潰れ痕であろ う。

133はガラス質黒色安山岩製の削器(尖頭削器)である。大型剥片の左縁辺の末端に収蝕するように、

尖頭器のそれと類似する平坦剥離で整形する。右縁辺は折れているが、こちらにも刃部が作出されてい

た可能性がある。調整加工技術の特徴は両面加工石器のそれと共通する。

打製石斧(134/135)

134はガラス質黒色安山岩製打製石斧である。分厚い剥片ないし石核を素材として、 端部に微弱な二

次加工を施す。全体形状は噛状を呈する。

135はガラス質黒色安山岩製である。尖端に向けて収触する剥片の左右縁辺に微細剥離痕が連続する。

縄文時代草創期の石器である。 YLU出土である。

- 剥片 ・石核類および接合資料

石核(136/137)

136はホルンフェルス製の石核で、ある。ただし、石質が本地域における一般的なホルンフェルスと異

なり、むしろ磯石器類の石材に近いことから、片刃機器の可能性がある。

137はホルンフェルスの石核である。拳二つ分くらいの亜円礁の一端から同一方向へ連続して加撃し、

幅広剥片を得るが、大型のまま放棄される。

接合資料(138-140)

138-140はガラス質黒色安山岩の接合資料 (接合46)とその部品である。亜円礁の自然面を大きく取

り込む分厚い剥片(140)に両極的な打撃を加え、腹面から剥片(139)をとる。
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- 礁石器類

磁器(141/142)

~U♂ 
て二三〉

第106図 HIJK6-11グリッドの石器群(3 ) 

139ガラス賀

黒色安山岩

5 cm 

141は輝石安山岩製礁器(片刃磯器)である。正面観が略台形を呈する肩平な自然石の端部に数回の

打撃を加えて片刃を作出する。

142は玄武岩製機器(片刃磯器)である。扇平な自然石の尖頭状端部対面に大振りの二次加工を施し

て片刃を作出する。

磨石(143)

143は多孔質玄武岩製磨石である。正面観が円形に近い扇平歴の片面に研磨痕が付く 。

融石(144/145)

144は多孔質玄武岩製敵石である。正面と長軸端部に著しい敵打痕が付 く。

145は輝石安山岩製敵石である。側面と長軸端に著しい敵打痕が付く。

磨ー敵石(146-151)

146はデイサイト製磨一敵石である。 正面観が楕円形を呈する肩平礁の周縁全体にわたって著しい敵打

痕が付き、また表裏に平坦面と稜を形成するほど著しい研磨痕が付く。

147は輝石安山岩製磨敵石である。正面観が楕円形を呈する扇平磯の両側面に著しい敵打痕、表裏に

研磨痕が付く。著しい使用の結果、研磨痕と側面との聞には稜が形成されている。

148 (接合20)は玄武岩製磨敵石である。正面観が楕円形を呈する扇平礁の中央と側面に著しい敵打

痕、裏面には著しい研磨痕が付く。少なくとも 2種の機能が複合する石器である。

149は輝石安山岩製の磨一敵石である。正面観が円形に近い扇平礁の側面の所々に敵打痕が付き、また

表裏の広範囲には、稜を形成するほど著しい研磨痕が付く。

150は玄武岩製磨一敵石である。正面観が円形に近い扇平礁の所々に敵打痕が付き、また表裏の広範囲

に研磨痕が付く。場所によって、研磨痕同士が切り合い、 稜を形成している部分も見られる。
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又iJi
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145錫石安山岩

仁コ
146デイサイ ト

147蝿石安山岩

こコ 148玄武岩

。 10cm 

第107図 HIJK 6-11グリッドの石器群 (4) 
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151は輝石安山岩製の磨一敵石である。棒

状礁の端部に著しい敵打痕が付き、表裏の

広範囲に研磨痕が付く。

砥石(152)

152は組粒砂岩製である。表裏と左右側

面に複数の平滑な研磨痕が付き、研磨痕同

士が接してしばしば稜をなす。 YLU出土

である。

石皿(153)

153は輝石安山岩製石皿である。正面観

が円形に近い大型肩平礁の広範囲に研磨痕

が付く。

台石(154/155)

154は玄武岩製台石と推測される。大型

の肩平礁である。明確に敵打痕といえる部

位は認められなかった。

155は玄武岩製台石と推測される。大型

の扇平礁である。明確に敵打痕といえる部

位は認められなかったが、平坦面の周辺に

自然状態と区別の難しい凹みが多数認めら

れた。

(6) その他の石器群(第78/79図)(156-165) 

以上に提示したグリッドに含まれなかっ

た石器群を ここにまとめた。総点数は98点

で、磁石器類54点を含む。

156は神津島思馳島産黒曜石製石鍛であ

る。形態は「鍬形鯨」といわれるものに近

第 5章縄文時代の遺構と遺物

""!""":l I~~'" f cfA詑762ι

4ミ3
u 

4
i人

d
u
M
μ
ν

}
九
八
1

伊
三

t

/〆
r
L
r
w

p
rih
q
一見
-

pt
、一

155玄武岩

o 20cm 

第109図 HIJK 6-11グリッドの石器群(6 ) 

い。J5グリッド出土。

157-159は諏訪星ヶ台産黒曜石製石鍛である。 159はかえしの部分が折れているので不明確だが、他2

点は平基に近い形態をとる。それぞれ、 C6，K5， J5グリッド出七。

160は輝石安山岩製打製石斧である。素材は、表裏に自然面が残っていることから、細長く肩平な礁

であろう。 F9グリッド出土。

161は緑色凝灰岩製打製石斧である。基部の背面に自然面を残して周縁全体に荒っぽしユ平坦剥離を施

し、部分的に敵打して杓文字状に整形する。 G8グリッド出土。

162は黒曜石製削器である。周縁全体の表裏を平坦剥離で整形し刃部を作出する。産地は未分析だが、

半透明で、斑晶がないので諏訪周辺と想定される。素材剥片となっている石刃の表面と二次加工部の表面

の風化の度合いが著しく異なり、おそらく旧石器時代に剥離された石刃を後代の人聞が拾い上げて再利

用したものと推測される。 G4グリッド出土。

163はガラス質黒色安山岩製微細剥離痕剥片である。左縁辺に微細剥離痕が連続する。末端は折れて

いる。 G6グリッド出土。
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164はガラス質黒色安山岩製剥片である。両極剥離によったためか、打面付近に表裏におよぶ小型剥

離痕が多数観察きれる。

165はガラス質黒色安山岩製剥片である。打面の深いとこ ろを打撃して得られており、分厚い。右側

縁には二次的に剥離された可能性もある剥離面が見られる。石核かもしれない。

および磯2点が回収された。
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(7) 表採資料

輝石安山岩製の磨敵石 l点、同石材製の台石 l点、
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10cm (二フ
第110図その他の石器群
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第6節縄文時代の遺構

縄文時代のものと思われる焼土 I箇所、集石33基、土坑29基が検出された。遺構別に分布をみると、

集中域が異なっている。集石は調査区北部(IJKLM6 -9グリッド)と南部(DRFG5 -8グリッド)を中

心とし、緩やかに分かれる枝尾根の頂部に立地するのに対して、土坑は調査区北西部 (GHIJKL2-8 

グリッド)を中心とし、尾根の中でも撚り幅のある平坦部に立地する。両者の機能的な相違が反映する

からであろう 。

以下、焼土、集石、土坑の順で図と所見を提示する。なお、各遺構は、分布図上で以下の略号と番号

をもって表している。その略号は、焼土:FP、集石 :SY、土坑:PFで、番号は調査された順に01から

始まる。ただし、文中ではこれを次のように読み替えて表記する; 例えば、分布図上の rSY01Jは

文章上で r1号集石」とする。

1.焼土(第112/113図)

K7グリッドのKU上部で検出された。上部に炭化物が少量混じっている。楕円形を呈し、最大長

1.34m、最大幅0.92m、最大深0.18mで、ある。大型の台石 l点を伴う。時期は早期後半よりも層位から

みると新しいだ、ろう。

2.集石(第112/114-124図、表28)

33基が検出された。すべて縄文時代のものと思われる。それぞれの時期は、共伴すると判断された土

器や、層位的な上下にある土器との関係から推定され、その結果、早期前半 l基、早期後半8基、早期

のいずれかの時期 l基、前期前半2基、中期2基、不明17基である。不明なものが半数以上と多いが、

判明したものについては早期後半が多い。この結果は、時期ごとの土器個体数と整合的である。

集石の形態を区分するのは困難だが、通常は、集石の周囲や下位に掘り込みがあるかどうかで分けら

れる。掘り込みを伴うかどうかは調理方法の遣いによるものといわれている。掘り込みを伴うものは

6 /8/9/23/26/27/32/33号の計8基、伴わないものはそれ以外の25基だ、った。

- 掘り込みを伴う集石

32号(第114図) 17グリッドに分布し、 FBで検出された。礁151点で構成され、炭化物 l点を伴う

(年代測定と樹種同定は行っていない)。

27号 (第115図) 19グリッドに分布し、 FB上部で検出された。醗40点で構成される。

23号(第115図) M 8グリッドに分布し、 KU下面で検出された。瞭39点で構成される。

6号(第115図) G12グリッドに分布し、 KU下面で検出された。磯11点で構成される。

26号(第115図) K9グリッドに分布し、 KU上部で検出された。層位的には中期の可能性が高い。

礁63点で構成される。

33号(第116図) J 8グリッドに分布し、 FBで検出された。磯22点で構成きれ、条痕文土器(その他

の条痕文)破片 2点が伴う。

8号(第116図) F15グリッドに分布し、FB上面で検出された。掘り込みには上位のKUが落ち込ん

でいた。付近で検出された諸磯b式土器(諸磯b4/5)よりも下位で、沈線文土器(沈線文 1)とほ

ぼ同層準に包含される。磯9点で構成され、黒曜石製剥片 l点、と砕片 7点を伴う。
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台石
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焼土
1 lOYR 4/4褐色土

粗、しまり良、粘性なし、申 2~3mmの焼土粒多〈混じり 、 同大の炭化物
_K_2ω4加 少量混じる。

2 5YR 3/4明赤褐色土

焼士、組、しまり悪い、粘性なし、 ゆ 2~3mmの粧状の焼土が密集する。

ZN 

3 7，5YR褐色土
やや粗、しまり良 、 粘性なし、 申 2~3mmの緩色スコリア少量含み、 同大

の焼土粒少量混じる。

YLU 。 1m 

第113図焼土

⑨ 
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∞。凶判

32号

ム

32母鎌石

1 lOYR 3/4 R音褐色土

細かい、しまり良、粘性なし、 φ2~3mmの燈色ス
コリア少量含み、中 2~3mmの炭化物少量混じ

_K_ 11内初)，，-'、 る。

2 lOYR 3/3暗褐色土
細かい、しまり良、粘性なし、申 2~3mmの燈色ス

コジア少量含み、申 2~3mmの炭化物少量混じ
る。
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3 lOYR 2/1黒色土
細かい、しまり良、粘性なし、著しく炭化している、
申 2~3mmの焼土粒混じり、 中 2~3mmの炭化物
少量混じる。

ム
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一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一戸YLld 。 1m 

第114図集石(1 ) 

9号 (第116図) G13グリッドに分布し、 FB上面で検出された。磯11点で構成される。掘り込みに

は上位のKUが落ち込んでいた。

- 掘り込みを伴わない集石

掘り込みを伴わないものは、検出面の低い方を先に図示し、高い方をあとにした。層位別の検出数と

該当する集石番号は以下の通り。

FBが検出面となるもの

FBからKUが検出面となるもの

KUが検出面となるもの

KGPが検出面となるもの

: 5基 7/11/28/29/31号

: 5基 3/4/10/21/30号

: 14基 1/5/12-20/22/24/25号

l基 2号

28号(第116図) D 7 / 8グリッド北部に分布し、 FBで検出された。付近から出土した諸磯b式土器

(諸磯bl-5)よりも下位で、茅山下層式土器(茅山下層 1)とほぼ同層準に包含される。醗19点で

構成され、 1mほど離れた同層準に台石 l点が分布していた。

29号(第116図) J6グリッド北部に分布し、 FBで検出された。磯5点で構成される。台石 l点と黒

曜石の砕片 2点が伴う。

-147 



第51江縄文時代の遺構と遺物

11号(第117図) J 2グリッド北部に分布し、 FB上部で検出された。牒6点で構成される。

31号(第117図) 19グリッドに分布し、 FBで検出された。茅山下層式土器(茅山下層 1)破片2点

が伴う。磯6点で構成される。

7号(第117図) F14/15グリッドに分布し、 FB上面で検出された。付近で検出された判ノ木山西式

土器 (判ノ木山西 3)と茅山下層式土器(茅山下層 1)はほぼ同層準に包含される。多数の接合資料を

含む磯107点で構成される。

3号(第118図) D20グリッドに分布し、 FBからKUに相当する層準の上部で検出された。接合資料

を含む磯29点で構成される。

4号(第118図) D/E20グリッドに分布し、 FBからKUに相当する層準の上部で検出された。接合資

料を含む磯21点で構成される。

10号(第119図) D20グリッドに分布し、 FBからKUに相当する層準で検出された。礁17点で構成さ

れる。

30号(第119図) J 8 / 9グリッドに分布し、 KUを主体に一部がFBに及んで検出された。付近で検出

された茅山下層式土器(茅山下層 2/3)よ りも下位に包含される。磯14点で構成される。

21号(第119図) J 6グリッドに分布し、 FBからKUに相当する層準で検出された。磯125点で構成さ

れ、時期と型式の分からない土器片 l点を伴う。磨石 l点を伴う。

14号(第120図) D 7グリッドに分布し、 KU下部で検出された。礁25点で構成される。

12号(第120図) E/F 6グリッドに分布し、KUで検出された。付近で検出された上ノ坊式土器(上

ノ坊 2)とほぼ同層準に包含される。礁24点で構成され、黒曜石の砕片 l点を伴う。

5号(第120図) G/H12グリッドに分布し、 KUで検出された。磯18点で構成される。

22号(第120図) L6グリッドに分布し、 KUで検出された。付近に藤内式土器(藤内 2)が分布す

るが、地形がねじれた斜面で堆積も薄く、上ノ坊式土器と藤内式土器が同層準に包含されるなどでやや

混乱しているので、上下関係の比較は難しかった。磯19点で構成される。

18号(第120図) H 6 / 7グリッドに分布し、 KUで検出された。磯6点で構成される。

24号(第121図) G10グリッドに分布し、 KUに包含される。磯5点で構成され、玄武岩製磨石 l点

を伴う。

19号(第121図) F/G 9グリッドに分布し、 KUで検出された。磯25点で構成される。

13号(第121図) D/E 6グリッドに分布し、 KUで検出された。醗11点で構成され、磨石 3点と磨ー

敵石 l点(第90図44)を伴う。

17号(第122図) F/G 8グリッドに分布し、 KU下部で検出された。 磯212点で構成され、野島式土

器 (野島 3)破片63点、早期と思われる土器片 2点、磨ー敵石 l点(第107図148)、磨石 1点を伴う。

15号(第123図) D 8グリッドに分布し、 KUで検出された。牒31点で構成され、磨石 2点と台石 l

点を伴う 。

25号(第123図) 19グリッドに分布し、 KUで検出された。磯37点で構成され、茅山下層式土器の茅

山下層 lと2の破片をそれぞれ2点、玄武岩製磨石 l点を伴う。

16号(第123図) F 5グリッドに分布し、 KUで検出された。付近に分布する早期の縄文土器(早期

縄文4)と打越式土器(打越 1)よりも上位で、上ノ坊式土器(上ノ坊 1)とほぼ同層準に包含される。

磯11点で構成される。

20号(第124図) J/K 7に分布し、 KUで検出された。磯112点で構成され、多孔質安山岩製台石 l点

を伴う。前期の土器(前期その他 1)を伴う。

1号(第124図) E 5グリッドに分布し、 KU上部で検出された。牒20点で構成される。
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23号集石

1 lOYR 4/4褐色土

細かく 、 しまり良、粘性なし、 中 2~3mmの燈色スコリア含み、白色
パミス少量含む。

27号築石

1 7，5YR 4/4褐色土

やや粗、しまり良、粘性なし、ゆ 2~3mmの燈色スコリア含む。
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26骨集石

1 lOYR 4/4褐色土
細かく、しまり良、粘性なし、 中 2~3mmの燈色スコリア含む

6号集石

1 lOYR 4/4褐色土

やや粗、しまり良、申 2~3mmの褐色スコリア少量含み、 ゆ 2~
3mmの炭化物少量混じる。

1m 。

集石(2 ) 

2号(第124図) K/L9グリッドに分布し、 KGP下部で検出された。層位的には、本遺跡で最も上

位にある集石である。磯34点で構成される。
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しかし、他方で、掘り込み面の出現頻度がYLUとKUに離れてピークを迎える点は、 2時期以上の土

坑製作期があったと推測する材料とみなしうる。帰属時期はどうしても土器型式に依存せざるを得ない

が、それに従うなら、 YLUのものは草創期の可能性が低く、早期後半条痕文土器期に帰属する可能性

が高い。 KUのものは前期から中期という暖昧な位置づけしかできない。中間層準のものはさらに分か

らない。

以下、各土坑に関して実測図を掲示し、簡単な記載を添えておく。

17号(第126図) H11グリッドに分布し、KGPで掘り込み面が検出された。円形を呈する。

20号(第126図) G 11グリッドに分布し、 YLUで掘り込み面が検出きれた。円形を呈する。

45号(第126図) K7グリッドに分布し、 ZNで掘り込み面が検出された。円形を呈する。

33号(第127図) 13グリッドに分布し、 YLUで掘り込み面が検出された。円形を呈する。

34号(第127図) H 3グリッドに分布し、 YLUで掘り込み面が検出された。楕円形に近い円形を呈

する。

18号(第127図) Il2グリッドに分布し、 YLUで掘り込み面が検出された。楕円形を呈する。

31号(第127図) G 1グリッドに分布し、ZNで掘り込み面が検出された。楕円形を呈する。

30号(第128図) J 3グリッドに分布し、 FBで掘り込み面が検出された。楕円形を呈する。

43号(第128図) L 5/6グリッドに分布し、 YLUで掘り込み面が検出された。円形に近い楕円形を

呈する。

5号(第129図) D21グリッドに分布し、 YLUで掘り込み面が検出された。本遺跡で最も東に位置

する土坑である。逆茂木痕らしきものが認められたが積極的には評価しがたかった。

21号(第129図) G12グリッドに分布し、 YLUで掘り込み面が検出された。楕円形を呈する。

22号(第130図) J11グリッドに分布し、 YLUで掘り込み面が検出された。円形ないし隅丸方形を呈

する。

27号(第130図) H4グリッドに分布し、KUで掘り込み面が検出された。長楕円ないし隅丸長方形

を呈する。

40号(第130図) 14グリッドに分布し、 YLUで掘り込み面が検出された。長楕円ないし隅丸長方形

を呈する。長軸は等高線とほぼ直交する。

29号(第131図) D/E 8グリッドに分布し、 KUで掘り込み面が検出された。隅丸長方形を呈する。

底部に長軸と平行して l列をなす 4箇所の逆茂木痕が検出された。また、覆土内から、諸磯b式土器の

諸磯b1と同 4破片が l点ずつ出土した。

24号(第131図) 12/3グリッドに分布し、 KUで掘り込み面が検出された。長楕円ないし隅丸長方

形を呈する。

2号(第132図) E17グリッドに分布し、 YLUで掘り込み面が確認された。ただし、立地が痩せ尾根

であり、確認調査で掘削したトレンチの断面で認められたように、 YLU以上の堆積は不十分だ、った。

上部が楕円形を呈するが、下がるとともに段を付けてすぼまり、底部は細い長方形を呈する。

41号(第132図) J 5グリッドに分布し、 YLUで掘り込み面が検出された。長楕円形ないし隅丸長方

形を呈する。底部の長軸両端に逆茂木痕が l箇所ずつ検出された。長軸は等高線とほぼ直交する。

32号(第133図) H2グリッドに分布し、 YLUで掘り込み面が確認された。長楕円形ないし隅丸長方

形を呈する。北東側の壁だけが緩やかに傾斜する。逆茂木痕が底部中央付近に l箇所検出された。長軸

は等高線と平行に近い。

37号(第133図) H 6/7グリッドに分布し、 KUで掘り込み面が検出された。底部に 5箇所の逆茂木

痕が検出された。長軸は等高線とほぼ直交する。
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第5章縄文時代の遺構と遺物

47号(第133図) K 8/9グリッドに分布し、 YLUで掘り込み面が検出された。底部中央に 2箇所の

逆茂木痕が I列土坑の長軸に並行して検出された。長軸は等高線と斜交する。

36号 (第133図) F 7グリッドに分布し、 KUで掘り込み面が検出された。底部に 5箇所の逆茂木痕

が長軸と平行して I列検出された。長楕円形ないし隅丸長方形を呈する。長軸は等高線と斜交する。

1号(第134図) E18グリッ ドに分布し、 YLUで掘り込み面が検出された。底部に 4箇所の逆茂木痕

が長軸と平行して l列検出された。長軸と平行に長楕円形ないし隅丸長方形を呈する。痩せ尾根の頂部

付近に位置する。

46号(第134図) 1/ J 7グリッドに分布し、 FBで掘り込み面が検出された。中央に並んだ二つの逆茂

木痕が検出された。

42号(第134図) J/K 5グリッドに分布し、 YLUで掘り込み面が検出された。長軸両端の底部に逆茂

木痕が 1箇所ずつ検出された。長楕円形ないし隅丸長方形を呈する。長軸は等高線と斜交する。

39号(第135図) J 7グリ ッドに分布し、 FBで掘り込み面が検出された。底部にややバラツキのある

7箇所の逆茂木痕が検出された。 長楕円形ないし隅丸長方形を呈する。長軸は等高線とほぼ直交する。

28号(第135図) K 5グリッ ドに分布し、 KUで掘り込み面が検出された。 長楕円形ないし隅丸長方

形を呈する。長軸は等高線と斜交する。

35号(第136図) F 6グリッドに分布し、 KUで掘り込み面が検出された。長軸の両端近くに、それ

ぞれ2箇所と 3箇所の逆茂木痕が検出された。長楕円形ないし隅丸長方形を呈する。長軸は等高線にほ

ぼ平行する。

44号(第136図) K 6 / 7グリッドに分布し、 ZNで掘り込み面が検出された。底部中央に I箇所のや

や大型の小穴が検出された。 楕円形を呈する。

表25 土坑の平面形態と小穴の有無 表26 土坑の平面形態と掘り込み面の層位

総数(小穴のあるもの) KGP KU FB ZN YLU 計

円型 6 (0) 円型 4 6 

構内型 7 (1) 楕円型 4 7 

畏楕円型 16 (11) 長補円型 6 :3 17 

E十 29 (12) 計 6 3 16 29 
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⑨ 
17号 ム

ム

⑧ 
45号

171，̂， 

舟寺弘九
/骨

A 

ム

/~ 

1: 

第 5章縄文時代の遺構と遺物

17号土坑

1 7，5YR 4/4褐色土

非常に粗、 しまり良、 。 2~3mmの俊色のスコリア、や 5mmの砂沢スコリア、 中 IOmmの仙石スコリア多く
含み、や 2~3mmの炭化物少量混じる。

2 IOYR 3/4暗褐色土

細かい、 しまり良、中 2~3mmの俊色スコリア少量含む。

3 IOYR 4/4禍色土

細かい、しまり良、 硬質、 中 2~3mmの健色スコリア少量含む。
l層土が互層に混じる、比率は1:1とl層の混合土。

4 lOYR 4/6褐色土

細かい、しまり良、中5mmの黒色スコリア少量含む。

5 lOYR 4/6縄色土

細かい、しまり良、 硬質、粘性やや有り、 申 2~3mmの権色スコリア、ゅ 5mmの黒色スコリア少量含む。

⑧ 
A' 258∞m 20号

A' 

~\\巳
'r，¥O¥ ¥ 

(l¥OC 
¥ G.'¥¥a 

ム L 

A A' 257.50m 

あ揚揚
20号土坑

1 10YR 3/4 a音褐色土

細かい、しまり良、 粘性なし、 φ2~3mmの緩色スコリア少量含み、申 2~3mmの炭化
物粒少量混じる。

2 7，5YR 3/4暗褐色土
やや組、しまり良、粘性なし、ゃ 2~3mmの燈色スコリア少量含み、 中 2~3mmの炭化
物少量混じる。

45号土坑

一 1 10YR 2/3黒褐色土
~la ピト'" 粗、しまり良、 粘性なし、中 2~3mmの俊色スコリア少量含み、 申 2~

A' 260.2伽

~ld ¥ ~1 ' 3mmの炭化物少企混じる。

2 IOYR 3/4 R膏褐色土

組、しまり良、粘性なし、申 2~3mmの綬色スコリア少量含み、 ゆ 2~
10mmの炭化物少量混じる。

3 IOYR 3/4階倒色土

やや粗、しまり良、粘性なし、申 2~3mmの俊色スコリア少量含む。

。 1m 
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第5i算縄文時代の遺構と遺物

⑧ 
33号

ム

A 

13c I 14a 

13f 14d 

A' 

_K_ 261.20n 

族戸蕩
33号土坑

17.5YR褐色土

やや粗、しまり良、 粘性なし、 中 2~3mmの燈色スコリア少量含む。

2 lOYR 3/4階褐色土

細かく、しまり良、粘性なし、 FB相当土。

3 7.5YR 4/4褐色土

細かく、しまり良、 粘性なし、 <þ 2~3mmの燈色スコリア少量含む。

⑮ 

18号

⑮ 
31号

』ー

ム

ムー

ム

，，-Vも

が)( "". 
K φ 

A' 

_K_261抽羽

_K_ 

A・256.20.

cs 
34号

¥吉、

、~I'シ
「ゆG

'Ò~'O 

~Ô 
ム _K_261蜘

34号土坑

1 7.5YR 3/4暗褐色土

細かく、しまり良、粘性なし、FB相当士。

2 7.5YR 4/4偽色土

粗、しまり良、 粘性なし、 申 2~3mmの燈色スコリア少量含む。

PF18 

17.5YR4/4褐色土

やや組、しまり良、粘性なし、 申 2~3mmの燈色スコリア少量含む。

2 lOYR 3/4暗褐色土
やや粗、 しまり良、粘性なし、ゅ 2~3mmの鐙色スコリア少量含む。

3 10YR 3/4暗褐色土

やや組、 しまり良、粘性やや有り、ゆ 2~3mmの後色スコリア少量含む。

31号土坑

1 lOYR 3/4暗褐色土

細カペ、しまり良、粘性なし、 ゆ 2~3mmの俊色スコリア少量含み、中
2~3mmの炭化物少量混じる。

2 lOYR 3/4 R音俺色土

やや祖、 しまり良、 粘性なし、申 2~3mmの俊色スコリア少量含む。

。 1m 

第127図縄文時代土坑(2 ) 
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第 5章縄文時代の遺構と遺物

⑮ 
30号

j手

君子 〉く 官会

;" ... 

h '̂ 251.8曲目

30号土坑
1 7.5YR 4/4褐色土

細かく、 しまり良、 粘性なし、 。 2~3mmの燈色スコリア多く含み、白色パミス多く
含み、 申 2~3mmの炭化物粒多く混じる。

2 5YR 3/6暗赤褐色土
申 lmmの砂質のスコリア、 l層土中に厚さIOOmm、巾200~300mmの帯状に入る。

3 lOYR 3/3暗褐色土

細かく、 しまり良、粘性なし、申2..-...-3mmの燈色スコリア極少量含む。

4 IOYR 3/3暗褐色士
やや粗、しまり良、粘性なし、 め 2~3mmの燈色スコリア極少量含む。

5 lOYR 3/3暗褐色土

やや組、しまりやや悪い、 粘性なし、 中 2~3mmの燈色スコロア少量含む。

6 lOYR 3/3暗褐色土
やや粗、しまり良、粘性僅かに有り、の 2~3mmの侵色スコリア少量含む。

A A' 

乃つ~~ ---一一一一7ーナ~

勿易弱万ル;;A

⑧ 

主ー / 寸
¥一一___.--/

d _，，_ 

A' 

R 
?"  

A 

L5f L6d 

十
L5i L6g 

11' 260.80m B _[_ 260. 8佃

43母士坑
1 lOYR 3/4暗褐色土

やや組、しまり良、粘性なし、 φ2~5mmの檀色スコリア少量含み、申 2~3mm

の炭化物少量混じる。

務ノ
2 10Yl<.4/4褐色土

やや粗、 しまり良、 粘性なし、ゆ 2~3mmの縫色スコリア少量含む。 KU崩落土。

3 lOYR 3/4 a音褐色土

やや粗、 非常に硬くしまってしる、粘性なし、 申 2~5mmの燈色スコリア少量含む0

4 7，5YR 4/4褐色土

相、しまり良、粘性なし、 φ5mmの燈色スコリア少量含む。

5 7.5YR 4/4褐色土

粗、しまり良、粘性なし、や5mmの極色スコリア少量含む。

6 7.5YR 4/4褐色土

やや粗、しまり良、粘性なし、中5mmの授色スコリア少量含む。

7 lOYR 3/4暗偽色土

やや組、しまり良、粘性なし、中5mmの燈色スコリア極少量含む。

。 1m 
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第5章縄文時代の遺構と遺物

⑧ 
5号

~ 

主ー

021b 021-0 

D21e-D21f i-

昌二

A L 250蜘 土 日 250.00.

?F05 
1 10YR 3/4暗褐色土

粗、しまり悪い、 申 2~3mmの燈色スコリア、 中 10mmのイ山石スコリア少量含
み、 申 2~3mmの炭化物少量混じる。

2 lOYR 4/4褐色土

やや粗、 しまり良、 申 2~3mmの燈色スコリア、申 10mmの仙石スコリア少量含
む。

310YR4/4褐色土

粗、しまり悪い、申5mmの仙石スコリア含み、<t2'"'-'3mmの燈色スコリア少量

含み、ゆ 2~3mmの炭化物少量混じる。

4 lOYR 4/4褐色土

粗、 しまりやや悪い、ゆ 10mmの仙石スコリア含み、<þ 2~3mmの縫色スコリア
少量含む。

5 10YR 4/4褐色土

組、しまりやや悪い、中 5mmの仙石スコリア含み、申 2~3mmの鐙色スコリア
少量含む。

6 10YR 4/4褐色土

組、しまり悪い、<blOmmの仙石スコリア含み、<t2~3mmの燈色スコリア少量
含む。

⑧ 
21号

G¥2. u¥2b 

、u¥20
u¥2d iC 3i 

援

710YR4/4褐色土

組、しまり非常に悪い、の 10mmの仙石スコリア多く含み、申 2~3mmの燈色ス
コリア少量含む。

S lOYR 4/4褐色土

粗、 しまり懇い、粘性僚かに有り 、 申 2~3mmの燈色スコリア少量含む。

9 lOYR 4/4褐色土
組、 しまり悪し\の lOmmの仙石スコリア含み、。 2~"3mmの燈色スコリア少量

含み、中 50~ l.OOmmのBBO~SC 1届土ブロック50%混じる。

10 lOYR 4/4褐色土
粗、しまり悪い、粘性僅かに有り、 申10mmの仙石スコリア多く含み、の 2--

3mmの俊色スコリア少盆含む。

11 10YR 4/4偽色土

粗、しまりやや悪~¥， 粘性僅かに有り、含有物なし。

12 10YR 4/4縄色土

粗、しまり悪い、粘性有り、申 2~3mmの地山のNL届土プロック50首混じる。

21号土坑

1 7.5YR 4/4偽色土

やや粗、しまり良、粘性なし、中2-----3mmの燈色スコリア少量含み、

申 2~3mmの炭化物少量混じる。

2 10YR 3/'1暗褐色土
やや組、しまり良、粘性なし、中2.........3mmの縫色スコリア少量含む。

ム L 256.41ln 

3 10YR 3/4暗褐色土

やや組、しまり良、粘性やや有り、の2，.-._，3mmの燈色スコリア少量

含む。

第129図縄文時代土坑 (4)
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⑧ 
22号 雪ぐ

・7ι守

守 さ
守

ム

A 

⑧ 
27号

A 

A 

l仁三です)

、，~、

州-¥-~~O 
~.~ 

初ヘ~~一一一ノ m

ゐムμm~
27号土坑
1 lOYR 4/4褐色土

A' 

A' 260，8()n 

粗、しまり良、粘性なし、ゆ 2~3mmの燈色スコリア多く含み、申 5mm
の仙石スコリア、白色パミス含み、 申 2~3mmの炭化物少量混じる。

2 10YR 4/4褐色土

粗、しまりやや思い、粘性なし、申 2~3mmの縫色スコリア多く含
み、申5mmの仙石スコリア含む。

3 10YR 3/4暗褐色土

粗、しまり悪い、粘性僅かに有り、中5mmの仙石スコリア含み、ゆ2
~3mmの援色スコリア少量含む。

第5]聖縄文時代の遺構と漬物

A' 

22号土坑

1 7，5YR 4/4褐色土

粗、しまり懇い、中 5~IOmmの仙石スコリア非常に多く含む。

2 7，5YR 4/4褐色土

_K_ 256.8伽 粗、しまり悪い、申5mmの仙石スコリア多く含む。

、."‘、v 

寺、人ミF
、iIi、3 

3 10YR 3/4暗褐色土

やや粗い、しまり悪い、 中 2~3mmの侵色スコリア少量含む。

A 

⑨ 
40号

に二三
A' 

A _K_ 261. OOm 

40号土坑
i 10YR 3/4 U音褐色土

やや粗、 しまり良、粘性なし、 中 2~3mmの援色スコリア多く含み、 白
色パミス含む。

2 10YR 3/4暗褐色土

粗、しまり悪い、粘性なし、 申 2~5mmの仙石スコリア少量含む。

3 7，5YR 3/4 n音褐色土

粗、しまりやや悪い、粘性なし、 申 2~3mmの仙石スコリア少量含む。

4 7，5YR 3/4 n音偽色土

やや粗、しまり悪い、粘性なし、中 2~3mmの仙石スコリア少量含む。

5 IOYR 3/4暗褐色土

やや組、しまり良、粘性なし、ゃ 2~3mmのf山石スコリア極少量含む。

。 1m 
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第5章縄文時代の遺構と遺物

9 
29号 A

号

令
。
〉
ペ

A
労

令
A
V

ム A' 

踏破b宜土檀(閥b茸4) 田|
A A' 258，2伽

29号土坑

17，5YR褐色土 4 7，5YR 4/4褐色土

粗、しまりやや良、 粘性なし、中 2~3mmの燈色スコリア多く含み、 φ5mm 非常に組、しまり非常に悪い、粘性なし、中 5mmの仙石スコリア含む。

の仙石スコリア含み、 白色パミス少量含み、申 2~3mmの炭化物少量混じ
る。 5lOYR 3/4暗褐色土

やや粗、しまり良、 粘性なし、申 5mmの仙石スコリア少量含む。

2 7，5YR 4/4褐色土
粗、しまり悪い、 粘性なし、中 2~3mmの雀色スコリア含み、中 5mmの仙石 67，5YR褐色土

スコリア含む。 非常に粗、しまり非常に悪い、砂質粘性なし、中5mmの仙石スコリア含む

3 7，5YR 4/4褐色土 7 7，5YR 4/4褐色土

組、しまり非常に悪い、粘性なし、申 2~3mmの援色スコリア含み、申 5mm 組、 しまり非常に悪い、粘性なし、ゆ5mmの仙石スコリア少量含む。

の仙石スコリア多く含む

⑧ 
24号

( 

十急 l
'" 〆ムぐ /

'" / <> 

"' '" 

A 24号土坑
1 lOYR 4/4褐色士

粗、しまりやや良、粘性なし、 中 2~3mmの授色スコリア多く含み、 中 IOmm
にイ山石スコリア、白色ノぞミス少量含み、中 5mmの炭化物少量混じる。

A A' 262.2伽 210YR4/4褐色土

組、しまりやや良、粘性弱い、 中 2~3mmの燈色スコリア含み、 申 5mmの11lJ
石スコリア少量含む。

3 lOYR 3/4暗褐色土

粗、しまり悪い、 粘性なし、 申 2~3mmの樫色スコリア、申 5mmの仙石スコリア
少量含む。

4 lOYR 3/4暗褐色士

粗、 しまり非常に惑い、粘性弱い、中 2~3mmの燈色スコリア少量含む。

。 1m 
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縄文時代の遺構と遺物第5章

F
δ
N

コ山N

りも色

、;lG ¥_... 

ヤ '¥りも

<.¥1え

止ι

斗

⑮

埠

ム

2号土坑

1 7.5YR 3/4暗褐色土

粗、 しまり良、 申 2~3mmの俊色スコリア含み、 申 lOmmの仙石スコリア少
み、 φ2~3mmの炭化物少量混じる。

4 

含

2 lOYR 4/4褐色土

粗、しまり悪い、申 2~3mmの燈色スコリア含み、 申 lOmmの仙石スコリア少
含み、 φ2~3mmの炭化物少量混じる。

3 7.5YR 4/4褐色土

組、 しまり悪い、 申 2~3mmの燈色スコリア少量含み、 ゆ 2~3mmのsc土腐と
フ、ロック少量混じる。

4 lOYR 4/4褐色土

粗、しまり悪い、申 10mmの仙石スコリア含み、申 2~3mmの燈色スコリア少量
含む。 →確認鯛査 PF02、l扇と対等。

合 む。

6 lOYR 4/4褐色土

粗、 しまり悪い、 ゆ 2~3mmの燈色スコリア含み、申 10mmの仙石スコリア少量
含む。

5 lOYR 4/4褐色士

やや粗、 しまり悪い、 中 2~3mmの燈色スコリア少

7 iOYR 4/4褐色土

組、しまり悪い、 粘性僅かに有り、中 2~3mmの俊色スコリア少量含み、 中
IOmmの仙石スコリア含む、5層と対応。

⑨ 
41号

41号土坑

1 10YR 3/4暗褐色土

やや粗、しまり良、粘性なし、ゅ2mmの俊色スコリア、白色パミス含み、

中 2~3mmの炭化物少~混じる。

A. 

ザ

ザ

〉

〈

d
y

ザ

占一

2 lOYR 3/4暗褐色土

粗、 しまり良、 粘性なし、 <þ 2~3mmの燈色スコリア含む。

A. Z曲蜘1

3 IOYR 3/4 R音褐色土

組、 しまりやや悪い、粘性なし、 ゆ 2~3mmの侵色スコリア少量含む。

4 10YR 3/3 R音褐色土

粗、 しまり良、 粘性なし、 中 2~3mmの燈色スコリア少量含む。

5 IOYR 3/4暗縄色土

粗、しまり良、 粘性なし、申 2~3mmの綬色スコリア極少量含むo

A 

1m 。

土坑(7)縄文時代
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ホもむ

⑮
一内hFM-

ち
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縄文時代の遺構と遺物第5章

⑨ 
32号

ミミ
A' A 

A' 

A' 260側泊

巳ヲヨ
一一

』二261.40岡

A 

ム

32号士坑

1 lOYR 3/4暗褐色土

やや組、しまり良、粘性なし、ゆ 2~3mmの縫色スコリア少量含む。

37号土坑

1 7，5YR 4/4偽色土

組、しまり悪い、粘性なし、1>2~3mmの燈色スコリア含み、 φ 5mmの仙石スコ
リア含み、白色ノξミス少量含む。

2 IOYR 3/4暗褐色土

粗、しまり良、粘性なし、 の 2~3mmの燈色スコリア少量含む。

2 7，5YR 4/4褐色土
粗、しまり悪い、粘性なし、 φ 2~3mmの糧色スコリア少量含む。

3 IOYR 3/4暗褐色土

粗、しまりやや悪い、粘性なし、 φ2..........3mmの相互色スコリア少量含む。

3 7，5YR 4/4褐色土

粗、 レまり良、 粘性なし、 φ 2~3mmの燈色スコリア少量含む。

⑮ 
47号

47号土坑

1 IOYR 3/4暗褐色土
粗、しまり良、 粘性なし、 中 2'""'''3mmの燈色スコリア少量含み、品 2~3mm
の炭化物少量混じる。

A' A 

2 lOYR 3/4暗禍色土

組、しまりやや悪い、粘性なし、 ゆ 2~3mmの燈色スコリア少量含み、ゐ 2~
3mmの炭化物少量混じる。

も~Ò
1も号 、，

ぺゆ色

柏、
{¥' 259.2伐司

3 lOYR 3/4暗褐色土
やや粗、しまり良、粘性なし、 φ2~3mmの俊色スコリア少量含む。

4 lOYR 3/4晴褐色土
組、しまり良、粘性僅かに有り、中2..........3mmの俊色スコリア少量含む。

510YR3/4暗褐色土

細かく、しまり良、粘性なし、 。 2~-3mmの燈色スコリア極少量含ù'。

6 7，5YR P音褐色土
粗、しまり良、粘性僅かに有り、 φ5mmの俊色スコリア優少量k含む。

A 

36号土坑

1 IOYR 3/4暗褐色土

0..."""ぐぐぐ非常に粗、 しまり悪い、粘性なし、 申 2~3mmの燈色スコリア含み、 ゆ 5mm
οぐο〉ふ〈の仙石スコリア含み、白色パミス少量含む。

~"" 2 IOYR 3/4暗褐色土
占ヘ、組、しまり悪い、粘性なし、<þ 2~3mmの燈色スコリア含み、白色ノ号ミス少盤

含み、 φ2~3mmの炭化物少量混じる。

量

斗

_t;_ 三三ヨム

⑧ 
36号

F6f Pd 

F6i F7g 3 lOYE 3/3暗褐色土

非常に粗、しまり悪い、粘性なし。

4 IOYR 3/3 P音偽色土
粗、 しまり惑い、 粘性なし、 や 2~3mmの燈色スコリア少量含む。。

4 
A' 259“h 

IIn 

土坑 (8) 縄文時代
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縄文時代の遺構と遺物第5章

ε
虫、

一回
N

回

⑧
時

E18b E18c 

帥十附

i ム

1号土坑

1 10YR 3/4暗褐色士
やや粗、しまりやや悪い、 φ5mmの褐色スコリア多く含む。 FB相当。

2 7.5YR 4/4褐色土
やや粗、しまりやや悪い、 申 2~3mmの後色スコリア少量含む。
YLの崩落土かつ

3 10YR 4/4褐色土

組、しまり非常に悪い、ゆ5mmの褐色スコリアを多く含む。 YL相当。

4 7.5YR 4/4褐色土

粗、しまり悪い、 申5mmの褐色スコリア含む。 YL相当。

5 7.5YR 4/4褐色土
粗、しまり悪い、申5mmの褐色スコリア極少量含む。 YL相当。

6 IOYR 3/4暗偽色土
粗、しまり悪い、<p5mmの褐色スコリア少量含む。

A' 251. 4抽ム

や、

"S~ )(岳、

l'" 

仁王 土三コ

⑮ 
42号

i 

⑧ 
46号

ム

A' A 

_K_261.2伽ム

42号士坑

1 10YR 3/4 P音褐色土

やや粗、 しまり良、 粘性なし、 φ2~3mmの燈色スコリア含み、白色
パミス含む。

A' 260.0伽A 

2 IOYR 3/4 11音褐色土
組、しまり良、粘性なし、 中 2~3mmの燈色スコリア少量含む。

3 IOYR a音褐色士
粗、しまりやや悪い、 粘性なし、中2..........3mmの燈色スコリア少量含

む。

2 10YR 3/3暗褐色土
やや粗、しまり良、粘性なし、申 2~3mmの燈色スコリア少量含む。 FB相当。

4 IOYR 3/3晴褐色土
粗、 しまり良、 粘性なし、 <p 2~3mmの燈色スコリア少量含む。

3 7.5YR 3/4暗褐色土

組、しまり良、粘性なし、ゆ5mmの燈色スコリア少量含む。

4 10YR 4/4掲色土

組、しまり良、粘性僅かに有り、中5mmの俊色スコリア少量含む。

1m 。

土坑 (9) 縄文時代
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第5章縄文時代の遺構と遺物

⑧ 

ム

⑨ 
、匂d当、 ‘A F 

28号 志木
4dF 、

喜
N 

39号土坑
1 7.5YR 3/4暗褐色土

やや粗、しまり良、粘性なし、ゅ 2~3mmの俊色スコリア多く含み、白色パミス、

ゆ5mmの仙石スコリア少量含む。

2 7.5YR 3/4暗褐色土

組、しまり懇い、粘性なし、中 5mmの仙石スコリア少量含む。

3 7.5YR 3/4暗褐色土
粗、しまり悪い、粘性やや有り。

~一一一一一一-----ー
A 「一一¥ー「 A' 

~一一一一一一一/
A A' 161.3伽

FB 

ZN 

YLU 

'Lsl 

YLM 

YLs1 

YLL 

28号土坑

1 10YR 3/4暗褐色土 8 lOYR 3/4暗褐色土

組、しま り悪い、粘性なし、中 2~3mmの燈色スコリア多く含み、ゆ 5mmの仙石 非常に粗、しまり非常に悪い、粘性なし、申5酬の仙石スコリア少量含む。
スコリア多く含み、白色パミス少量含み、 5~10mmの炭化物粒多く混じる。

9 10YR 3/4暗褐色土
27.5YR3/4晴褐色土 組、しまり悪い、粘性やや有り、 .p5酬の仙石スコリア少量含む。
粗、しまり良、粘性なし、申 2~31聞の鐙色スコリア少量含み、 .p 5剛の仙石ス
コリア含む。 1010YR 3/4暗偽色土

非常に組、しまり悪い、粘性強、申5mmの仙石スコリア少量含む。
3 7.5YR 4/4掲色土

粗、しまり良、粘性僅かに宿り、中 2~3mmの慢色スコリア少量含み、 中 5~ 10mm 11 10YR 3/4暗褐色土

の仙石スコリア含む。 非常に穂、しまり悪い、粘性やや有り 、中5酬の仙石スコリア含む。

4 7.5YR 4/4褐色土 12 lOYR 3/4暗悩色土
粗、しまりやや悪い、粘性僅かに有り、申 5~lOmmの仙石スコリア含む。 やや組、しま り悪い、粘性強、 .p5mmの仙石スコ リア少量含む。

5 7.5YR 4/4縄色土 13 lOYR 3/4暗褐色土
非常に粗、 しまり悪い、 粘性なし、申5~IOmmのイ111石スコリア含む。 粗、しまり悪い、粘性強、申5酬の仙石スコリア少畳含む。

6 10YR 3/4晴偽色土 14 7.5YR 4/4褐色土
やや組、しまり良、粘性なし、品 2~3酬の縫色スコリア極少量含む。 粗、しまり悪い、粘性強、中5n胴の仙石スコリア含む。

7 10YR 3/4暗褐色土 15 7.5YR 4/4褐色土
粗、しまり悪い、粘性僅かに有り 、 中 5~10mmの仙石スコ リア含む。 やや粗い、しまり惑い、粘性やや有り、中5聞の仙石スコリア少量含む。

o 1m 

第135図 縄文時代 土坑 (10)
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⑨ 
p 
sQ' 

%メメ弘

匂ぅ
35号

匡
O
門

~ cc;τコ-G主
吋

ム

⑥ 
44号

叶

ム ) 
4 

的r

_1 /(7g 
J6c I、

J7. 

ム

44号土坑

1 lOYR 3/4 s音禍色土

細かく、 しまり良、粘性なし、中 2~3mmの燈色スコリア少量含み、 中 2~
lOmmの炭化物混じる。

2 lOYR 3/4 s音褐色土
やや粗、 しまり良、粘性なし、 中 2~3mmの俊色スコリア少量含み、申 2~
lOmmの炭化物混じる。

3 lOYR 3/4暗偽色土

細かく、しまり良、粘性なし、 ゆ 2~3mmの燈色スコリア極少量含み、申 2~
3mmの炭化物極少畳混じる。

第 5章縄文時代の遺構と遺物

35号土坑
1 lOYR 4/4褐色土
非常に粗、しまり悪い、粘性なし、申 2~3mmの後色スコリア、 ゆ 5mm
の仙石スコリア、白色ノ号ミス多く含む。

2 lOYR 4/4褐色土

組、しまり惑い、粘性なし、4> 2~3mmの燈色スコリア少量含む。

3 lOYR 3/4暗褐色土
粗、しまり悪い、粘性なし、 中 2~3mmの燈色スコリア少量含む。

410YR4/4褐色土
非常に粗、しまり悪い、 粘性なし、申 2~3mmの燈色スコリア少量含
む。

5 lOYR 3/4暗褐色土

やや粗、しまり良、粘性なし、 ゅ 2~3mmの俊色スコリア少量含む。

喜
門

S 
N 

A' 

A' 260.3伽

5 lOYR 3/4階絹色土

やや粗、しまり良、粘性やや有り、中 2~3mmの俊色スコリア極少量含み、 中 2
~lOmmの炭化物少量混じる。

6 lOYR 3/4暗褐色土
粗、しまり良、粘性有り、 中 2~3mmの燈色スコリア極少量含み、中 2~lOmm
の炭化物少量混じる。

7 7，5YR 3/4暗褐色土

粗、しまり良、粘性有り、 φ2~3mmの燈色スコリア極少量含む。

8 lOYR 3/4暗褐色土
4 lOYR 3/4 s膏禍色土 粗、しまり良、粘性強、 ゆ 2~3mmの笹色スコリア極少量含む。
細かく、しまり良、粘性やや有り、申 2~3mmの燈色スコリア極少量含み、 中20 1m
~3mmの炭化物極少量混じる。

第136図縄文時代土坑 (11)
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第 6主主 時期不明の土坑

第 6章時期不明の土坑

縄文時代以外の土坑は総数17基で、ある。殆どが円形を呈している。これらの土坑は、縄文時代のもの

とは異なり、掘り込み面がKU上部からSNZにあり、円形で浅く、揺り鉢状になるものが多い。しかし、

KUにあるものは掘り込み面が不明確になることも多く、しばしば縄文時代のものと区別が暖昧になる

こともあるため、時期の判別は必ずしも容易ではない。

時期不明土坑の多くは調査区の中央部、西から東へ尾根が急速に細くなる括れ部分、その南側斜面の

落ち際にあり、調査区西部の平坦面に集中していた縄文時代の土坑とは、立地のうえでも対照的な分布

を示している(第137図)。

3号(第138図) F14グリッドに分布し、 KGPで掘り込み面が検出された。円形を呈する。

4号(第138図) F14グリッドに分布し、 KGPで掘り込み面が検出された。円形を呈する。

6号(第138図) H14グリッドに分布し、 KGPで掘り込み面が検出された。円形を呈する。

7号(第138図) G11グリッドに分布し、 KGPで掘り込み面が検出された。円形を呈する。

9号(第139図) G11グリッドに分布し、 KGPで掘り込み面が検出された。円形を呈する。

10号(第139図) G10グリッドに分布し、 KGPで掘り込み面が検出された。円形を呈する。

11号(第139図) G10グリッドに分布し、 KGPで掘り込み面が検出された。 円形を呈する。

12号(第139図) H12グリッドに分布し、 KGPで掘り込み面が検出された。円形を呈する。

15号(第140図) G12グリッドに分布し、 KUで掘り込み面が検出された。 円形を呈する。

16号(第140図) G12グリッドに分布し、 KUで掘り込み面が検出された。円形を呈する。

23号(第140図) J 2グリッドに分布し、 NSCで掘り込み面が検出された。円形を呈する。

25号(第140図) 09グリ ッドに分布し、 KGPで掘り込み面が検出された。円形を呈する。

26号(第141図) G 6グリッドに分布し、 KGPで掘り込み面が検出された。円形を呈する。

38号(第141図) J10グリッドに分布し、 KGPで掘り込み面が検出された。 円形を呈する。

8号(第141図) G 11グリッドに分布し、 KGPで掘り込み面が検出された。不整円形を呈する。

14号(第141図) G13j14グリッドに分布し、KUで掘り込み面が検出された。隅丸長方形を呈する。覆

土から19世紀以降と推測される陶磁器片が l点出土した。

13号(第141図) Gllグリッドに分布し、 KGPで掘り込み面が検出された。楕円形を呈する。
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第6i'，i 時期不明の土坑

⑧ 

d、
〆三

A、、r
〆}

守×うj

'" '. / 
寄

そあ
4号

バノ、d〆t 

~O K 
φ 市〉ぐ

~({J) K ι1F V dノn 手

3号

ム A' 255.80. 

務弱~勿労ううル~

3号土坑

1 lOYR 4/4褐色土

粗、しまり良、 や 2~3mmの俊色スコリア含み、申 lOmmの仙石スコリア

少量含み、申 2~3mmの炭化物少量混じる。

4号土坑

1 lOYR 4/4褐色土
粗、しまり良、申2~3mmの後色スコリア含み、申lOmmの仙石スコリア少量含

み、中2~3mmの炭化物少量混じる。

⑧ 
6号

τ又
ヨ色 、5.，
Kρ 

' ムで¢
〆

~.二 P
少 。
P ... 

⑧ 
7号

A A' 

A A' 

ロムP
A
5

0
J
'
m
w
lド
t

-

O
A
4
0
 

0
J
J
b
 

258.2伽 A A' 

毎初~ 疹示弱務

6号土坑

1 IOYR 4/4褐色土

粗、 しま り良、中 2~3叩の燈色スコ リ ア含み、 仙石スコ リ ア含み、

申 2~3mmの炭化物粒少量混じる。

2 lOYR 4/4縄色土

粗、しま り良、1>2~3mmの燈色スコ リ ア含む。

7号土坑

1 IOYR 4/4褐色土

組、しまり良、ゆ 2~3聞の燈色スコリア含み、 申 lOmmの仙石スコ リ
ア少量含み、申 2~3mmの炭化物粒少量混じる。

。 1m 

第138図時期不明土坑(1 ) 
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第6章時期不明の土坑

⑧ 
9号

O
A
A
C
 

p
d
J
mw

-一

4
2
4
9

0
d
，
岱

i ム

主← A' 158.21ln 

広み~
9号土坑

1 10YR 4/4褐色士

粗、しまり良、中 2~3酬の燈色スコリア含み、 q， 10mmの仙石スコ リ

ア少量含み、ゐ 2~3mmの炭化物少訟混じる。

⑧ 
11号

A 

白、
。、

A' 

J
「

e
z

町
、
『
均

_A_ A' 258.00m 

あ 揚揚
11号土坑

1 10YR 4/4褐色ゴニ

粗、しまり 良、申 2'~3酬の軽量色スコリ ア多く含み、中 10mmの仙石ス
コリ ア少量含み、ゆ 2~3剛の炭化物少量混じる。

2 10YR 4/4褐色土

組、しまり良、申 2~3mmの俊色スコリア含み、 ゆ 10mmの仙石ス コ リ
ア少量含み、申 2~3mmの炭化物少垂混じる。

⑧ 

主
宮

包
容
'
川

d

包
O
調

。J
0
・w

10号

ム ム

ム " 258.4加

説弱易易
10号土坑

1 10YR 4/4褐色土

粗、しま り 良、中 2~3mmの燈色スコ リア多く 含み、

申lOmmの仙石ス コ リ ア少量含み、 中 2~3mmの炭化物少量混じる。

2 lOYR 4/4褐色土
粗、しま り 良、 中 2~3mmの燈色スコ リ ア多く含み、
中 10mmの仙石スコ リ ア少量含み、申 2~3mmの炭化物少量混じる

⑧ 
12号

z エ-同世
".‘w u 

Z
-同
時

十三
M
-

A 

〔コ
A' 

ム _K_ 257.00m 

ゑ弱初
12号土坑

1 10YR 4/4褐色土

やや粗、 しまり良、申 2~3聞の糧色ス コ リア少量含む。

2 10YR 4/4褐色土
組、しまり良、 や 2~3酬の燈色スコリア含み、 ゆ 10醐の仙石スコリ
ア少量含み、ゆ 2~3酬の炭化物少量混じる。

。 1m 

第139図時期不明土坑(2 ) 
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第6翠時期不明の土坑

⑧ ⑧ 

ロd

U司
M
U

G
-同

ω

F
一
ロ
-
同
0

0
4
H
ι
 

15号 16号
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ア少量含み、中 2~3mmの炭化物少量混じる。

16号土坑

1 10YR 4/4禍色士
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量含む。
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粗、しまり 良、粘性なし、 中 2~3酬の燈色スコリア多く含み、
φlmmの仙石スコリア含み、中5mmの砂沢スコリア少量含み、

白色パミス含み、中 2~3mmの炭化物少量混じる。

。 1m 

第140図 時期不明土坑 (3)
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2 7，5YR 3/4暗掲全土
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38号土坑

1 10YR 3/4暗褐色土
組、 しまり良、粘性なし、 申 2~3mmの侵色スコ リ ア含み、白色パ ミ
ス含み、中5酬の仙石スコリア少量含む。
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。 1m 

第141図時期不明土坑 (4)
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第 7章まとめ

後期旧石器時代後半期から縄文時代草創期の石器群とその評価

本遺跡では、後期旧石器時代後半期に帰属する 4枚の文化層と縄文時代草創期に帰属する石器群を確

認し、縄文時代早期から中期に帰属する可能性の高い石器群(第142図)および土器群と各種の遺構群

を検問した。

旧石器時代各文化層および縄文時代遺構・造物の詳細な内容に関しては各章を参照願うとして、本章

では、各章で不足していた事項、特に石器群内容に関して追補するとともに、それぞれについての評価

をイ寸すことにしたい。

愛鷹箱根地域の後期旧石器時代石器群編年は、大略5期に区分されている。その第 l期と第 2期は

ATパミス包含層準(ニセローム下部)の下位にあり、第3期から第 5期が同上位にある。この 5期区

分は研究者間で概ね共有されおり、それを基礎に最近提出された高尾好之 (2006)の編年はその代表例

といえる。そのほかにも重要な諸見解があるので、これらも適宜参照する。

高尾(前掲)は第3期をa/b/c段階に細分し、笹原千賀子 (2004)が寺林遺跡の報告に伴って提起し

た rc'段階J を加える案を肯定的に とらえている。次の第4期については、高尾は前半と後半とに分割

し、中村雄紀 (2005・2006)は第 3期を前半と後半に 2分して、さらに前半と後半のそれぞれについて

古相と新相に細分し、都合4段階を想定している。高尾と中村の編年は共に第3期を 4段階、第4期を

2段階に区分する点でよく 類似するが、編年の指標となる遺跡(石器群)の包含層準や集中部の取り扱

いや、更なる段階細分にしばしば歩み寄りがたい相違がみられるので、同じには扱えない。しかしなが

ら、これらの編年によく 「砂川期」などの呼称が引用されていることからも分かるように、愛鷹箱根編

年は基本的に武蔵野編年等を念頭にして構築されており、したがって、おおよそ次のような対応関係を

想定することも可能と思われる。

基本層序 愛鷹箱根編年 武蔵野台地の編年

BBI-SCI 第3期a段階 V層下部段階

BBO-YLL 第3期b段階 V層上部-IV層下部古段階

YLL-YLM 第3期c段階 V層上部-IV層下部新段階

第3期 c'段階 V層上部-IV層下部最新段階

YLM-YLU 第4期前半 IIb期前半 u砂川期J)

YLU 第4期後半 IIb期後半(ナイフ形石器群「終末期J)

基本層序と石器群編年の対応はもちろん厳密なものではない。しかし、周辺地域を含めた対比でも概

ね支持されているようにみうけられるので、本遺跡の各文化層の位置づけについても援用してみたい。

(1 ) 第 l文化層の石器群

第 I文化層は第 I黒色帯から第 lスコリア帯 (BBI-SCI)で検出された石器群である。諏訪星ヶ台産

黒曜石製の小型剥片と砕片、ガラス質黒色安山岩製の剥片が検出された。どちらも消費途中にあった石

材を限定的に消費して残されたものである。検出された石器は、黒曜石製が相対的に小さく、安山岩製
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第142図 老平遺跡における旧石器時代から縄文時代の石器群編年
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にとって

だが、神樟島態馳島産黒曜石に対応する。このような関傑は各若器群が背景とする行動特性が反映した

結果とみられるが、それはどういうことか。以下では、この4者にわけて検討する。

① 小型剥片製芯器群

素材を横に用いる剖が多く、二鱒縁を二次加工して斜刃を残すものが多い。全体形状は台形や三角形

の幾何形を呈するタイプと基部の片側が内湾する切出静を呈するタイプがある(両者は連続性をもつの

で、分額名称はとりあえず切出形荷器に一括した)。一般に、このような小型剥片製右器群は石刃石器

群や両面体石器群にくらべて優宜牲の高い、つまり石器の場当たり的な消費行動によって特徴つ令けられ

ると見なされており、形態的に細かな変異のあるものを多く舎む。かえしの持いたものまどは異なる機

1回
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能をもっ道具としてっ くり分けられたものに違いないが、微妙な変異がとくに付度されているようには

見えないものが多い。

本遺跡の小型剥片製石器群もおそらく基本的にそのような行動によって特徴づけられると推測される。

しかしながら、出土状況は明らかに素材剥片ないし製品の持ち込みを支持しており、場当たり的行動特

性とは相反するかのような、寧ろ管理的な道具扱いを想起させる。遊動域内の特定地点への原石搬入な

いし一括消費と、その他の作業地点への個別石器の持ち込みが特徴となるのは 4期後半の様相に特徴的

とされている(中村前掲)。このような行動は、中部高地産黒曜石製石刃製石器群や両面体石器群によ

くみられるが、小型剥片製石器群にもそうした作用が及んでいるのかもしれない。

② 石刃製石器群

石刃製石器群 に こでは縦長剥片製もそう呼んでおく)は背部加工ナイフ形石器が主体である。諏訪

星ヶ台産黒曜石製が主体で、細身の小型品と涙滴形の中型品が2点ずつ出土した。これに水品製が l点

加わる。注目すべきは、縦長剥片を素材として魚鱗状の二次加工で整形する涙滴形のナイフ形石器(第

27図26)である。 この石器と似たナイフ形石器が調査区の東部D19グリッドで検出されている(同図

24)。後者の整形には、魚鱗状剥離ではなく、素材を切り取る急斜度剥離が採用されているが、全体形

状は涙滴形を呈する。他の石器を殆ど伴わないので具体的な関連は不明と調わざるをえないが、石槍と

推定される両者の聞に背部加工から両面加工への変換を読み取るのは不可能で‘はない。ともに諏訪星ヶ

台産であることは、 この変換が彼の地で媒介されたことを暗示する。このような涙滴形を呈する特徴が

あるナイフ形石器は第4期後半に特徴的とされている。

③ 尖頭器石器群

尖頭器石器群には、諏訪星ヶ台産黒曜石製の小型品がl点 (25)、ガラス質黒色安山岩製 l点 (27)、

ホルンフェルス製 l点 (28)がある。後 2者は相対的にサイズが大きい。諏訪星ヶ台産黒曜石製とガラ

ス質黒色安山岩製は第W文化層石器群の集中域に比較的近 くに分布していたが、ホルンフェルス製の尖

頭器は遠くはなれて検出されていたので、遺棄/廃棄に至る経緯は異なっていた可能性が高い。ただし、

3点はそれぞれ同一母岩が見当たらない単体資料であり、共伴関係を勘案できる情報は殆どない。

愛鷹箱根地域における尖頭器石器群の具体的様相はまだよくわからない部分が多い。主要な包含層準

は休場層中部から上部 (YLM-YLU)にあるが、縄文時代草創期の尖頭器石器群がその直上層である

漸移層から富士黒色土層 (ZN-FB)に包含されるため、境界域にあたるZNとその上下で旧石器時代と

縄文時代の尖頭器石器群が混在し、時期判別が難しいことも理由の一つである。

現在の資料による限り、愛鷹箱根地域で最も深いところから出土したとされる尖頭器石器群は、西大

曲遺跡 I'文化層と、磯群が休場層直下黒色帯ないし休場層下部 (BB0 -YLL)で検出された寺林遺跡

第回文化層(笹原2003)であり、ともに第3期後半という位置づけがなされている(中村前掲)。西大

曲遺跡では信州系黒曜石製 I点、寺林遺跡では流紋岩製と信州系黒曜石製が l点ず、つ組成する。少ない

資料ながら、尖頭器の消費石材に信州系黒曜石がよく利用される傾向は指摘しうる。

第 3期の遺跡に尖頭器が組成される事例は極めて少なく、より一般的に認められるのは休場層中部か

ら上部 (YLM-YLU)に包含される石器群である第4期、そのなかでも後半期になってからである。

老平遺跡の第N文化層は磯群を含めて休場層上部に包含され、同中部 (YLM)の下部を底面とする第

田文化層の礁群と明らかな層位差があった。この点から、まず、第4期の中でも比較的新しい年代の石

器群である可能性が考慮される。

④ 細石刃石器群

4点提示しておいたが、 全て同質のものというわけではない。水晶製 (28)のものは、ナイフ形石器

(23)の生産に関連するもので、その素材と同様に小型石刃の量産に伴うものと思われ、押圧剥離によ

-184-
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る組織的な細石刃石器群とは異なる。中部高地産に類似する35と37もそれに近いだろう。他方、神津島

恩馳島産黒曜石製は、背面に残る数条の平行剥離痕から、組織的な細石刃生産であることは明らかであ

る。当地域の細石刃石器群の石材が神津島恩馳島産に著しく偏ることは既に周知の如くであり、これに

よく合致している。

以上、第N文化層の石器群を生産過程に応じて大別し、それぞれについて概観した。まず本文化層は、

愛鷹箱根地域の基本層序のYLUを主要な包含層として、 YLMとは年代が異なることが確認された。ま

た、伊豆箱根産黒曜石を中心石材とする小型剥片製石器群が主体を占め、これに中部高地産黒曜石を中

心とする石刃製石器群が伴い、中部高地産を含む両面加工尖頭器が付加された状況が看取された。神津

島産黒曜石の細石刃は、少なすぎて分からないが、少なくともナイフ形石器群との共伴は不確実なので、

ここでは控除しておこう。

従来から謂われているように、第4期後半の石器群は遺跡聞の変異が大きく、上記①，②，③は遺跡に

よって比率が異なっていることが多い。これらの変異をそのまま時期的な変他として捉える考えもが提

示されているが、 いまのところそれを保証するに十分な根拠はみあたらない。

ここでの結論としては、 包含層準と、 小型剥片製石器群の運用形態の特徴、涙滴形ナイフ形石器と両

面加工尖頭器の特徴から、第4期後半に帰属するものと理解しておく 。

(5) 縄文時代草創期

縄文時代草創期の石器群は従来、富士黒色土層 (FB)が主要な包含層準とみなされてきたが、老平

遺跡の近くに立地する下ノ大窪遺跡と{弗ヶ尾遺跡で漸移層 (ZN)に包含されることが確認されており、

本遺跡でも共通の傾向が捉えられた。また、後出の早期土器群をみると、その包含層はFBを中心と し

てKUに及ぶ例は枚挙にいとまがないが、しかし逆にZNに包含される例は皆無に近いこと もわかって

きた。このことから、少なくとも愛鷹山東麓の裾野市域ではZNに縄文草創期、 FB以上を中心に縄文早

般f 〆/ ロ台石 (FB)

，/ 十 / 

134 

152 

マ喜一 く////一一九 三込L

135 

141 
穂高織は刷用

1/125 2nl 
ヒ二二二二=二二二コ

第143図 縄文時代草創期の石器集中



133 YLU 

5 ZN 

く〉
6 YLU 

第7務ま とめ

臨時脚騨

くこ〉

島崎
品
麟
砂
川

可qeヲ
くコ 138 YLU-YLU 132 YLU 

134 YLU 

乙二〉亡二コ

141 ZII 

「づ 10cm 

第144図縄文時代草創期の石器群
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期の遺構・遺物が包含されるものと理解することができる。裾野市域の土壌は沼津市域よりも厚く堆積

していることに注意されたい。

本遺跡では、こうした背景を考慮して、 ZNとその上下に堆積するFBおよびYLUに包含される石器

群、とくに有舌尖頭器の出土地点に近い石器群について、その包含層準を隈無く検査し、 縄文草創期に

帰属する可能性の高い15点の石器群を抽出する ことができた(第144図。石器の番号は第 5章の掲載番

号と同じで、アルファベットは検出層をあらわす)。

抽出した草創期石器群の内訳は、有舌尖頭器4点(第144図 1-4)、尖頭器3点(5 -7 )、打製石斧

l点(134)、削器 2点 (132/133)、微細剥離痕剥片 I点(135)、剥片 l点(138の一部)、砕片 l点、石

核 l点(138の一部)、砥石 l点(152)、礁器 I点(141)である。検出層準は、 YLUが10点、 ZNがS

点、 FBが l点である。このうち砕片 l点を除く 14点を第144図に掲示する。

YLUで検出された石器集中 l箇所(第143図)を第W文化層ではなく草創期に帰属させたのは、有舌

尖頭器がZNを主要な包含層準とし、 YLUに及ぶことが明らかにされたうえ、その構成内容に打製石斧、

砥石、魚鱗状剥離で調整する尖頭削器 (133)、両極剥離による小型剥片生産を示す接合資料(138) と

いった、愛鷹・ 箱根地域における後期旧石器時代後半期の一般性とは異質な石器群が含まれていたから

である。

現在、愛鷹箱根地域で発見されている草創期の遺跡は数十箇所と推測されるが、このうち住居祉が発

見されたのは葛原沢第W遺跡と大鹿窪遺跡の 2遺跡しかない。 この 2遺跡を除くと、土器の出土した遺

跡が数箇所あるほかは、ほぼ全て有舌尖頭器を含む尖頭器石器群の出土遺跡である。 石器群の動態は移

動・居住の実態に接近するために不可欠であることはいまさら謂うまでもないが、しかし石器製作過程

を跡づけられるような材料はまだまだ不十分な状況にあることは否めない。我々に課せられていること

はまずこのような基本的な現象を説明することであり、そのためには今後も該期の単位的な石器群の地

道な抽出と蓄積が肝要となろう。老平遺跡の上述の石器群は草創期の単位石器群のひとつにすぎないが、

将来を見据えれば住居跡の検出に偏重しない今後の研究に与するはずである。
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注

1.黒曜石産地

2.文化層

3.接合番号

掲載遺構属性表

掲載遺物属性表

望月明彦氏の蛍光X線分析にも とづく。産地名の 「群」は省略した。

， 1 Jから 'NJは旧石器時代の文化層。

「草創期』は縄文時代草創期の可能性が高いもの。

「縄文J は縄文時代であるが時期の分からないもの。

接合資料の番号。礁の接合番号とその他の石器の接合番号は連番。



表27 磯群属性

表28 集石属性

遺梅番号 グリッド

l号 E5 

2号 K/L9 

。3fJ 020 

4号 0/E20 

5号 G/HI2 

6号 G12 

7号 F14!l5 

B号 FI5 

9号 GI3 

ト-54020 

J/K2 

12号 E/F6 

13号 0/E6 

14号 07 

15号 08 

16号 F5 

17号 F/G8 

18号 H6/7 

i9号 F/G9 

20号 J/K7 

21号 16 

22号 L5 

23号 M8 

24号 Gl0 

25号 19 

26号 K9 

27号 19 

一回一ー22ー89一号号一『ーョ寸ー」! D明
J6 

30号 J8/9 

31 号 19 

32号 17 

33号 J8 

グリッド

K5 

C7 

K6/7 

検出層位

KU 

KGP 

FB-KU 

FB-KU 

KU 

KU 

FB 

FB 

FB 

FB-KU 

FB 

KU 

KU 

KU 

KU 

KU 

KU 

KU 

KU 

KU 

FB-KU 

KU 

KU 

KU 

KU 

KU 

FB 

FB 

FB 

FB-KU 

FB 

FB 

FB 

平面形態 主軸方位

不盤梢門 西北西

柵円 北京

栴円 北京

不盤円 東

円

不艶円

構円 北北東

文化眉

IV 

IV 

m 

.大畏
(m) 

1. 25 

0.86 

0.75 

0.94 

0.90 

1. 06 

1. 22 

一 191

構成疎数

20 

11大舗 .大深
(m) (m) 

0.90 0.13 

0.60 0.12 

0.52 0.07 

0.94 0.0055 

0.86 0.25 

0.95 0.18 

1.04 0.31 

掲載遺構属性表掲~遺物属性表

出土遺物数

石総2

構成機数 出土遺物数

20 

34 

29 

21 

18 

11 

107 

9 石密8

11 

17 

6 

24 石総 l

11 石照4

25 

31 石器3

11 

212 石総2 土錯55

6 

25 

112 石器 l

125 石部 l 土昔話l

19 

39 

5 石告書l

37 石器時l 土鍛3

63 

40 

19 石器時l

5 石総3

14 

6 土保2

151 炭化物l

22 土告書2



掲載遺構属性表掲載遺物属性表

表29 土坑属性(縄文時代)

遺糟番号 グリッド 検出眉位

l号 EI8 YLU 

2号 EI7 YLU 

5号 D21 YLU 

17号 HII KGP 

18号 112 YLU 

20号 GII YLU 

山4ニム;口コ GI2 YLU 

22号 JII YLU 

24号 12/3 KU 

27号 H4 lくじ

28号 K5 KU 

29号 D/E8 KU 

30号 J3 FB 
トー

31号 GI ZN 

32号 H2 YLU 

33号 13 YLU 

34号 12/3 YLU 

35号 F6 KU 

36号 F7 KU 

37号 H6/7 iくU
トー一

39号 17 FB 

40号 14 YLU 

41号 J5 YLU 

42号 J/K5 YLU 

43号 L5/6 YLU 

44号 K6/7 ZN 

45号 Iく7 ZN 

46号 1!J7 FB 

47号 K8/9 YLU 

表30 土坑属性(時期不明)

平面形態 主輸方位

問丸長方形 西

隅丸畏方形 凶北西

楠円形 西北西

円形

11'1門形 西北西

門形

楕円形 西

隅丸方形 北北西

隅丸長方形 北北京

隣丸畏方形 西北西

胴丸畏方形 北北西

隅丸長方形 北東

楠円形 西北西

情円形 北西

隅丸長方形 北京

円形

円形 西北西

隅丸長方形 東北京

隅丸長方形 四

間丸町形 | 西北西

隅丸長方形 北北京

間丸長方形 北西

隅丸畏方形 北西

隅丸長方形 西北西

術円形 lI! 

術円形 東北京

円形

隅丸畏方形 西

隅丸長方形 西北西

遺構番号 グリッド 検出層位 平面形態

3号 FI4 KGP 円?信

4号 FI4 KGP 円売予

6号 HI4 KGP 円形

7号 Gll KGP 円形

8号 GII KGP 不整円形

9号 G11 IくGP 円形

10号 GIO KGP 円形

II号 GIO KGP 円形

12号 HI2 KGP 円形

13号 GII KGP 栴円形

14号 G13/l4 KU 隔丸長方形

15号 GI2 KU 円形

16号 GI2 KU 円形

23号 J2 NSC 円形

25号 09 KGP 円形

26号 G6 KGP 円形

38号 JIO IくGP 円形

11大畏 愚大幅
小穴数 出土濯物数

(m) (m) (m) 

2.80 1.06 1. 56 4 

2.15 1. 91 2.16 

1. 55 0.88 0.23 

1. 21 1. 18 1. 30 」
1.48 0.80 0.58 

1.06 1.00 0.26 

1. 45 0.69 0.55 際 l

2.07 2.01 0.35 

1. 82 0.49 0.85 日曜l

1. 77 0.55 0.65 

i. 93 0.74 1. 56 

1. 89 0.54 O. II 4 土儲 2

2.03 1. 08 0.69 

1. 15 0.68 0.64 

1.86 0.83 0.88 

0.96 0.89 0.31 

0.87 0.63 0.45 

1. 68 0.42 0.76 5 

1. 48 0.46 0.50 5 

1. 60 0.46 0.50 5 

1. 43 0.43 0.64 7 

1. 66 0.52 0.77 

1. 88 0.54 1. 03 2 際 l

1. 83 0.56 1. 04 2 

1. 66 1. 00 1. 45 

1. 65 0.94 1. 41 際 l

1.47 1. 44 0.57 際9

1. 86 0.97 1. 40 2 型軽2

1. 76 0.75 l. 18 2 

主軸方位
最大畏 最大幅 .大深

出土遺物数
(m) (m) (m) 

0.91 0.81 O. II 

0.81 0.74 0.15 

0.96 0.90 0.26 
一一一

1.00 0.97 0.21 際 l

0.95 0.93 0.13 

1. 04 1. 03 0.29 

1.04 0.99 0.24 

1. 18 0.96 0.31 

0.84 0.81 0.21 

北北東 l. 24 0.62 0.23 

北北胤 1. 52 0.71 0.47 土器 l 際 l

0.94 0.91 0.10 

0.97 0.82 0.21 

0.97 0.5月 0.28 

0.85 0.83 0.12 

1. 10 1. 08 0.13 

1. 00 0.85 0.12 
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表31 掲載土器属性

揮番図号 燭醤眠号 時期 系統

351 1 早期 信f.，:、文

351 2 早期 盤糸文

351 3 早期 I!糸文

351 4 早期 E聖糸文

一333白5511 67S 州1ι1 早早ー鋼蜘

陸糸文

型E晶文

E室長、文

日 早期 密糸文

361 9 早期 I!糸文

一到361 10l早1明
陸糸文

11 早期 I!糸文

36 i 12早期 燃品ミ文

36J 13半期 I!糸文

一3五6下I 14早期
t望糸文

15早期 E聖糸文

38 i 16早期 縄文

Z3罰Ff 17柵

縄文

18早期 縄文

19早ITI民文

20早期 縄文

21 ♀出I鈍文

22早期 縄文

381 23早期 縄文明!縄文 2 醐 IKU 日開破片 1 ! i 7.5YR4川 前少、白色住持、昔、間子少雌痕 l血

381 24早即l縄文 I i 
38 i 25早期 縄文 | 
381 26早期 縄文 | 
381 27早期 縄文 | 
381 2:1 早期

お I 29♀聞l

l 認 I 30早期

認 I 31早期

381 32♀国1縄文 | 
ぉi____32 早期 縄文

381 34阜岬l
竺 主 一|

381 35 i早期 縄文

401 36串聞l沈車車文

主f~~~ 軸

沈線文

♀山l沈線文

早早期期
流録文

沈館文

早期 岬文 | 
早期 副法文

早期 沈録文

42 叫 早期 沈録文

431 45早期

立: 陪 |431 46早期

431 47♀期 沈録文

431 481'，1開I沈録文

431 49 1 'i1掴l沈ii文

431 50早期 沈純文

44 i 51早期 沈線文

441 52:早期 沈録文

441 53早期 沈線文

沈線文

F時
早期 沈録文

早期 沈線文

'i'ITI 沈線文

46 回阜由l

iコ461 59早即l

46 印 ♀期 沈純文

461 61 早期 沈a文

461 62早期 沈録文

48 臼 早期 最証l文 野町 l 深鉢
SY171 KU 口縁部1/4馴邸1/2 1 19.7131. 41 15YR5/日明非褐 石英、周石やや害、白色也月、晶一色色片敏笹才子子、・世少.、鼠.司E縫雄2笹f! i川1良且是

48 制 早ITI最能文 野町 l 深鉢 KU/FB ロ綾部1/8、刷節1/3 1 19.8131.41 1 15YR5/6明Z、褐 石英.聞石やや多、白色岩片、再

491 65 早期 条理i文 野島2 漂鉢 KU/F8 口Ulll!完存‘聞置ー揮生:圃 13.2113.81 1 17.5YR5/4にぷい褐 石英やや争、周石、白色罪一色岩 [|凪良
49 節 早山l長痕文 野町3 I i浬鉢

491 67 早期 最複文 野町ヨ 漂鉢

491 68 早期 条痕文 野島3 Ii揮鉢 |且

491 69 早期 条痕文 野tl3 深鉢

491 70 早期 条I!l文 野島3 深鉢 且

50 1 71 早期 条痕文 野山3 標跡 良

501 72 早期 条痕文

回 3 4J霊霊501 73 串間I担程宮 li山下層 l 片少雌痕 i且

切 74♀珂j最能文 ~:;山下周 ]

切 75早期 最痕文 穿山下層 l It少，雌痕 |且
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111hlzr言!?ヤムif 究内壁J1」ーニ一二主
521 771早期|綿文|州市1i糊 1 IKU 111:$2/3 i 4リ 14.415YR6/6担 |眠 、白色軒M 色岩村組制 i凪

日1781早期|条痕文|事山下麿21涜鉢1 IKU 同 銀部l

i 自主主:
561 821早期|条痕文1fT"!l げ軍鉢

回| 叫 早期|条痕文|打飽 1 同 鉢

日| 剖 |早期|条痕文|打舷 ょ 同五
561 釘 |早期|発痕文|打舷 j 滞鉢

可筋叫!い早則!ω量制痕文l同打崎飽l i一内判深糊州鉢削1 1い川K附U 1川川割制1lI¥川/83 山:21、一:一
571 釘1I早許則1;晶後鈍文l打鱈 1 ! ì滞軍鉢 I .. .._~ 占町

目 81邸Ij1期1f<摂文 打鯉 2 滞 鉢

1回| 回申期 荷額文 打m2 揮鉢

出昨出引削刊f1叩叩:1出出~目:1ii陸芸説出凱i陸陸主圭一:t:
j 叶 叫早棚期|締文判 |綿 文引 l 

州 制 |早期|粂摂文|量痕文2

ω1 951早期 |量償文|粂般文2
伺 1961早期 |最強文|晶慎文3
ω1 971早期|条痕文l揖痕文4
ω| 銘 |早期|その他|♀期その

印 1991早期|その他|早期その

ω1 !ω|早期|その他|早期その

日nI iOl 早閉その他早期そ巴

5日 l02早期その他早期そ町

ItHUlその他 it?5i::11:; 環器片 i 斗-'i一日 一一 一一向附

1 651 ¥団 側 j 上 妨 1糊 1FB 口開酎 1 1 15YR5(o嚇褐
一 一一1 65! i06前期 上 妨l |深川 IKU ロ縁部舷片 15YR5(6明赤禍

1 6511印 刷 11 iJ二妨 1 1深鉢1 IKU 闘酎 : i I ISYR5/6嚇褐 |石階、白色敏子少 |良
一 一 一-

I 65 日81棚 11 上 坊 1漂鉢I IKU i胴部舷}¥" 1 1 15YR5/日明赤縄 |石師、白色軒少 |良

同制計斗苛 慌ilz !:;;; 卜判 H町 民 |設立立 は
L竺111恒仰 上 坊2 恒守1 iKU 日制破片 i 1 15YR5(6明附 |石英少、白色、腕、#岨子 川

間市て一一一男子-富二とー!…片 I-'-j-'-'…一 ，~~~白子 守色 丹~T 干
ω! ¥141前期1 1上ノ幼2 探鉢

時 11151前期|竹菅文11111・61
叫 1161前期|竹智文|踏破bl い j

叫 1171前期 |竹智文|町Wb1 [;栗判

崎 11181削則|竹智文IOW6l 同 鉢 PFZ9
-;;-r;'0 ，曲刷 l肋量*，副理M 、 訂一

U~尚昆閣一
回|¥211前期|竹智文|館碩M 滞 鉢|

刷 1221附悶|竹智文|郡碩凶 同 跡|
一 一則 1231前田11竹管文|脂蔵凶 同 州

l241前期|竹智文|町磁63 1深鉢|

叶¥251001朋!縄文 111!!64 円引 戸[ .._.._巨唇豆画面仁亡i~]~G i:~=~===~~YR5;;i~~'IIl=-r亘;今町長F:白:芭戸----r
671 1お100肌l縄文 l騎aM 滞陣

671 1271前期|縄文 |路碩64 深跡

671 ¥犯 |前開1IJ1J文 |鯖嘩国 !深鉢

ω1 ¥291前期 |縄文 |附則縄文 11深鉢1 IKU 1廟下偲、底節1(4 1 
691 ¥301001011111文 |前期縄文11深鉢 1 IKU 1刷偲破片 | 1 1 i 
ωい311前期1111文 |前町11¥1文11深跡i 1 KU/FB 1底部破片 I 3.31 i 10.21 15YR5/6明赤筒 |石英非常に争、聞石、企賓母、白色、県色、赤色敏子 lu
ωい321前期|縄文 |附則縄文 11漂鉢1 1 KU 1底部1/6 i 3.01 11oけ 15YR5/6明赤禍 |石英非常にタ鵬石、企雲母、白色、鳳色出色粒子 !且

叫 lお |前期|縄文 |剛錦町 |融 (__!KU I晴醐H ! !j  !?川淵 !砿瓜醐弘佃母少 LE 
的11341附期|拠文 |前期縄文31漂鉢目

回 11351前期|その他|附 1その他11漂鉢

ω1 1361前期|その他|前期その他I1漂鉢

ω1 1371前期11その他|附即lその他21部鉢

ω1I叫前期|その他|前期その他2I漂鉢

741 1ぬ |中間11 1斬迎 |漂鉢

M1 1401中期1 斬迫 |深鉢

741 1411中期1 1麟内 1 1湾跡

符 11421中期1 1鵬内 1 1漂鉢

乃 11431中期1 1雄内2 1漂鉢

市 11441中則1 1厳内3 1深鉢

叫 l咽 |中期1 1雌内3 1深鉢

761 1461中1011 1脳内3 1深鉢

761 1471中期1 1雌削 |漂跡目 ド巴

;:l:::13i it lヱ|斗:ト→::z ! !! ! 日:ヱ::::::l:zz:::::;立一一一 うと
:12131 1::: !羽-十22:|説法一寸」二三円寸 ぺ:::公認 にと:tzzz 斗士
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掲載遺構属性表掲載遺物属性表

揮図 掲11
時期 系統 億体番号 11111 遺構 膚位 残存

残存高 口箆 底径 .大径
色園 胎土 焼民

番号 番号 (明) (団) (咽) (咽)

761 152 中期 .内5 深鉢 KGP 副部肢片 5YR5/6哨晶、筒 |石英やや事、輝石、金鍾母多 良

761 153 中期1 .内5 滞鉢 KGP 制限舷片 5YR5/5明部:褐 石英やや多.鳳石、金書母~ 良

751 154 中期 腸内5 滞鉢 KU/KGP 闘部1/3 5YR5/6明赤伺 石英やや争、郎石.童書母多 民

761 155 中期 邸内5 涜鉢 KU 底部1/2 1.5 7.0 5YR5/6明赤褐 百英やや争、・石、企掛母多

書22.3 771 156 中町1 脚内6 混鉢 KU!FB 口瞳幅完存i胴12/3.11革S周 15.3 8.1 5YR5/5 t毘 iE英、童書量母多、蝿石、白色、間色粒子

771 157 中間l縄文 中田!縄文l 深鉢 KU 口修部1/3 5YR6/5 ta i石英、輝石少

771 158 中期 縄文 中聞l縄文2 深鉢 KGP 園町邸舷片 5YR5/5明暗:伺 E英、・石、白色敬子'o-.金量暗11 iミ

771 159 中即l縄文 中間縄文2 t事鉢 KU 刷郎破片 5YR5/6明罪問 石英..石、白色佐子多、食雲母少 民

7i 1 160 中期 縄文 中田1縄文2 謀総 KGP 胴邸破片 5YR5/6明品、制 石英、廊石、白色粒子争、金量母少 血

771 161 中間l縄文 中岡I縄文3 滞鉢 :KU 刷傭厳片 5YR5/6明赤褐 石英'1>..石、金量母、白色佐子少 t込
771 162 中JUI縄文 中田i縄文3 深鉢 KU 制調破片 5YR5/5明亦禍 石英争、周干言、金量母、白色笹子少 n 
771 163 中期 縄文 中国l縄文3 漂n FB 働市般J:' 5YR5/5明#禍 百英争、鱒石、企書母、白色粒子少

三官
771 164 中期 縄文 中期間文3 t車鉢 KGP 胴部舷H 5YR5/6 I同意褐 石英歩、開石、壷軍母、白色粒子少

771 155 中期 縄文 中期縄文3 深鉢 KU 底部厳n 5YR5/6明療褐 石英争.輝石、金量母、白色笹子少

771 1師 中期 その他 中期その他 l 探鉢 KGP 底部1/4 2.0 

~~下
5YR6/5櫨 石英、輝石争、白色粒子

771 167 中間 その他 中期その他 l 探鉢 lくGP 底部蔽片 5YR6/6燈 石英鱒石争、白色敬子

771 168 中期 その他 中開lその他2 1軍陣 KGP 底部破片 5YR5/6明罪禍 石英、毎石、金書E母 且

n
w
d
 



掲載遺構属性表 掲載漬物属性表

表32 掲載石器属性(旧石器ー縄文時代)
帰国 燭飽

層位 穆橿 石材 皿・石直地
畏さ 帽 厚苫 重芭

文化圏
石器銀中

遺物置号 懐古番号 X鹿慣 Y座慣 Z座概番号 番号 (圃) {町) (圃) (0) ゲリッド
10 11881 剥片 ガラス賀瓜色安山岩 39.5 28.5 10.1 12.0 路48 ー叩430.130 356却。槌4 ぉ8.2ω
10 21881 刷H ガラス質鳳色安山明 51.1 57.5 17.3 36.9 部62 拙初 374 35621.088 258伺9
15 31 YLL 切Hl形石摺 鼎闘石 縮担1畑宿 24.5 16.5 4.5 1.6 11 F5 8鴎4 一鈎472.345 35阻)5.107 2羽 303
15 41 YLL ナイフ形石器 ホルン7エJレス 15.5 10.5 3.4 0.7 II ? 白河ヨ 叩473.B30 35613.578 258.219 
15 5 I YLL ナイフ形石器 ホルンプ エJレス 26.4 15.4 4.0 1.5 II 2 出泊7 開475.254 35610.4η 258.135 
15 61 YLL ナイフ形石罷 ホルンフ ェルス 37.7 17.7 7.3 1.7 11 2 筋OB 一冊474.7!J8 35611.296 Z碕 147
15 71 YLL ナイフ形石鵠 凪1・E 111肪畠ヶ台 75.5 26.2 9.0 13.4 II G5 8614 ←叫465.449 3印刷 182 お8.740
151 8 YLL ナイフffi石器 ホルンフ ェルス 37.1 21. 0 8. S 7.9 II 2 部10 軍)473.526 35610.203 258舵9
19 91YLM 石刃 ホルンフ ェルス 5..'1.5 24.6 10.0 14.7 凹 七日 お4 -90416制4 3弱42.931 お7.695
27 10lYLU 切出1存石嶋 胤臨石 桁恨制術 19.0 12.4 6.3 1.3 1V 5 部53 時叫187.866 35609.847 257.896 
27 111YLU 切出形石恕 凧聞石 箱根畑制 28.1 17.2 7.1 2.8 1V 15 8618 悌442.0宮5 3副知2.311 260.39官
27 1211.くU 切山形石rn H.I岨石 箱根畑筒 29.9 18.9 6.0 3.1 11' G14 1394 -904邸 368 3弱93.570 255.638 
27 131 KU 切出1胆石ll:l m臨石 来分析 26.8 22.5 6.2 4.0 N J8 52ω 田436悦拍 35635.160 259盟国
27 141YLU ナイフ形石，~ 関魁石 箱ll!畑1fi 20.4 15.5 4.7 1.1 1V G4 87ω 関4臼 183 35596.964 259.713 
27 151YLU ナイフ形石締 ~\岨石 桁恨畑府 25.0 12.8 4.2 1.0 1V C5 86日 一軍l502.972 35以)5.691 お6臼5
27 161YLU ナイ フ形石i揖 鳳岨石 箱恨畑Ti:I 26.7 17.0 8.2 3.0 1V G16 部∞ ー鈎464.732 35614ωl お8.873
271 17 ZN ナイフ形石器 皿1剛石 鞘般畑m 25.8 14.4 8.5 2.2 IV F5 5241 領)472.397 356∞ 522 お9.お8
271 18 YLU ナイフ形石棺 且i剛石 桁担4制的 19.0 14.5 4.5 1.2 1V F5 8659 一鈎475.029 35ω5.2制 2国 667
271 19 F8 ナイフ形石崎 日0・石 和問英嘗ライト 25.0 15.3 5.9 1.8 1V H7 8263 ー切453.347 35622.376 259.2凪
271 20 YLU ナイフ形石lli! !日細石 紺lN畑TiI 21.5 14.8 5.2 1.3 1V G4 8613 ー拘4ω702 355倒 776 お9.592
271 21 YLU ナイフ形石器 111嗣石 阪市rj!ilヶ台 30.4 10.8 5.0 1.1 W D5 8652 ー悌491.247 356伺臼7 257.7切
271 22 YLU ナイフ形石~ 且1.石 lIl!ljhlヶ台 22.2 12.7 4.0 1.1 1V G5 8672 関4制 435 356田 7関 259.231 
271 23 YLU ナイフ形石器 水品 25.0 9.1 4.4 0.8 IV H5 8716 904臼 158 356日5.291 259.444 
271 24 YLU ナイフ形石器 劇.石 和国嵐山 42.7 22.8 10.4 6.4 1V D20 3639 冊492.056 35752.393 笥l前3
271 25 YLU 尖顕1彊 瓜帽石 III防hlヶ台 18.0 15.5 6.5 1.6 N 5 4070 一悌486.7同 35611.3日 お8.333
271 26 YLU 尖顕留 凧脳石 開肪凪ヶ台 32.0 21.4 6.6 3.5 lV D6 8651 90497.743 35614.645 257.221 
271 27 YLU 尖捌摺 ガラス賀!!I色安山岩 71.8 初 2 9.1 11.0 1V E7 制93 的4お 162 35624.689 お7.821

部27 ー由)415.111 35623.980 お9.219271 28 YLU 尖顕偲 ホルンアェルス 83.4 24.5 10.6 22.3 W L7 45 
8638 ー宜)415.100 35623.950 お9.214

271 29 YLU 向健状石器 凧硝石 新恨畑宿 25.4 16.2 8.5 2.8 1V F7 8636 一叩475.361 35620. 175 お8.213
271 30 YLU 間器 胤圃石 箱根冊l市 20.0 20.4 6.0 2.2 1V E6 部65 悌485.904 35612.206 257姉 l
281 31 YLU 用器 デイサイ ト 53.1 57.3 16.5 35.8 1V 6 3905 -90465.939 35偲5.989 お5.3471
281 32 YLU 附器 ホルンフェルス 77.8 39.6 19.4 回 9 1V 6 3898 9倒臼 8∞ 35説ロ 819 お5.5侃 |
281 33 YLU 間器 銅盤安山岩 87.5 57.4 20.7 81. 9 W 6 3899 日制臼 324 356剖 058 お5.5帥 |
281 34 YLU 微細剥躯痕制片 胤・石 稲娘細樹 56.0 67.1 8.0 19.4 1V G4 部12 -90460.262 35594.587 259.634 
281 35 F8 細石刃 m・石 米分析 13.8 3.9 1.5 0.1 1V G2 4085 ー鈎467.877 35572.696 2ω457 
281 3同 YLU 細石刃 凧咽石 神捕島且馳島 12.8 6.4 1.4 0.2 1V 5 86臼 904邸 995 35613.589 お8.090
281 37 F8 細石到 周回石 来分析 16.5 7.8 3.0 0.3 W L8 4鈎5 -90416.256 35633.412 お9.4ω
281 38 YLU 細石刃 水量. 13.4 9.5 2.3 0.3 1V ト15 8717 -90464.8∞ 35683.819 お5.5剖
281 39 YLU =l}(加工.~片 鳳・石 高原山甘渇沢 21. 7 17.5 5.7 2.2 IV C7 8555 -90504.318 35625.206 256.655 
281 40 YLU m片 .'!!眠石 神t~il思艶島 43.8 14.0 5.7 1.9 lV D6 部42 90494.754 35619加9 257.633 
281 41 YLU 制片 ホルンフ ェルス 50.2 37.4 9.6 19.2 lV 6 3902 90465.896 35685.308 お5.410
お 42YLU 制片 lガフス賀県色安山岩 55.0 33.5 12.1 14.4 1V 5 8656 90485.281 35615.邸3 お8.侭O
281 43 YLU 石段 ホルンフェJレス 74.9 33.6 21. 0 53.1 lV G13 39日l 90466.448 356剖倒Z 255.427 
問 44YLU 石骸 ホルンフェルス 41.0 日4.5 26.2 138.7 JV E7 8599 9旧制 3制 35625.6ω お7.735

割>13 ー軍)487.制6 35616.205 お8ω9291 45 YLU 機合状甥 ガラス置~I色安山相 75.2 40.0 23.2 46.7 1V 5 47 
路46 ー鎖)485制抽 35614.768 お8.132

291 46 YLU 康器 聞石安山岩 111.1 1C旧 5 41. 9 6お l 1V C7 8710 鰯伺 803 35622.551 256臼4
お 47YLU 厳石 廊石安山主} 87ι 78.1 37.0 却2.7 1V D20 2367 -~刷93.654 35758.787 2却 6ω
82 11 ZN 2釘舌史朗宮} ホルンアェルス 26.4 12.0 4.7 1.3草創l閤 L7 4鈎6 一切412.149 35624お7 お9.429
821 2 ZN 有舌尖顕III 凧阻石 駆動filヶ台 28.8 15.0 5.0 1.2草偶蹄l H7 邸20 90453.332 35627.142 259.168 
位 3 ZN 有舌尖覇器 !l¥回石 神滞向車馳(.l 50.4 18.0 6.5 5.41';(鋼即i K7 邸82 -90423.249 35624却3 笥9制9
821 4 YLU fj舌尖周~i ガラス置銅色安山岩 49.7 18.1 8.0 5.5草創国l E6 7倒6 -904位 5羽 35612倒4 258.5泊
821 5 ZN 尖E置密 回慣!l出 105.2 31. 8 15.0 45.8 lii側聞l G9 蛍草I 90466.602 35嗣6飽5 257.840 
821 6 F8 尖凱器 ガフス賞制色安山岩 80.3 21.0 10.2 13.4 草創期 D5 6576 -9加95.545 3日渇4.148 257.695 
821 7 F8 尖顕宮} ホルンフェルス 41.4 16.3 7.3 5.3草1・l捌 F14 3046 -9倒78倒7 356却制2 お4.8日
邸 8 KU 石圏構 11.¥.石 神11'尚早{馳向 23.0 12.5 4.0 0.8 縄文 F6 4034 9加78.537 35610.276 笥9.237
861 9 KU 石自陣 剛剛石 神地砧思馳品 22.0 17.0 4.0 1.0 鋼文 E7 4214 -9帥87.951 35620.912 2印刷日
861 10 F8 石倣 凧岨石 神出動思馳砧 26.5 13.0 4.5 0.9 縄文 E5 6575 日制83.310 35曲4.420 258.7羽
861 11 F8 石餓 郎町石 跡前盟ヶむ 24.0 17.0 4.0 1.111l1¥文 F6 6356 -90476.315 35610.655 259.175 
861 12 F8 石盤 胤耐石 JI!紡hlヶ台 26.4 17.4 5.3 1.7 縄文 E6 7696 日例85∞宮 3節目。270 2日認3
861 13 KU 石儲 側目石 天棋柏峠 20.5 15.5 3.0 0.6 縄文 F6 判明 -90475.316 35619届4 お9郎E
861 14 KU 石敵 I!¥剛石 新桜畑町 25.0 17.0 5.0 1.41 I!:!文 E7 4744 叩482.133 35629.590 258.461 
861 15 F8 石厳 且1臨石 箱般畑仕t 21. 3 15.3 5.6 1.3 縄文 E5 7147 叩4邸 960 35619.414 258.3恒
861 16 F8 石鱗 珪賀口組 25.0 17.5 3.0 1.1 創文 D7 7600 ー鈎492.806 35620制7 Z問。刷{
861 17 F8 石厳 嵯賀町岩 23.0 15.0 4.5 1.4 縄文 E6 侃82 切4槌 175 3回17.690 お8.651
861 18 KU 石掴血 ガラス貿1I1色安山む 15.5 15.0 4.0 0.6 縄文 G6 4839 ー鈍469.964 35614.439 笥9.38，
861 19 F8 石滋 ガラス賀黒色安山岩 17.0 13.0 3.5 日7 縄文 F6 6357 ー悌478.543 3随17.438 2犯 911
861 20 F8 石鰍 ガラス質問色安山岩 13.5 10.0 3.5 0.4 縄文 r7 6582 一切477.691 35621お8 お8.79:

置土 81 tn5C 
E6 

釦4制悌9 35613.874 258.9日
871 21 打軍基石持 *'色醗灰岩 67日 46 51 17.8 65 4076 

(石持集中)

置土 打腿石持 日縄文
86 

9加剖 069 35613.630 259.01 
871 22 町石安山:品 125.2 47 81 16.1 137 4072 

(石押集中)

置土 打Iil石神 。縄文
86 

叫4ω979 3凶13.707 お8.99
町お 聞石安山岩 153 61 52 01 23.8 2凶 4074 

(石押抽Q'l)

n
n
u
 



掲載遺構属性表掲載遺物属性表

栂図 掲"順位 盤橿 石材 同喧石直地
畏さ 帽 厚さ 量さ

文化圏
石聾舗中

遺物番号 接合醤号 X座標 Y座栂 Z座慣番号 番号 {圃) (回} 1・1 (g) ゲリッド

87 24 覆土 打限石斧 輝石安山岩 178.1 61.0 26.0 3到。O 縄文
E6 

(石持蝿中)
4075 ー釦483.939 35613.723 2鎚 981

87 25 覆土 打恒石梓 .石安山岩 149.5 57.3 17.4 縄文
E6 

186.6 
(石持聾中)

4073 9倒84.019 35613.687 259.015 

ドB E8 7780 ー仲岨1.015 35638倒8 257.897 
鎚 26 FB 接合状惣 凪咽石 朱分析 27.1 55.8 17.6 18.5 縄文 86 7593 49 制 86.221 35617.659 258.432 

I<U 13 4世J6 一世)443.578 35回9.324 261臼7
槌 27 KU 二次加工剰片 周圃石 未分析 22.2 34.0 10.8 5.4 縄文 13 4目指 49 事1443.578 35589.324 261日7

駿合状態{石被)
E8 7780 一冊481.015 35638倒8 257.897 部 28 FB 胤闘石 来分析 26.0 55.5 16.3 13.1 縄文 49 
E6 7593 ー鈎4邸 221 35617.659 2鴎 432一 ー

KU 
慎告状惣 凪・石 未骨折 縄文

4幻8 開4部 234 35616曲目 2日邸5槌 29 25.8 24.2 11.4 6.1 E6 55 FB 6偲3 叩488.271 3日17.160 258.516 

E6 4519 叩4叩 417 35617.328 258.683 88 30 KU t星合状惣 胤・石 来分析 47.5 36.5 14.7 23.6 縄文 53 
06 3939 切485.969 35614.632 258.635 

881 31 F日 石被 期脳石 未分析 23.5 29.2 12.9 9.3 縄文 05 6410 -90490.417 35617.328 お8時3
881 32 FB 石被 Ul・石 未分析 27.8 59.2 27.8 40.4 縄文 F7 7314 90485.969 35614臼2 258凶5
鎚 33 FB 石核 ガラス賀県色安山岩 50.0 68.8 25.0 81.7 縄文 F6 7お1 -90490.417 35617.328 2路鴎3
関 34 KU 附片 胤岨石 来分析 28.4 6.3 5.5 1.1 縄文 Fo 4ω5 -90485.969 35614.632 258.635 
鈎 35 FB 鼠摺 聞石安山む l田 6 99.1 37.9 050.0 縄文 E7 防50 一冊4抽 417 35617.328 258儲3
鈎 36 KU 飯石 争孔賀玄武岩 55.0 臼J 29.1 IC回。O 縄文 E8 5955 ー臨時5.969 35614日2 お8ω5
関 37 I<U 阪石 開石安山岩 開 2 82.2 52.5 590.0 縄文 06 6169 ー鈎4叩 417 35617.328 2時鴎3

08 6063 叩咽8.231 35臼1.772 お7.62389 381 KU 網石 ~孔冒安山岩 94.1 94.3 32.3 376.5 縄文 37 
E7 7238 -90487.422 3目白 193 258.327 

891 39 KU 磨石 玄武蛙i 101.3 91. 1 65.2 740.0 縄文 07 6006 叫498.231 3時31.772 257.623 
891 40 KU 層石 開右安山由 121.5 91. 4 55.3 791. 2 鈍文 E7 60日3 ー慣)487.422 35625.193 258.327 
891 41 KU 111-舷石 卸石安山魁 l倒 O 102.9 63.5 970.0 飼文 E6 6165 一ω498.231 35631. 772 お7.623
叩 42 KU 1曹磁石 創石安山岩 112.7 96.1 42.3 570.0 縄文 E8 5954 叩487.422 35625. 193 お8.327
901 43 KU III~桂石 聞石安山岩 105.1 73.5 43.3 572.0 飼文 E7 59臼 一時4弼おl 35631. 772 257.623 
90 判 KU 麿ー献石 問石安山岩 42.2 84.5 43.1 169.0 縄文 06 7158 ー剖487.422 35625.193 2日 327
911 45 KU 石皿 餌唱安山知 173.0 217.0 70.0 4290.0 縄文 E6 6166 ー関4鈎 231 35631. 772 257.623 
911 46 I<U 石l皿 ..石'1i'山是} 237.0 231. 0 81. 0 5550.0 縄文 08 7872 -90487.422 35625.193 お8.327
91 1 47 KU 台石 規石安山岩 357.0 お5.0 93.0 12910.0 縄文 07 8132 9加錦幻l 3民31.772 257.6お
911 48 I<U 台石 .石安山￥} 385.0 296.0 93.0 20170.0 .~ D7 6叩8 -9叫87.422 35625.193 お8.327
941 49 KU 石雌 県副石 神楠島恩馳鳥 16.0 14.5 4.2 日7 縄文 F15 1914 9日498.231 35631. 772 お7.623
941 50 KU 石館 皿・石 神海島思量島 2.5 18.5 5.0 1.6 縄文 FI4 自4 9刷87.422 3関白 193 お8.327
941 51 FB 石自陣 鳳削石 神f事島忠馳島 33.8 17.8 5.0 2.6 縄文 G14 25倒 -90466.562 35694.404 お5.292
941 52 KGP 石鎗 鳳・石 劃紡且ヶ台 29.2 17.0 6.0 2.3 創文 EI4 38宮 904邸阻7 35699.5凹 お4.632
941 53 KU 石織 凧・石 御定不可 21. 0 14.5 4.0 0.8 縄文 E15 627 9加80.147 35705.056 お4.672
94 臼 KGP 石. 鳳・石 開動車ヶ台 16.0 14.5 4.2 0.8 縄文 E16 513 9刷81.673 35710判9 お4.257
941 55 KU 石厳 附瞳石 .肪車ヶ台 20.0 14.0 4.0 0.9 縄文 EI5 623 9倒80.365 35707.051 お4.518
941 56 FB 石自陣 期.石 質勧虫ヶ台 20.7 14.9 3.7 0.9 縄文 F14 2502 -90479.167 35695.911 お5.052
941 57 KU 石. 凧・石 厩肪畠ヶ台 19.0 16.0 4.0 1.0 縄文 FI5 867 90477.497 35701. 0泊 お4.9侃
941 58 KGP 石盤 胤.石 開肪毘ヶ台 22.6 16.5 4.4 1.1 縄文 F14 257 -90473.7臼 35694.996 255.6制
制 59 KU 石盤 側聞石 原肪畢ヶ台 21. 5 17.0 6.0 1.5 縄文 F14 1466 -9日475.825 35690.729 255.404 
941 60 KU 石館 側・石 眼前1量ヶ台 18.5 14.0 4.5 1.0 縄文 FI4 890 -90478.759 35698.302 お5.141
制 日 KU 石鯨 鼎岨石 .紡且ヶ台 22.0 17.0 4.0 1.0 縄文 G!3 731 -9旧65.701 35684.150 お6.248
制 62 KU 石盤 制帽石 開勧!Jlヶ古 21. 0 19.0 6.2 2.0 縄文 F14 1336 -90477.445 お696.140 255.187 
旧 日 KU 石自由 鳳阻石 贋IIj品ヶ古 25.0 15.0 5.0 1.2 縄文 FI4 11∞ -90478.571 35692.749 255.349 
抑 制 KU 石鍍 ).11・石 阪防虫ヶ台 20.0 19.0 5.5 1.7 開文 F16 1219 -90479.732 35710.0∞ 254.109 
941 65 FB 石. 風聞石 慣勧!iIヶ台 27.0 17.0 4.5 1.6 縄文 E15 2749 9帥82.7飽 35709.208 254.044 
941 66 KGP 石鯨 蝋闘石 開肪!ilヶ白 18.5 17.0 4.5 1.1 縄文 F15 4剖 -90470.160 357∞393 254.953 
制 67 KU 石蟻 m・石 開防車ヶ台 11. 5 16.5 3.5 0.7 縄文 E16 609 割)481.207 35710剖9 254.211 
941 68 KU 石鎌 鳳町有 開勧亙iヶ台 16.5 14.0 3.5 0.6 縄文 EI4 715 切480.511 35696ω3 お4鎚2
担 69 KU 石鍍 鳳圃石 開肪fi¥.ヶ古 28.0 19日 7.0 3.4 縄文 F15 1023 9倒77.ωs 35703.6倒 254.874 
制 70 ZN 石. 鳳町石 和国庫山 27.8 16.9 4.6 1.6 縄文 EI5 33叩 叫482.816 35705制5 お4.226
941 71 KU 石自陣 III・石 e科冷山 13.0 13.0 4.5 0.6 縄文 F15 994 ー鈎470倒8 35702.975 お4.676
制 72 KU 石鍍 胤岨布 天城柏・v 22.0 17.0 7.5 1.9 縄文 E15 181 鈎480ω5 35701. 472 岱4.818
加 73 KU 石鎗 県・石 天峨相峠 19.0 12.5 6.0 1.1 縄文 F15 836 判474.789 35705.619 お4.73S
制 74 FB 石餓 血，1.石 天城柏崎 20.0 16.2 4.1 1.2 縄文 E15 3250 -90487.505 35704.503 お3剖t
制 75 KU 石自陣 鳳岨石 天械拍峠 23.0 15.5 3.5 1.1 縄文 F14 655 9倒75.265 356凹 481 255.1日
制 76KGP 石盤 県層石 天崎柏峠 26.8 15.0 4.2 1.3 縄文 FI4 お8 -9倒71.85G 35693.644 255.751 
941 77 FB 石鍍 !II圃石 天減柏峠 22.2 15.7 4.4 1.3 縄文 FI4 2577 90476.241 35694.528 255.1引
941 78 FB 石. 期・石 鮪似鍛冶凶 24.4 17.5 5.5 1.8 縄文 F15 3ω7 90478.718 35707.231 254.15， 
941 79 KU 石. ガラス置胤色安山岩 17.0 14.5 3.0 0.81 n文 EI5 714 90480.253 35707判8 2臼 35~
941 80 KU 石鍍 ガラス質問色安山岩 23.0 15.0 5.0 1.1 縄文 E15 1263 -9旧制 l開 357閃 481 2臼 52!
941 81 KU <i. ガラス賀県色安山結 26.0 19.5 4.0 1.4 縄文 F13 1558 -90474.039 35689.278 255.35! 
941 82 ZN 石盤 珪賀粘甑む 30.0 12.5 4.0 1.5 縄文 EI4 3247 90486.916 35698.724 254.02 
941 83 KGP 石織 鳳制石 天峨相峠 32.0 22.0 11.5 5.9 縄文 G14 259 904凶 347 3邸90.4剖 256.07! 
制剖 KU 削思 胤阻石 未分析 32.2 15.8 8.8 3.6 縄文 FI5 6招 90474.790 357∞124 255.04 
941 85 KU 用語 ガラス賃制色安山岩 65.3 40.5 12.7 24.5 縄文 FI5 l凹l 90478.630 35703.3ω Z剖 7引
95 邸 FB 幌形石~ 且1・石 来分析 28.8 19.4 10.7 4.5 縄文 E14 τ763 9旧87.738 356関誌5 2臼 32!
951 87 FB 慎形石置} 胤.石 来分街 27.1 23.5 5.9 3.6 縄文 EI5 2匝盟 叩486.517 35708.313 253制l

95 槌 KU 県形石器 周回石 未分析 25.3 41. 9 12.9 11. 7 縄文 F15 邸5 90477. 419 357∞208 2臼制
951 89 KU 二次加工剥片 ガラス質肌色安山岩 28ι 37.1 止7 5.4 縄文 EI4 528 90488錦4 35的 8.906 254.33 

FB 3167 ー拙幻幻2 35706.266 254.28 
日51 90! FB 接合状態 鳳刷石 lIIl紡昂ヶ台 19 01 53 41 19.2 26.8 縄文 E15 3315 剖 ー悌483加9 35706.103 2臼 27

ZN 3415 ー部482.910 35705.512 254.18 
KGP 461 叩482.627 35708.687 254.35 

951 91 KU 接合状想 凧岨石 III!勧壇ヶ台 39 11 31 01 17.5 13 71 n文 E15 928 56 ー悌483.643 35706.496 お4.39
ZN 3477 拙幻 364 35706.289 254.23 
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遺物番号 接告書骨 X!l!慣 Y座観 Z座棚

番号 番号 {田) (..) [聞) (8) デリッド

951 92 KGP 石被 鳳咽石 未分析 泊。5 30.0 13.2 9.5 縄文 E15 461 56 ー叩482.627 357倒 錯7 お4.354

951 93 KU 制片 m・石 来分析 25.3 15.4 8.0 1.6 縄文 815 928 56 ー卯4邸伺3 357田 496 254.3制

95 倒 ZN 剥封 凧咽石 阪肪岨ヶ台 27.8 19.2 7.9 2.6 縄文 E15 3477 56 ー伺483.3臼 35706.2S9 2臼 238

KU 
駿台状惣

G15 1436 一切469.173 357ω.3お お4.074
951 95 鳳・石 未分析 30.6 勾 6 !日 5 11.2 縄文 52 

FB Pl~ 2786 ー鈎470叩1 35698.731 出4回!

951 96 FB mm石魁 鳳暗石 朱分析 30.9 28.6 10.3 6.8 縄文 F14 278品 52 百)470.901 3日98.731 254.801 

KU 1923 一制お 3制 35706錦3 2臼 290
95 97 E車台状懲 1M・石 未分析 37.2 泣 3 11.3 5.5 回文 E15 51 ! -904田 974FB 3117 35707.912 253.742 

KU G14 1(削 切4倒旬4 35697.340 お5.313

951 98 1(U 接合状態 m・石 l未分析 31. 5 39.6 16.9 22.1 縄文 F14 1110 50 一旬477.915 35693.881 255.396 

I(GP G15 154 ー目)469.333 357∞ 561 お5.163

KU E書合輯惣
未分析

G14 1040 ー伺4臼 994 35697.340 お5.313
95 拘 制副石 32.1 40.0 13.2 17.0 側文 50 

KGP (剥片) G15 154 ー叩469.333 357∞。日l お5.163

951 100 lくU 石骸 m圃石 来分析 19.7 35.1 11.2 5.1 縄文 I F14 1110 50 明日日477.915 35693羽l 255.396 

FB I 31日一l -90482.972 35706. 117 254.262 

95 i 101 KGP 桜台扶惣 剛悶石 来分析 36.0 お 5 14.2 9.3 縄文 E15 314 58 一日旧制旺姐 35706.6印 お4却2

FB 298。 -904お 161 35706日59! 254.318 

日51102 1(1) 録音状" J:II・石 未分析 35.5 35.0 11.5 5.1 縄文
G15 凶日 一日倒68.514 357侃 022 怨4.6叩

57 
rI4 1314 90476.160 35691凶l 255.4回

961 103 KU 石被 漏胆石 来分析 20.6 16日 12.4 3.7 縄文 E15 12S3 9倒81.976 35707.569 お4.324

961 1倒 KU 石被 11副.石 来分析 24.1 27.0 9.9 5.6 縄文 F14 ll05 -9倒78.0明 35696旧l お5.199

961 l[百 FB 石核 黒IlI:i 米分析 29.0 44.1 15.1 17.5 縄文 G15 3113 90481. 226 3関，96.524 お4拠3

961 l[国 KU 石核 期目石 来分析 41. 9 29.2 21. 2 30.3 縄文 E14 643 -9刷61品。 35701. 432 お4.670

961 107 KU 石刃 ヂイサ イ ト 42.1 20.1 7.5 6.7 縄文 L G13 1493 一切4臼 823 35686.320 255.896 

961 1(国 FB 磁器 剛石安山正; 115.0 94.0 34.1 440.0 縄文 F14 2沼4 ー冊475.532 356叩 331 お5.249

KGP 
膚石 l f普孔賀玄武岩

F16 日5 一回478臼7 35713回路 253.944 
961 1的 113.6 101. 2 48.5 636.5 縄文 お

KU 615 制。 ー虻1486.528 35700.470 お4.4泊

961 110 KU 蔽石 晦石安山岩 101.4 94.6 49.7 740.0 縄文 FI4 1981 |拙78臼7 35713直路 お3倒4

961 111 KU 層寸腕 蝿石安山岩 95.9 69.1 34.3 3ω8 縄文 1'14 1980 ー叫4部。528 357∞ 470 お4.488

961 112 KU 麿ー敵石 鱒石安山斜 89.8 92.4 38.2 430.0 縄文 815 2736 ー悌478.547 35713団施 253担4

971 113 KU 閉4畦E 卸石安山岩 105.8 93.3 33.1 430.0 縄文 EI5 制5 鈎486.528 357∞ 470 お4.488

971 114 KU 思磁石 聞石安山岩 110.9 部 4 43.0 630.0 縄文 E15 2743 ー叩478.547 35713峨| お3制41

971 115 KU "'-A!石 即石安山岩 98.4 87.8 44.6 副目。 縄文 1'14 1963 ー開486.528 357∞ 470 お4.488

971 116 FB E雪4世石 館石安山岩 106.3 90.9 42.4 曲。。 縄文 E15 2755 ω478.547 35713四国 お3.944

KGP E15 474 -9倒鎚 310 35704.4邸 お4.223
971 117 層破石 主lit岩 l∞ l 71.8 37.3 342.4 縄文 22 

KU FI4 2567 ー叩479.941 35695.336 255.163 

971 118 KU 層厳石 玄武岩 107.6 田 5 44.5 日0.0 回文 F16 674 ー軍)477.618 35714.2お 253.7ω 

971 119 KU 膚... 石 主食泊 95.5 81.4 32.3 お0.0 縄文 E15 633 制幻 852 35707.132 254.347 

981 120 KU 台石 輝石安山岩 365.0 281.0 99.0 16490.0 縄文 FJ5 部41 ー卯471.011 357倒 139 254.693 

101 12111<U 石餓 凪・石 神i~島息馳島 15.0 12.0 4.2 0.5 縄文 021 1624 悌494.0白 357伺 3お 250.843 

101 1221 FB 石融 凧・石 輔HR畑宿 28ι 16.0 4.0 1.4 縄文 020 2京圏 -90490.004 35752.924 251. 402 

101 123IKGP 石鍵 M'周石 米分析 25.7 10.5 9.5 2.1 .文 E20 3∞ ー叫487.519 35757.745 251. 232 

101 1241 FB 情罷 流紋岩 同 2 30.2 12.5 19.5 縄文 020 お71 釦496.186 35756臼3 251. 152 

104 1251 KU 石鍍 峨硝石 回航』且ヶ台 13.0 11.0 3.0 0.3 縄文 17 4855 一回4引I制2 3筋20.623 お0.255

104 1261 FB 石織 凧臨石 阪前島ヶ台 13.6 13.0 3.8 0.4 縄文 J8 8234 ー切439∞7 3邸38.2邸 お9.485

104 1271 FB 石盤 制帽石 神111鳥且馳悶 28.3 21. 8 4.0 1.7 縄文 H8 8182 ー釦452日5 35637.787 お8.959

104 1281SNZ 石鍍 流敏樹 25.0 22.0 4.0 1.6 縄文 HIO 589 一叩459.1(目 35659.078 258怨5

104 1291 FB 石鍵 凪阻石 相田英也ライト 28.3 16.9 7.9 2.0 縄文 K7 直則 ー領1425.427 35626.216 260初5

104 1301 KU 用器 ガラス質問色安山岩 50.3 32.6 14.5 21.1 縄文 K7 部29 一悌423飽2 35628.7制 260. 196 

104 1311 KU 削1器 ガラス賀鳳色安山岩 1 46.2 42.4 8.9 15.3 縄文 J8 日目1 -90434.7倒 3部制.140 お9.8引8

104 1321YLU 剤密 ガラス置蝋色安山岩 制 9 切 5 22.9 制 l草創期 L6 前75 初418お8 3節目制 お9制9

1041 133 YLU 削器 ガラス賀県色安山岩 73.3 62.4 22.7 90.3 革鯛101 L五 8676 一叫418.371 35618.072 笥9.939

1051 134 YLU 打魁石斧 ガラス賀鳳色安山岩 106.2 51.6 31.5 153.6 草創!日l K6 筋77 悌420.398 35617剖5 2回 014

1051 135 YLU 徹郎1制.痕剃片 ガラス冒l品色安山岩 56.0 59.6 18.4 38.2 都011回 L6 部79 ー伺419.024 35616.658 2印位。

1051 136 KU 石核 ホJレンフェルス 47.5 61. 0 l日9.4 343.5 縄文 K8 百立1 一鈍426.390 3部34.552 259.778 

1051 137 FB 石骸 ホルンアェルス 67.0 90.2 回 l 621. 8 縄文 J8 お08 曲436.445 35633.777 お9.746

l曲 138YLU 密合世蟻 ガラス賀凧色安山岩
世渇4 ー叩418.726 35617.4制 2ωωl 

81.0 43.0 32.9 142.8 縄文 L6 46 
8674 ー鎖)418.430 35616.752 2印 015

l侃 139YLU 制片 ガラス買掛色安山科 幻 3 30.5 32.9 4.3草創1田 L6 節制 46 一蜘18.726 3部17.4倒 260凶l

1(高 140YLU 石紘 ガラス賀県色安山岩 79.4 43.0 8.7 138.5 車制期 L6 邸74 46 部引8.430 3日16.752 2伺 015

1071 141 ZN 園瞬間 鱒石安山岩 112.0 111.0 35. I 567.6 縄文 K6 ω72 切423.515 35614.435 2伺 415

1071 142 KU .強 .i<:a岩 127.0 114.3 37. S 530.0 縄文 K8 451 鱒4お 185 35631. 613 259邸d

1071 143 KU 閉石 多孔賞玄武出 R13.0 695.0 333.0 270.0 縄文 110 5795 鈎446.187 35651. 0幻 2日関l

1071 144 I(U 厳石 !t孔質主武岩 59.2 叫日 42.5 130.0 蝿文 110 5796 -90446.657 35652凶3 258.7日

1071 145 KU 蔽石 周石安山結 部 3 73.9 63.9 540.0 縄文 HIO 回02 -90451切3 35653.920 258.41， 
1071 146 KU 開寸臨石 デイサイト 106.3 79.2 42.2 5臼 9 縄文 K8 5628 90426.514 35634.412 259.78< 

1071 147 FB 贈寸敵石 創石安山総 99.6 73.3 38.0 438.1 開文 K7 8217 -90425臼6 35629.421 お9.85:

1071 148 KU 膚4珪石 玄武生i 112.8 77.1 32.5 370.0 縄文
HI0 関ω 日肘52.734 35656.351 Z到 301

20 
F8 6叩5 ー叫473.115 3弱34.764 2路 4日

IC陪 149 FB 層帯石 輝石安山岩 87.1 69.3 38.0 幻0.0 縄文 K7 お倒 -90425.538 35629.486 259.77 

l倒 150 FB 膚敵石 玄武智 お 3 76.2 37.0 3咽 Z 縄文 K7 8216 ー叩425.621 35629.311 259銘E

1081 151 KU f.!I-磁石 劃右安山岩 102.5 34.3 30.7 160.0 縄文 110 5797 ー伺447.271 35652.952 258.68! 

l(国 152YLU 砥石 穂粒砂岩 92.2 82.3 47.7 356.5 草創悶l K6 部78 ー蛤420.182 356阿部4 zωO~ 

1081 153 KU 石肌 卸石安山岩 220.0 241.0 74.0 区刷。 縄文 K8 43 卯428.106 35631.701 259.911 

1081 154 KU 台石 立R岩 幻1.0 353.0 鎚 0 lゆ釦日 鈍文 110 5剖4 -90447腿3 35653.231 2泊 62

1091 155 KU 台石 主震岩 4旬。 初701 125.0 275ω 。 縄文 K7 5633 -90424.707 35629.3沼 260. :lO 
1101 156 KU 石鯵 鳳踊石 神浦島恩馳励 16.0 15.0 3.0 0.5 縄文 J5 4069 ー剖1435.749 35ωl缶2 261.08 

1101 157 FB 石鎗 凧剛石 111肪且ヶ台 17.2 15.4 3.4 0.7 縄文 C6 臥】62 割高02∞2 35619∞2 257.59 

1101 158 KU 石蟻 胤・石 阪肪息ヶ台 24.5! 15.5 3.0 1.口 組文 K5 4736 戸別420.591 3日正問 590 261ω 

1101 159 FB 石餓 鳳・石 贋肪里ヶh 26.01 17.0 4.8 1.71 ~文 J5 4併7 -9刷38.398 3弱。1.275 260.91 

1101 160 KGP 打製石持 -石安山岩 173.11 59 61 40.8 366 01 111文 F9 4745 ー外173.571 3弱47.382 258.10 
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石材

続色濃灰岩

鳳.石

ガラス貿凧色安山岩

ガラス賀県色安山岩

ガラス置鳳色安山岩

掲載遺構属性表掲載遺物属性表
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老平遺跡出土黒曜石の産地分析

望月明彦(沼津高等専門学校)

分析法 エネルギー分散蛍光X線分析法 (EDX)

分析装置 セイコーインスツルメンツ卓上型蛍光X線分析計 SEA-2110L 

分析条件

管電圧 50kV 

管電流 自動設定

測定時間 240sec 

雰囲気真空

照射径 10mm 

検出器 Si (Li)半導体検出器

測定元素 A1(アルミニウム)、 Si(ケイ素)、K (カ リウム)、 Ca(カルシウム)、Ti(チタン)、

Mn (マンガン)、 Fe(鉄)、Rb(ルピジウム)、Sr(スト ロンチウム)、Y(イットリウム)、

Zr (ジ、ルコニウム)

分析法の特徴

長所 非破壊分析多元素同時分析前処理不要(ただし洗浄は必要)迅速分析操作が簡単

短所 微量分析は不得意

表面分析

→試料を破壊せずに測定するため、分析結果は表面を測定したことになる。

→そのため、汚れた試料、風化した試料は汚れ、風化を測定した ことになり、 正確でない。

類似した組成の標準試料が必要。

試料の洗浄

5分間(汚れがひどい場合は15分間)超音波洗浄器で洗浄。

さらに汚れを拭き取ってから測定。

測定不可能な試料

。風化した試料(ただし破壊すれば可能)

-汚れがとれない試料(ただし破壊すれば可能)

.厚きが 1mm以下の試料

-大きさ 5mm 以下の試料

。遺物番号などの書き込みで測定できる面がない試料

産地推定可能な石材

上記の条件をク リアしていれば、以下の分析が可能0

.現在は黒曜石(日本全国)と下呂石

・ガラス質安山岩は分類可能。

ただし、原石データが不足しているため、産地推定は不可能。

現在、原石データを収集中

.その他の石材(特に堆積岩)は分類不可能。
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産地推定法

指標

得られた蛍光X線スペク トル強度を元素記号で、表すとする。

二つの方法とも以下の指標を用いる。

Sum=Rb+Sr+ Y +Zrとする。

Rb分率=RbjSum

Sr分率=SrjSum

分率=ZrjSum

Mn* lOOjFe 

log (Fejlく)

産地のシートに上げた黒曜石産地から、産地原石を採集し、測定する。

測定結果から上記の指標を算出する。

以上から、産地原石に関するデータベースを作成する。

下記の二つの方法で産地推定を行う 。

①判別図法

用いる指標

特長

横軸:Rb分率、縦軸 :MnjFe 

横軸:Sr分率、縦軸:log (FejK) 

簡単な計算であり、誰にでも作成可能

視覚的に確認でき、分かりやすい。

推定方法

遺跡出土試料を蛍光X線分析し、指標を計算。

指標を図にプロットする。

重なった原石産地を推定結果とする。

②判別分析(推定結果表参照)

用いる指標

算出された指標全て

特長

各産地との類似度を距離で算出

既知の産地のどれに類似しているかを判別する方法。未知の産地の判別はできない。

推定方法

判別図法では遺跡出土試料と重なっている産地を推定結果とする。

この産地は試料と 2次元的に最も距離が近い。

判別分析ではこの距離を数学的に n次元で計算する。

試料と最も距離(マハラノピス距離)が近い産地を推定結果とする。

この距離から、各産地に属する確率を計算する。
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推定結果表

判別図法・判別分析からの鰻終推定結果 判別図法による推定結果と判別分析による推定結果

研究室
分析喬号 遺物番号 推定産地

年間通喬

判別図
判別分析

第 1候補産地 第 2候補産地
判別群

判別群 距能 積率 判別群 距雌 積率

MOK4-ω46 Ll45-1 3251 天械柏.I!nf AGKT AGKT 6，7 HNKT 88，02 。
MOK4-6047 Ll45-2 3389 ，Jjl紡皐ヶ台併 SWHD SWHD 5，28 SBIY 95，87 。
MOK4-6048 Ll45-3 3390 和日I!CZ山群 WDTY 1ベIDTY 0，75 0，9999 WDHY 17，15 。。∞l

MOK4-6049 Ll45-4 3391 測定不可 測定不可 測定不可 測定不可

MOK4-ω50 Ll45-5 3392 測定不可 測定不可 測定不可 測定不可

MOK4-6051 Ll45-6 3393 和田胞山f，下 川'DTY WDTY 8，24 0，9981 WDHY 18，36 0，0019 
MOK4-6052 Ll45-7 3394 l限訪!i¥ヶ台群 SWHD SWHD 13，77 SBIY 88，66 。
MOK4-6053 Ll45-8 3395 測定不可 湖沼不可 測定不可 測定不可

MOI<4-6054 Ll45-9 3397 調』訪l量ヶ台1伴 SWHD SWHD 1. 55 SBIY 98，01 。
MOI<4-6055 Ll45-IO 3398 測定不可 測定不可 測定不可 測定不司

MOI<4-6056 Ll45-11 3399 JIl訪皇ヶ台I咋 SWHD SWHD 17，73 SBIY 77，87 。
MOI<4-6057 Ll45-12 3400 推定不可 推定不可 推定不可 推定不可

MOK4-5058 Ll45-13 3401 推定不可 推定不可 推定不可 推定不可

MOI<4-6059 Ll45-14 3402 llIl訪h!ヶ台I芹 SWHD SIヘrHD 12，77 SBIY 53，85 。
MOK4-6060 Ll45-15 3403 測定不可 測定不可 測定不可 測定不可

MOI<4-6061 L145-16 3404 錐定不可 推定不可 位定不可 推定不可

MOIく4-6062 L145-17 3405 有1回目霊山俳 WDTY WDTY 4，79 0，9999 WDHY 22，16 0，0001 
MOK4-6063 L145-18 3406 推定不可 推定不可 推定不可 推定不可

MOI<4-6064 L145-19 3407 推定不可 推定不可 推定不可 推定不可

MOK4-6065 L145-20 3408 諏紡liiヶ台1押 SWHD SWHD 4，55 WDTN 80，27 。
MOK4-6066 Ll45-21 3409 測定不可 測定不可 測定不可 測定不可

MOIく4-6067 L145-22 3410 測定不可 測定不可 測定不可 測定不可

MOK4-6068 L145-23 3411 封l定不可 推定不可 推定不可 推定不可

MOK4-6069 L145-24 3412 ;DIi訪皐ヶ台群 SWHD SWHD 14，2 S81Y 52，25 。
MOK4-6070 Ll45-25 3413 推定不可 推定不可 推定不可 推定不可

MOK4-6071 L145-26 3414 般定不可 推定不可 鍛定不<iJ 推定不可

MOK4-6072 L145-27 3415 限紡sヶ台群 SWHD SWHD 2，31 S81Y 95，12 。
MOK4-6073 L145-28 3416 JIi紡!Jlヶ台f，下 SWHD SWHD 21. 59 S81Y 52，9 。
MOI<4-6074 L145-29 3417 諏防忌ヶ台群 SWHD SWHD 4，22 S81Y 65，67 。
MOI<4-6075 L145-30 3418 天域柏自1・群 AGKT AGKT 3，49 HNKT 123，62 。
MOK4-6076 L145-31 3419 天械柏由F群 AGKT AGKT 3，91 111 HNKT 135，41 。
MOK4-6077 L145-32 3420 天械柏峠群 AGKT AGIくT 3，06 HNKT 108，1 。
MOK4-6日78 Ll45-33 3421 天滅柏・t群 AGKT AGKT 2，44 HNKT 112，15 。
MOI<4-6079 L145-34 3422 天減柏峠群 AGI'くT AGI'くT 2，85 HNKT 89，39 日

MOK4-6080 L145-35 3424 天滅相峠l惇 AGKT AGIくT 8，06 HNKT 112，79 。
MOI(4-6081 Ll45-36 3425 天械相峠群 AGKT AGKT 3，18 HNKT 106，78 日

MOI<4-6082 Ll45-37 3426 天械柏・t群 AGKT AGKT 4，27 HNKT 140，23 。
MOK4-6083 Ll45-38 3427 天成柏峠僻 AGKT AGKT 2，22 HNKT i24，73 。
MOK4-6084 Ll45-39 3428 天械柏峠群 AGI'くT AGKT 7，14 HNKT 91. 95 。
MOK4-6085 Ll45-40 3429 天減柏峠群 AGIくT AGKT 3，81 HNKT 129，79 。
MOK4-6086 Ll45-41 3430 測定不可 測定不可 測定不可 測定不可

MOK4-6087 L145-42 3431 天械柏峠群 AGKT AGKT 1. 79 HNKT 102，58 。
MOI<4-6088 L145-43 3432 諏訪昆ヶ台群 SWHD SWHD 7，45 S81Y 62，14 。
MOK4-6089 L145-44 3433 測定不可 測定不'of 測定不可 測定不可

MOI<4-6090 L145-45 3434 和田f!山府 WDTγ WDTY 1. 54 WDHY 28，51 。
MOK4-6091 L145-46 3435 測定不可 測定不可 測定不可 測定不可

MOK4-6092 L145-47 3436 箱痕知n1i!伴 HNHJ I-lNHJ 5，46 HNKI 146，74 。
MOI<4-6ω3 L145-48 :1437 和回目雪山僻 WDTY WD寸Y 6，75 WDKB 31. 29 。
MOI<4-6ω4 L145-49 3438 測定不可 測定不可 測定不可 測定不可

MOK4-6ω5 Ll45-50 3439 推定不可 推定不可 推定不可 推定不可

MOI<4-6ω6 Ll45-51 3440 敵訪lilヶ台併 SWHD SWHD 5，89 SBIY 106，77 。
MOI<4-6097 Ll45-52 3441 推定不可 推定不可 推定不可 推定不可

MOK4-6098 L145-53 3442 慨訪昼ヶ台I梓 SWI-ID SWHD 9，62 SSIY 55，34 。
MOIく4-6ω9 L145-54 3443 測定不可 測定不可 測定不可 測定不可

MOK4-6100 L145-55 3444 測定不可 測定不可 測定不可 測定不可

MOK4-6101 L145-56 3445 折i定不可 鍛定不可 折t定不可 推定不可

MOI<4-6102 L145-57 3446 推定不可 推定不ロI 推定不可 推定不可

MOI<4-6103 L145-58 3447 跡前昆ヶ台lrr SWHD SWHD 4，79 5且IY 89，53 。
MOIく4-6104 L145-59 3448 ~訪hlヶ台併 SWI-ID SWトID 12，68 S81Y 105，23 。
MOK4-6105 L145-60 3449 推定不可 推定ィ、可 推定不可 推定不可

MOK4-6106 L145-61 3450 推定不可 推定不可 推定不可 推定不可

MOIく4-6107 Ll45-62 3451 封kEii不可 推〉正不可 推定不ffJ 推定不可

MOIく4-6108 L145-63 3452 推定不可 惟定不可 縦定不可 彼定不可

MOI<4-6109 L145-64 3453 測定不可 測定不可 測定不可 測定不可

和IOK4-6110 L145-65 3454 阪i訪!込ヶ台I咋 SWI-ID SWHD 13，58 SBIY 88，49 。
MOI<4-6111 Ll45-66 3455 天城柏自1・1洋 AGKT AGKT 0，44 HNKT 106，58 。
MOI<4-6112 L145-67 3456 諏防虫ヶ台1昨 SWI-ID SWHD 9，59 SSIY 44，27 。
MOK4-6113 Ll45-68 3457 天城有J曲~~m AGKT AGKT 9，6 HNIくT 107，55 。
MOK4-6114 L145-69 3458 天城柏1I:;l伴 AGIくT AGKT 7，43 HNKT 87，86 。
MOI<4-6115 L145-70 3459 箱根知l宿泊‘ HNHJ HNHJ 2，38 トlNKI 120，49 。
MOK4-6116 Ll45-71 3460 OIli訪邑ヶ台群 SWI-ID SWHD 12，88 S81Y 73，41 。
MOIく4-6117 LI45-72 3461 和田股山群 WDTY WDTY 1. 79 0，9998 WDHY 16，1 0，0002 
MOK4-6118 L145-73 3462 測定不可 測定不可 測定不ffJ 測定不可

MOK4-6119 Ll45-74 3463 測定不可 測定不可 測定不可 測定不可

MOK4-6120 Ll45-75 3464 測定不可 測定不可 測定不可 測定不可

MOIく4-6121 L145-76 3465 測定不可 測定不可 測定不可 測定不可

MOK4-6122 L145-77 346611l1l防長lヶ台I非 SWHD SWHD 9，43 SBIY 77，85 。



研究室
分析醤号 遺物番号 推定産地

年間通番

判別図
判別分析

第 1候補産地 第 2候繍産地
判別群

事j別群 距厳 確率 判別群 距緩 磁率

MOK4-6123 Ll45-78 3467 OR紡!i]ヶ台n平 SWHD SWHD 19.33 0.9古宮6 SBIY 31. 68 0.0004 

MOK4-6124 Ll45-79 3468 測定不可 測定不可 測定不可 測定不可

MOK4-6125 L145-80 3469 調l紡hlヶ台鮮 SWHD SWHD 18.03 1ハIDTN 63.04 。
MOK4-6126 L145-81 3470 IU訪盛ヶ台昨 SWHD S1IγHD 20.71 SBIY 86.48 。
MOK4-6127 Ll45-82 3471 推定不可 推定不可 雛定不可 続定不可

MOK4-6128 Ll45-83 3472 際紡昼ヶ台群 SWHD SWHD 9.59 SBIY 53.96 。
MOK4-6129 Ll45-84 3473 測定不可 測定不可 測定不可 測定不可

MOK4-6130 L145-85 3474 和田鷹山1拝 WDTY WDTY 12.5 WDKB 35.26 。
MOIく4-6131 L145-86 3475 測定不可 澗定不可 測定不可 測定不可

MOK4-6132 L145-87 3476 OR防塁ヶ台俳 SWHD SI.ヘIHD 8.18 SBIY 100.87 。
MOK4-6133 Ll45-88 3477 iJil紡@ヶ台11宇 SWHD SWHD 11.64 SBIY 53.97 

MOK4-6134 L145-89 3478 原町民ヶ台群 SWHD SWHD 1. 07 SBIY 91. 35 。
MOK4-6135 L145-90 3479 llR紡足ヶ台n手 SWHD SWHD 3.56 SBIY 106.79 。
MOK4-6136 Ll45-91 3480 測定不可 測定不可 測定不可 測定不口J
MOK4-6137 L145-92 3481 /miJ!j!ll.ヶ台群 SWHD SWHD 2.01 SBIY 85.64 。
MOK4-6138 L145-93 3482 測定不可 測定不可 測定不可 測定不可

MOK4-o139 L145-94 3483 測定不可 測定不可 測定不可 測定不可

MOK4-6140 L145-95 3484 鰍紡hlヶ台群

MOK4-6141 L145-96 3485 ml紡!il.ヶ台群

SWHD SWHD 15.81 SBIY 57.87 。。
SWHD SWHD 13.81 SBIY 60.19 

MOK4-6142 L145-97 3486 測定不可 測定不可 測定不可 測定不n}

MOK4-6143 L145-98 3487 諏訪昼ヶ台群 SWHD SWHD 1. 14 SBIY 90.23 。
MOK4-6144 L145-99 3488 和田嵐山1非 WDTY WDTY 9.88 0.98ω WDトlY 15.32 0.0191 

MOK4-6145 L145-1∞ 3489 探訪忌ヶ台僻 SWHD SWHD 15.34 SBIY 43.17 。
MOK4-6146 L145-101 34ω 献J!jhlヶ台群 SWHD SWHD 11. 22 SBIY 67.11 。
MOK4-6147 L145-102 3491 和田~山群 机'DTY WDTY 8.42 0.9981 WDHY 18.57 。∞19
MOK4-6148 L145-103 3492 和田昭山群 WDTY WDTγ 'l. 78 WDHY 25.52 。
MOK4-6149 L145←lO4 3493 測定不可 測定不可 測定不可 測定不可

MOIく.4-6150 L145-I05 3494 阪訪皐ヶ台群 SWHD S¥ん'HD 17.44 SBIY 71. 5 。
MOK4-6151 L145-I06 3495 測定不可 測定不可 測定不可 測定不可

MOK4-6152 L145-107 3496 測定不可 測定不可 測定不可 測定不可

MOK4-6153 L145-108 3497 和田鹿山群 WDTγ WDTγ 4.82 0.9887 WDHY 11. 33 0.0113 
MOK4-6154 L145-I09 3498 原紡旦ヶ台n宇 SWHD SWHD 15.19 SBIY 61. 97 。
MOK4-6155 L145-11O 3499 推定不可 推定不可 推定不可 推定不可

MOK4-6156 L145-1Il 35∞ 測定不可 測定不可 測定不可 測定不可

MOK4-6157 L145←112 3501 推定不可 推定不可 推定不可 鍛定不nJ

Mmく4-6158 L145-113 3502 測定不可 ~定不可 測定不可 測定不可

MOIく4-6159 L145-114 3503 測定不可 測定不可 測定不可 測定不可

MOK4-6160 Ll45寸15 3504 諏防皐ヶ台群 SWHD SWHD 2.08 SBIY 8日 。
MOK4-6161 L145司 116 3505 際防虫ヶ台群 SWHD SWHD 16.12 SBIY 39.73 。
MOK4-6162 L145-117 3506 測定不可 測定不可 測定不可 測定不可

MOK4-6163 L145-118 3507 推定不可 撤定不可 推定不可 推定不可

MOK牛6164 Ll45-119 3508 推定不可 推定不可 推定不可 推定不可

MOK4-6165 L145-120 3509 測定不可 測定不可 測定不可 | 測定不可

MOK4-6166 Ll45-121 3510 測定不可 測定不可 測定不可 測定不可

M01(4-6167 L145-122 3511 都l肪皇ヶ台群 SWHD SWHD 11.4 SBIY 88.92 。
MOK4-6168 Ll45-123 3512 iJl!J定不可 測定不可 測定不可 1 測定不可

MOK4-6169 Ll45-124 3513 剤師自~R'f- AGKT AGKT 20.22 HNKT 63 。
MOK4-6170 Ll45-125 3514 天械柏峠群 AGKT AGIくT 5.87 HNKT 112.47 。
MOK4-6171 L145-126 3515 推定不可 推定不可 推定不可 椛定不可

MOK4-6172 Ll45-127 3516 測定不可 測定不可 測定不可 測定不nI
MOIく4-6173 Ll45-128 3517 測定不可 測定イ、日J 測定不可 澗定不可

MOK4-6174 Ll45-129 3518 椛定不可 推定不可 推定不可 推定不可

MOK4-6175 L145-130 3519 測定不可 測定不可 測定不可 測定不itJ l
MOK4-6176 Ll45-131 3520 測定不可 測定不可 測定不可 測定不可

MOK4-6177 Ll45-132 3521 糠肪mヶ台群

MOK4-6178 Ll45-133 3522 諏紡皐ヶ台併

SWHD SWHD 6.87 SBIY 92.2 。。
SWHD S仇'HD 5.03 SBIY 60.77 

MOK4-6179 Ll45-134 3523 箱綴烈岩紛群 HNKl HNKI 1. 01 トINKJ 46.71 。
MOIく4-6180 L145-135 3524 前l訪皇ヶ台s宇 SWHD SWHD 12.97 SBIY 136.27 。
MOK4-6181 Ll45-136 3525 .w訪hlヶ台1伴 SWHD SWHD 10.68 SBIY 89.47 。
MOK4-6182 Ll45-137 3526 和問l~山群 WDTY WDTY 4.99 WDHY 23.09 。
MOK4-6183 Ll45-138 3527 推定不可 推定不可 推定不可 推定不可

MOK4-6184 L145-139 3528 測定不可 測定不可 測定不可 測定不可

MOK4-6185 Ll45-140 3529 推定不可 推定不可 推定不可 推定不可

MOK4-6186 Ll45-141 3530 測定不可 測定不可 測定不可 測定不可

MOK4-6187 Ll45-142 3531 被定不可 J!，定不"I 折(SE不可 jf，定不可

MOK4-6188 Ll45-143 3532 箱恨知11百1伴 HNHJ HNHJ 8.81 HNl<l 94.37 。
MOK4-6189 Ll45-144 3533 測定不可 澗定不可 測定不可 測定不可

MOK4-6190 Ll45-145 3534 箱線制仏'昨 トlNHJ トlN[-[J 7.53 HNKI 73.78 。
MOK4-6191 L145-146 3535 節目白血ヶ台群 SWHD SWHD 0.51 SBIY 84.19 。
MOK4-6192 Ll45-147 3540 OR紡恩ヶ台僻 SWHD SWHD 14.85 SBIY 69.09 。
MOK4-6193 Ll45-148 3541 測定不可 測定不可 澗定不可 測定不可

MOK4-6194 L145-149 3542 測定不可 測定不可 測定不可 l 測定不可

MOK4-6195 Ll45-150 3543 測定不可 測定不可 測定不可 測定不可

MOK4-6196 Ll45-151 3544 JIi~方皐ヶ台fol! SWHD SWHD 7.59 ! SBIY 65.59 。
MOK4-6197 Ll45-152 3545 測定不可 測定不可 測定不可 測定不可

MOK4-6198 Ll45-153 3546 諏初盆ヶ台fol!

MOK4-6199 Ll45-154 3547 際防品ヶ台群
。。SWHD SWHD 8.39 SBIY !O3.32 

SWHD SWHD 4.62 WDTN 91.84 

MOK4-62∞ L145-155 3548 鍛定不可 雛定不可 推定不可 推定不可

MOK4-6201 Ll45-156 3549 和田l!11I群 WDTY WDTγ 10.51 0.9967 WDHY 0.0033 
MOK4-6202 Ll45-157 3550 推定不可 推定不可 推定不可 推定不可
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研究室
分析番号

年開通番

MOlく4-6203 L145-158 
MOlく4-6204 L145-159 
M01<4-6205 L145-160 
MOK4-6206 L145-161 
MOK4-6207 L145-162 

L145-163 
L145-164 
Ll45-165 
Ll45-166 
L145-167 

L145-172 T 
Ll45-173 
L145-174 

L145-175 
L145-176 
L145-1'f7 
L145-178 
Ll45-179 
L145-180 
L145-181 
L145-182 

L145-188 
L145-189 

MOK4-6235 L145-190 
MOK4-6236 L145-191 
M01く4-6237

出弓?-MOK4-6238 

MOK4-5239 Ll今5-194

MOK4-6240 Ll45-195 
MOK4-6241 Ll45-196 
MOK4-6242 L145-197 
M01<4-6243 Ll45-198 

Ll45-199 
Ll45-200 
L145-201 
Ll45-202 

M01<4-6248 L145-203 
M01<4--6249 Ll45-204 
MOK4-6250 Ll45-205 
MOK4句 6251 LI45-206 
M01<4-6252 L145-207 
MOK4-6253 Ll45-208 
M01<4-6254 Ll45-209 
MOK4-6255 LI 45-2 10 
MOK4-6256 L145-211 
MOK4-6257 L145-212 
MOK4-6258 Ll45-213 
M01<4-6259 L145-214 
MOI'く4-6260 L145-215 
MOK4-6261 L145-216 

Ll45-217 
L145-218 

Ll45-219 
Ll45-220 
Ll45-221 
Ll45-222 
L145-223 
Ll45-224 
Ll45-225 
Ll45-226 
Ll45-227 

遺物番号 推定産地

3551 箱根制?百鮮

3552 推定不可

3553 和田JlI山群

3554 推定不可

3556 ;諏訪民ヶ台群

3557 推定不可

3558 推定不可

3559 諏訪hlヶ台俳

3561 測定不可

3562 E在防虫ヶ台f町、
3563 illi，tt;!.i).ヶ台群
3564 IllWj昼ヶ台群

3565 被定不可

3566 天城相耐;@

3567 和国際山群

3568 J<<紡Qヶ台群

3569 測定不可

3586 E匝訪fi1ヶ台群
3587 眼前毘ヶ台群

3588 探訪昼ヶ台群

3589 和国間山群

3590 箱根制宿群

3591 測定不可

:1592 箱根畑T1i群
3593 測定不可

3594 推定不可

3595 箱根釧宿群

3596 測定不可

3597 推定不可

3598 ~勤皇ヶ台群
3599 和田Iaull博

36∞ ~a訪皐ヶ台群
3601 箱唱E畑宿群

3602 測定不可

3ω3 倣訪亙iヶ
3604 和問l煙山

3605 諏防塁ヶ

3606 測定不可

3607 似紡illヶ台僻

36ω 鯨訪皐ヶ台幹

36ω ~紡五lヶ台俳

3610 ~11il1iiJlヶ台n宇

3611 推定不可

3612 推定不可

3613 事眠妨組ヶ

3614 阪訪昼ヶ

3615 和田1i2ll1r.
3616 測定不可

3617 ;JJl紡皐ヶ台群

3618 測定不可

3630 1 ;諏訪以ヶ台府

3631 1測定不可

36321和田隈山群

3633 I和田英容ライト群

判別図
事j別分析

第 1候繍産地 第 2候補産地
判別群

判別群 距厳 磁率 判別群 | 距. 確率

l-lNHJ HNHJ 6.63 1 HNK1 、30.73 。
推定不可 被定不可 推定不可

WDTY WDTY 16.7 1 (1.95」~I WDHY 20.41 I 0.0443 
推定不可 推定不可

5机'HD SWHD 弓ゴト響 82.991 0 
推定不可 推定不可 推定不可

推定不可 推定不可 推定不可

SWHD SWHD SB1Y 38.33 。
測定不可 測定不可

ト測S定B不1Y可
SWHD SWHD 

長i件一一十SWHD SWHD 11. 87 1 SB1Y 
SWHD SWHD 8.75 SB1Y 86.67 。
推定不可 推定不可 |推定不可

AGKT AGKT 6.15 HNKT 92.79 。
WD1明Y WDTY 17.86 0.9999 WDKB 3604 00090 1 
SWHD SWHD i 4.35 SB1Y 
測定不可 測定不可 | 測定不可

SWHD SWHD4 A WDTN 87.28 D 

推定不可 推定不可 推定不可

測定不可 測定不可 測定不可

WDTY WDTY i. 76 WDHY 19.68 

一一一一一一一一一一』引引SWHD SWHD 13.91 SBIY 45.87 

SWHD SWHD 2.1 SBIY 98.78 
SWl-lD SWHD 15.44 SBIY 46.91 。
測定不可 測定不可 測定不可

SWHD SWHD 9.67 WDTN 68.8 。
SWHD SWHD C.83 1 SBIY 94.62 。
SWHD SWHD 7.75 SB1Y 60.29 I D 

SWHD SWHD I 4.72 111 SB1Y 問。7L
推定不可 推定不可 | 推定不可

一一一 一一測定不可 測定不可 測定不可

測定不可 測定不可 測定不可

SWHD SWHD 1. 51 I WDTN 90.59 。
SWHD SWHD 2.77 i SB1Y 73.06 。
SWHD SWHD SB1Y 39.22 。
WDTY WDTY 14.4 0.9996 WDKB 29.35 。ω04

HNHJ HNHJ 8.13 1 HNK1 63.41 。
測定不可 測定不可

HNHJ HNHJ 22.52 HNK1 70.03 1 0 

測定不可 測定不可 測定不司

被定不可 推定不可 推定不可

HNHJ HNHJ 4.41 HNKI 。
測定不可 測定不可 測定不司

推定不可 推定不可 推定不司

SWHD SWHD 16.69 SBIY 86.04 Q 

WDTY WDTY 12.76 0.9942 WDHY 20.64 0.0058 
SWHD SWHD 6.59 SB1Y 81. 59 臼

HNHJ HNHJ 2.08 トーー 1
HNKl 114.75 。

測定不可 測定不可 測定不可

SWHD SWHD 2.28 SB1Y 73.74 。
WDTY WDTY 3.49 WDHY 22.7 

SWHD SWHD 15.84 

Y 巨耳71測定不可 測定不可 l測W定D不TN可
SWHD SWHD 3.58 
SWHD SWl-lD 12.88 SBIY 123.43 1 0 
SWHD SWHD iO63B i l SBIY 82.19 。
SWHD SWHD SBIY 84.22 。
被定不可 推定不可 推定不可

般);E不可 推定不可 推定不可

SWHD SWHD 17.72 
SWHD SWHD 2.54 SB1Y 73.81 0 
WDTγ WDTY 5.23 0.987 WDHY r 11.461 0.013 
測定不可 測定不可

測定不可 亙仁
SWHD SWHD 13.55 1 1 SB1Y 38.39 1 U 

測定不可 測定不可

SWHD SWHD 1 SB1Y 76.61 0 
測定不可 測定不可 測定不可 「一一一
測定不可 測定不可 測定不可

二ゴ了二二二測定不可 測定不可 |測定不可 i
測定不可 測定不可 測定不可|

測定不可 測定不可

主ii| 十二測定不可 測定不可

測定不可 測定不可

SWHD SWHD 4.69 
推定不可 推定不可| 推定不可

HNHJ HNHJ 
1;99..4l 4 l 

? l-IN 1< I 昨日.81
SWHD SWHD SBIY 

旦;一1一9L.2816」L| 一一0一00α [ 
測定不可 測定不可 測定不可

WDTY WDTY 0.999'/ WDl-IY 
.WDTY WDHY 18.37 I 0.7588 WDTY 18.51 1 0.241: 
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研究室
分析番号 遺物語号 推定産地

年間通番

判別図
判別分析

第 I候補産地 第 2候繍産地
事J別群

事j別群 距磁 確率 判別群 距艦 確率

MOK4-6283 Ll45-238 3634 測定不可 測定不可 測定不可 測定不可

MOK4-6284 Ll45-239 3635 測定不可 測定不可 H~定不可 測定不可

MOK4-6285 Ll45-240 3636 測定イ、可 測定不可 測定不可 測定不可

MOK4-6286 Ll45-241 3637 測定不可 澗定不可 測定不可 測定不可

MOK4-6287 Ll45-242 3639 利回目E山僻 WDTY WDTY 8.19 0.995 WDHY I 16.36 0.005 
MOK4-6288 Ll45-243 3640 測定不可 測定不可 測定不可 澗定不吋 |

MOK4-6289 Ll45-244 3641 阪訪虫ヶ台骨F SWHD SW!-ID 7.66 SBIY 52.75 。
MOK4-6290 Ll45-245 3642 測定不nJ 測定不可 測定不可 測定不可

Ll45-246 3645 測定不可 測定不可 測定不可 測定不可

Ll45-247 3646 B互訪昼ヶ台昨 SWJ-ID SWJ-ID 16.47 SBIY 50.36 。
Ll45-248 3647 諏訪hlヶ台昨 SWHD SWHD 15.54 SBIY 42.93 。
L145-249 3648 測定不可 測定不可 測定不可 測定不可

Ll45-250 3649 測定不可 測定不可 測定不可 測定不可

MOK4-6296 Ll45-251 3650 測定不可 測定不可 測定不可 測定不可

MOK4-6297 Ll45-252 3651 澗定不可 測定不可 測定不可 測定不可

MOK4-6298 Ll45-253 3652 測定不可 測定不可 測定不可 測定不可

MOK4-6299 Ll45-254 3653 測定不可 ill!ii:不可 測定不可 測定不可

MOK4-6300 Ll45-255 3654 測定不可 測定不吋 測定不可 測定不可

MOK4-6301 L145-256 3655 原訪昆ヶ角哲下 SWト1D SWHD 5.29 WDTN 111. 88 。
MOK4-6302 L145-257 3656 型車防瓦iヶ台併 SWHD SWHD 10.49 SBIY 52.11 。
MOK4-6303 L145-258 3657 測定不可 測定不可 測定不可 澗定不可

MOK←6304 L145-259 3658 折E定不可 被定不可 推定不可 縦定不可

MOK4-6305 Ll45-260 3659 利回鷹山1伴 WDTY WDTY 4.79 0.9604 WDHY 8.73 0.0396 
MOK4も 6306 L145-261 3660 測定不可 測定不可 測定不可 測定不可

MOK4-6307 L145-262 3661 測定不可 測定不可 測定不可 測定不可

MOK4-6308 L145-263 3662 測定不可 測辺不可 測定不可 測定不可

MOK4-6309 L145-264 3663 和田町山1昨 WDTY WDTY 2，89 WDJ-IY 21. 96 。
MOK4-631O Ll45-265 3664 相l回腿山IW WDTY WDTY 2.67 0.9994 WDJ-IY 15.06 。∞OG
MOK4-6311 L145-266 3665 測定不可 測定不nI 測定不可 測定不可

MOK4-63i2 L145-267 3666 測定不可 澗定不可 測定不可 測定不可

MOK4-6313 L145-268 3667 椛定不可 推定不可 推定不可 推定不可

MOK4-6314 L145-269 3668 和田英答ライ ト僻 'WDTY WDHY 4.36 0.6709 WDTY 8.22 0.3291 
MOK4-6315 L145-270 3669 測定不可 測定不可 測定不可 測定不可

MOK4-6316 L145-271 3670 測定不可 測定不可 測定不可 測定不可

MOIく4-6317 L145-272 3671 測定不可 測定不可 測定不可 測定不可

MOK4-6318 Ll45-273 3672 測定不可 測定不可 測定不可 測定不可

MOK4-6319 Ll45-274 3673 測定不可 測定不可 測定不可 測定不可

MOK4-6320 L145-275 3674 和国際山静 WDTY WDTY 16.04 0.9998 1ハTDl-IT 30.6 0.0002 
MOK4-6321 L145-276 3675 廠訪凪ヶ台群 SWHD SWHD 11.88 SBIY 69.85 。
MOK4-6322 Ll45-277 3676 測定不可 測定不可 測定不可 測定不可

MOK4-6323 Ll45-278 3677 事I'ill品j思馳削伴 KZOB KZOB 5.86 KZSN 41. 99 。
MOlく4-6324 Ll45-279 3678 測定不可 測定不可 測定不可 測定不可

MOIく4-6325 Ll45-280 3679 相l田美容ライト1t下 .WDTY WDJ-IY 7.8 0.6637 WDTY 8.87 0.3363 
MOK4-6326 Ll45-28 1 3680 測定不可 測定不可 測定不可 測定不可

MOK4-6327 Ll45-282 3681 推定不可 推定不可 椛定不可 推定不可

M01'く4-6328 L145-283 3682 測定不可 測定不可 測定不可 測定不可

MOK4-6329 L145-284 3684 測定不可 測定不可 測定不可 測定不可

MOK4-6330 L145-285 3685 鍛定不可 推定不可 推定不可 推定不可

MOK4-6331 Ll45-286 3686 抗t定不可 推定不可 推定不可 推定不可

MOK4-6332 L145-287 3687 諏防昆ヶ台1洋 SWHD SWHD 3.08 WDTN 87.49 。
MOlく4-6333 LI45-288 3688 推定耳、日J 挑定不可 推定不可 IfE定不可

MOK4-6334 L145-289 3689 和田m山酔 WDTY WDTY 4.11 0.9995 WDHY 17.03 0.0005 
MOK4-6335 Ll45-290 3690 測定不可 測定不可 測定不可 凋定不可

MOK4-6336 L145-291 3691 諏紡hlヶ台1芹 SWHD SWJ-ID 8.46 SBIY 53.87 。
MOK4-6337 Ll45-292 3692 測定不可 測定不可 測定不可 測定不可

M01く4“6338 L145-293 3693 測定不可 測定不可 測定不可 測定不可

M01く4-6339 L145-294 3694 鍛定不可 推定不可 推定不可 推定不可

MOK4-6340 L145-295 3695 推定不可 舵定不可 推定不可 推定不可

MOK4-6341 L145-296 3696 諏紡旦ヶ台1t'f. SWJ-ID SWHD 3. 16 SBIY 84.9 。
MOK4-6342 L145-297 3697 dllJ定不可 測定不可 測定イミロJ 測定不可

MOK4-6343 Ll45-2日8 3698 和田路山群 WDTY WDTγ l2.77 0.971 γVDHY 17.36 0.029 
MOK4-6344 L145-299 3699 和田lt':山群 WDTY WDTY 2.6 WDHY 30.16 。
MOK4-6345 L145-30日 37∞ ai訪hlヶ台群 SWJ-ID SWJ-ID 9.52 WDTN 101. 17 。
MOi'く4-6346 L145-301 3701 測定不可 測定不可 測定不可 測定不可

M01く4-6347 L145-302 3702 和田l!111 I拝 WDτy WDTY 2.51 WDトI)'_I 35.05 日

MOK4-6348 L145-303 3703 測定不ロJ 測定不可 測定不可 測定不可

MOK4-6349 L145-304 3704 和国峰山群 WDTY WDTY 1. 13 0.9999 WDトIY 17.04 0.0001 
MOK4-6350 L145-305 3705 測定不可 測定不可 測定不可 測定不可

MOK4-6351 L145-306 3706 和田町山群 WDTY WDTY 4.7ワ 0.9998 WDHY 19.36 o.oom 
MOK4-6352 L145-307 3708 測定不可 測定不可 測定不可 測定不可

MOK4-6353 L145-308 3709 測定不可 測定不可 測定不可 測定不"1
MOK4-6354 L145-309 3710 測定不可 測定不可 測定不可 測定不可

MOK4-6355 L145-310 3711 保田Ijfilヶ台f，干 SWJ-ID SWHD 23.92 SBIY 83.84 
MOK4-6356 L145-311 3712 測定不可 測定不可 測定不可 測定不可

MOlく4-6357 Ll45-312 3713 測定不可 測定不可 測定不可 測定不可

MOIく4-6358 L145-313 3714 測定不可 測定不可 測定不可 測定不可

MOK4-6359 Ll45-314 3715 測定不可 測定不可 測定不可I 測定不可

MOK4-6360 Ll45-315 3716 推定不可 推定耳、可 維定不可 推定不可

MOK4-6361 Ll45-316 3717 ~í初盆ヶ台f，干 SWHD SWJ-ID 16.29 0.9999 SBIY 31. 37 。∞01
MOK4-6362 Ll45-317 3718 推定不可 推定不可 維定不可| 推定不可
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研究室
分析番号 遺物番号 推定産地

年間通番

判別図
判別分析

第 1候補産地 第 2候補産地
判別群

判別群 霞陛 摘率 判別群 距離 砲率

MOI<4-6363 L145-318 3719 事l田胞山昨 WDTY WDTY I 8.46 WDKB 37.38 。
MOI<4-6364 Ll45-319 3720 測定不可 測定不可 測定不可 測定不可

MOIく4-6365 Ll45-320 3721 測定不可 測定不可 測定不可 測定不可

MOK4-6366 Ll45-321 3722 推定不可 推定不可 推定不可 推定不可

MOI<4-6367 Ll45-322 3723 測五不可 測定不可 測定不可 測定不可

MOI<4-6368 Ll45-323 3724 似防虫ヶ合併 SWHD SvγHD 12.2 SB1Y 61.46 。
MOI<4-6369 L145-324 3725 測定不可 測定不可 測定不可 測定不可

MOK4-6370 L145-325 3726 事l間夫容ライト1洋 .WDTY WDHY 4.17 0.6822 WDTY 8.12 0.3178 
MOK4-6371 Ll45-326 3727 測定不可 測定不可 測定不可 測定不可

MOIく4-6372 Ll45-327 3728 箱板剥111白梢 I-INHJ HNHJ 18.21 HNKI 2ω42 。
MOI<4-6373 Ll45-328 3729 測定不可 測定不可 測定不可 測定不可

MOI<4-6374 Ll45-329 3730 推定不可 指定不可 推定不可 推定不可

MOK4-6375 Ll45-330 3731 E互訪虫ヶ台俳 SWHD SWHD 13.52 SBIY 63.75 。
MOI'く4-6376 Ll45-33 1 3732 保定不可 推定不可 推定不可 推定不可

MOI<4-6377 Ll45-332 3733 推定不可 推定不可 推定不可 推定不可

MOI<4-6378 Ll45-333 3734 諏紡五lヶ台俳 SWHD SWHD 26.33 SBIY 80.94 。
MOI<4-6379 Ll45-334 SWHD SWHD I 15.03 WDTN 80.29 。
MOI<4-63S0 Ll45-335 S，ザHD SWHD 13.66 WDTN 1I1. 84 。
MOI<4-6381 Ll45-336 推定不可 推定不可 推定不可

MOI<4-6382 Ll45“337 推定不可 推定不可 推定不可

MOI<4-6383 Ll45-338 SWHD SWHD 10.41 SBIY 47.1 。
MOIく4-6384 Ll45-339 SWHD SWHD 13.97 SBIY 83.96 。
MOI<4-6385 Ll45-340 WDTY WDTY 6.3 0.9907 WDHY 13.2 0.0093 
MOIく4-6386 Ll45-341 推定不可 推定不可 推定不可

MOI<4-6387 Ll45-342 3743 諏紡畠ヶ台1¥下 SWHD SWI-ID 1. 12 SBIY 74.4 。
MOK4-6388 Ll45-343 3744 測定不可 測定不可 測定不可 測定不可

MOK4-6389 Ll45守 344 3745 推定不可 推定不可 推定不可 推定不可

MOK4-6390 Ll45“345 3746 阪紡ftlヶ台酔 S仇IHD SWHD 17.21 SBIY 74.17 。
MOK4-6391 L145-346 3747 源防1iiヶ台f，下 SWHD SWI-ID 7.53 SBIY 61. 13 。
MOI<4-6392 Ll45-347 3748 箱恨畑r1i群 トlNHJ HNHJ 18.27 HNIくI 204.77 。
MOI<4-6393 Ll45-348 3749 測定不可 測定不可 測定不可 測定不可

MOIく4-6394 Ll45-349 3750 測定不可 測定不可 測定不可 測定不可

MOK4-6395 Ll45←350 3751 阪Nihlヶ台酔 SWトID SWHD 8.59 SBIY 71. 09 。
MOK4-6396 Ll45-35 1 3752 測定不可 測定不可 測定不可 測定不可

MOK4-6397 Ll45-352 3753 陳1lIihlヶ台l拝 SWHD SWI-!D 43 SBIY 56.35 。
MOK4-6398 Ll45-353 3754 dl'J定不可 測定不可 測定不可 測定不可

MOI<4-6399 Ll45-354 3755 :lIl訪!ilヶ台併 SWHD SWHD 6.25 SBIY 75.32 。
MOIく4-6400 Ll45-355 3756 測定不可 測定不可 測定不可 測定不可

MOK4-6401 Ll45-356 3757 測定不可 測定不可 測定不可 測定不可

MOK4-6402 Ll45-357 3758 測定不可 測定不可 測定不可 測定不可

MOI<4-6403 Ll45-358 3759 測定不可 測定不可 測定不可 測定不可

MOI<4-6404 Ll45-359 3760 測定不可 測定不可 測定不可 測定不可

MOK4-6405 Ll45-3飢) 3761 測定不可 測定不可 測定不可 測定不可

MOK4-6406 Ll45-361 3762 測定不可 測定不可 測定不可 測定不可

MOI<4-6407 Ll45-362 3763 概肪Z己ヶ台俳 SWHD SWHD 14.36 SBIY 76.41 。
MOIく4-6408 Ll45-363 3764 阪紡旦ヶ台群 SWHD SWI-ID 22.13 WDTN 110.09 。
MOI<4-6409 Ll45-364 3765 測定不可 測定不可 測定不可 測定不司

MOK4-6410 L145-365 3766 測定不可 測定不可 測定不可 測定不可

MOK4-6411 Ll45-366 3767 推定不可 推定不可 推定不可 推定不可

MOK4-6412 Ll45-367 3768 推定不可 推定不可 推定不可 推定不可

MOK4-6413 Ll45-368 3769 車l悶lI!!山俳 WDTY WDTY 1. 12 lハiDI-IY 21. 47 。
MOK4-6414 L145-369 3770 測定不可 測定不可 測定不可 測定不可

MOI<4-6415 Ll45-370 3771 測定不可 測定不可 測定不可 測定不可

MOI<4-6416 Ll45-371 3772 Itl勤皇ヶ台n下 SWHD SWHD 7.53 SBIY 115.04 。
MOK4-6417 Ll45-372 3773 推定不可 推定不可 推定不可 1 推定不可

MOI<4-6418 Ll45-373 3774 測定不可 測定不可 測定不可 測定不可

MOK4-6419 Ll45-374 3775 和問~山昨 WDTY WDTY 4.41 WDIくB 25.76 。
MOK4-6420 Ll45-375 3776 測定不可 測定不可 測定不可 測定不可

MOK4-6421 Ll45-376 3777 線前島ヶ台1伴 SWHD SWHD 7.61 WDTN 73.24 。
MOK4-6422 Ll45-377 3778 測定不可 測定不町 測定不可 測定不可

MOIく4-6423 Ll45-378 3779 測定不可 測定不可 測定不可 測定不可

MOK4-6424 Ll45-379 3780 推定不可 推定不可 推定不可 椛定不可

MOK4-6425 Ll45-380 3781 推定不可 推定不可 推定不可 推定不可

MOK4-6426 Ll 45-38 1 3782 測定不可 測定不可 測定不可 測定不可

MOK4-6427 Ll45-382 3783 測定不可 測定不可 測定不可 測定不可

MOK4-6428 Ll45-383 3784 imi~jhlヶ台群 SWHD SWHD 13.43 SBIY 46.62 。
MOK4-6429 L145-384 3786 測定不可 測定不可 測定不可 測定不可

MOI'く4-6430 Ll45-385 3787 測定不可 測定不可 測定不可 測定耳、nJ

MOK4-6431 Ll45-386 3788 推定不可 雛定不'oI 推定不可 鍛定不可

MOK4-6432 Ll45-387 3789 諏紡虫ヶ台1非 SWHD SWHD 12.53 SBIY 46.12 。
MOK4-6433 Ll45-388 3790 ;Jfi訪昌ヶ台1芹 SWトID SWHD 2.93 SBIY 89.78 。
MOI<4-6434 L145-389 3791 箱根畑宿群 HNHJ HNHJ 3.39 HNKI 83.45 。
MOIく4-6435 Ll45-390 3792 測定不可 測定不可 測定不可 測定不可

MOI<4-6436 Ll 45-39 1 3794 測定不可 測定不可 測定不可 測定不可

MOK4-5437 L145-392 3795 測定不可 測定不可 測定不可 測定不可

MOK4-5438 Ll45-393 3796 ;Jfi訪昆ヶ台f，:f. SWHD SWHD 10.23 SBIY 58.72 。
MOK4-6439 Ll45-394 3797 測定不可 測定不可 測定不可 測定不可

MOK4-5440 Ll45-395 3798 測定不可 測定不可 測定不可 測定不可

MOI<4-6441 Ll45-396 3799 測定不可 測定不可 測定不可 測定不可

MOK4-6442 Ll45-397 38∞ 諏訪皐ヶ台惰 SWHD SWHD 10.56 WDTN 107.32 I 。
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MOIく4-6443
MOK4-6444 
MOK4-6判5

MOK4-6446 
MOK4-6447 
MOI<4-6判B
MOK4-6449 
MOK4-6450 

MOK4-6459 
MOK4-6460 

MOK4-6469 
MOI<4-6470 
MOI<4-6471 
MOI<4-6472 

MOK4-6473 
MOI<4-6474 
MOI<4-6475 
MOlく4-6476

MOI<4-6484 
MOI<4-6485 
MOI<4-6486 
MOI<4-6487 
MOIく4-6488

MOK4-6501 
MOK4-6502 
MOIく4-6503
MOK4-6504 
MOK4-6505 
MOK4-6506 
MOI<4-6507 

MOK4-6508 
MOI<4-6509 
MOK4-651O 

MOK4-6521 
MOK4-6522 

分析番号

Ll45-398 
Ll45-399 
Ll45-4∞ 
Ll45-401 
L145-402 

L145-403 
Ll45-404 
Ll45-405 
Ll45-406 
Ll45-407 
Ll45-408 
Ll45-4ω 

Ll45-41O 
Ll 45-4 1 1 
Ll 45-4 1司

Ll45-4 Li 

Ll45-417 
Ll45-418 
Ll45-419 
Ll45-420 
Ll45-421 

L145-422 
Ll45-423 
Ll45-424 
Li45-425 
L145-426 
Ll45-427 
Ll45-428 
Ll45-429 
Ll45-430 
Ll45-431 
Ll45-432 
Li45-433 
Ll45-434 
Ll45-435 
Ll45-436 
Ll45-437 
Ll45-438 

Ll45-439 
Ll45-440 

Ll 45-44 1 
Ll45-442 
Ll45-443 
Ll45-444 

Ll45-445 
Ll45-446 
Ll45-447 

Ll45-448 
Ll45-449 
Ll45-450 
Ll45-451 
Ll45-452 
Ll45-453 
Ll45-454 
Ll45-455 
Ll45-456 

Ll45-457 
Ll45-458 

Ll45-459 
Ll45-460 
Ll45-461 

Ll45-462 
Ll45-463 
Ll45-464 
Ll45-465 
Ll45-466 
Ll45-467 
Ll45-468 
Ll45-469 
Ll45-470 

Ll 45-47 1 
Ll45-472 
Ll45-473 
Ll45-474 

Ll45-475 
Ll45-476 
Ll45-477 

遺物番号| 推定産地

380211J11定不可
38031 測定不可

38291 !眼前昼ヶ台併

38301 測定不可

38311測定不可

38β21 i駆妨昆ヶ台群

3833 I測定不可

群

一堅

一群

ムロ

一ム旦

ー
一
ム口

一

?

?

:

:

:

』

ゲ
可
一
乙
可
一可
一
可
一可
一可
一
ケ
一可
一
可
一可
一可
一可
一可
一可

昼

不
一日
ニ
不
一不
一
不
一不
一不
一息
一
不
一不
一
不
一不
一不
一不
一不

紡

定
一訪
一定
一定
一定
一定
一定
一勧
一定
一
定
一直
一
定
一随
一倍
一定

諏
一副
一諏
一測
一測
一
測
一縦
一測
一棟
-測
一測
一測
一測
-測
一測
一推

?
L
o
o
-Q
ニ
n
u
--
A
-
フ
-q
ニ泊守
一E
J
-戸
b
-弓
'
-
0
6
-Q
d
-n
u
-
，i
-
qdu

留
一む
一冊
己
創
一心掛
一例
一例
一例
一例
一例
一以
一例
一例
一お
一筋
一筋

1
0
3
-3
-3
-
3
-a
t
J
-3
一

3
-3
-3
-3
2
3
2
4
1
3
-3

3861 11眠妨昆ヶ台群

38621 !眼前皇ヶ台俳

38631 ;諏防虫ヶ台群

38641測定不可

3865 I j桂定不可

38661測定不可

3867 1測定不可

38681駅訪皇ヶ台僻

38691 i融功皇ケ台俳

38701桝吃1I均恩l馳向群

3871 1測定不可

38721 ilI定不可
38731敬訪昆ヶ台群

38741測定不可

38751測定不可

38761惟定不可

38771阪紡昼ケ台俳

38781測定不可

3879 1 ~~J定不可
38801推定不可

3881 1測定不可

判別分析
判別図 1 " | 窮1候補産地 11 第 2候補産地
判別群 1 "..~..~ ，~.. :::.:~-~， __ 11 

| 判別群 | 距隆 | 確率 11 判別群 | 距盤 | 確率

測定不可 l測定不可 1 11 定不可

測定不可 I測定不可 113固定ヰ司

SWHD 1 SWHQ_J ¥9.281一一一__LIし三自工J一一一 56.71し一一 o
測定不可 |測定不可 11測定不可

測定不可 |測定不可 1 11澗定不可

推定不可 l推定不可 1 1什 桂定不可i
測定不可 l測定不可 | 「一一一寸「荷豆末苛ー|

測定不可 |測定不可 1川 定不可|

測定不可 |測定不可 11 i測定不可|

測定不可 l測定不可 1 11測定不可|

縦定不可 l推定不可 11 lti定不可|

測定不可 |測定不可 11測定不可|

測定不可 l測定不可 11測定不可|

測定不可|測定不ロI1 11測定不可

測定不可 l測定不可 11 定不可

測定不可 l測定不可 1川腕不可1 | 
測定不可 l測定不可 .. - 一一l

測定不可 i測定不可

推定不可 l推定不可 11j世定不可|

測定不可 l測定不可 11測定不可|

測定不可 |測定不可 | い 別定不可|

測定不可 |測定不可 1 11測定不可

測定不可 l測流不可 | 11測定不可

測定不可 l測定不可 11測定不可

測定不可 l眠不可 1 11腕不可 1
測定不可 l測定不可 11~~定不可|
測定不可 l測定不可| 11測定不可|

SWHD 1 SWHD 1 26. 13 : 1: SBIY 98.581 0 

測定不可 |測定不可 1 11 i!理定不可
測定不可 l測定不可 11測定不可

SWHD 1 SWHo 1 4.52 川 SBIY 107.則 。
測定不可 |測定不可 | 11 8再定不可

SWHD 1 SWI-lQ_J___2:_~_I 1 ~工
測定不可 l測定不可 測定不可

測定不可 l測定不可 | 11測定不可|

SWHD 1 SWHo 1 IG.91 川1 SB町 64.681 0 

測定不可 l測定不可 1 11 ilIlJ定不可

5WI-lD 1 SWHo 1 11.05 川|SB町 51.8叫 0

測定不可 |測定不可 1 l'測定不可
一 一

測定不可 l測定不可 1 測定不可

測定不可 l測定不可| 11測定不可

推定不可 l推定不可 ，-_ L一一一」し笠主主豆
腕不可 |測定不可 l 1測定不可I

SWHD 1 SWHo 1 4. 23 1 1 11 SB町 77.67
測定不可|測定不可 l' a同定不可|

測定不可 |測定不可 1 測定不可 |

測定不可 !測定不可 11測定不可 | 

測定不可 l測定不可| 川1眠不可

|測定不可 l測定不可 1 11測定不可

| 定不可 l測定不可 11測定不可|

推返不可 1推定不可 1川 住定不司i
SWHD 1 SWI-lD 1 3.671 ! 11 SBIY 45.03 ! G 
測定不可 i測定不可 11 測定不可 1
WDTY 1 WDTY 1 5.39一一一一llrwDKB-r--2訂司一一一 o
測定不可 l測定不可 1 1 測定不可

HNHJ 1 I-lNHJ 「一寸百了一一一一寸 「五夜1 1 47.16 1 C 

1測定不可 1測定不可 1 11測 不不可i
1 SWHD 1 SWHD 1 22.06 i 11 IDTN 64.31 1 0 

ZR定不可 l測定不可 11測定不可

SWHD 1 SWHo 1 19.35 川 SBIY 55.93 i 0 
5WHD 1 SWHD 1 日間 パι SBIY 43.5:1 1 0 

SWHD 1 SWHD I iO.74 川I SBIY 1 58.65! 0 

澗定不可 1測定不可 11語眠不可1
推定不可 l推定不可 I |川院不可

測定不可 l測定不可 11測定不吋

測定不可 l測定不可 l 11測定不可|

SWHD 1 SWHD 1 24.221 川| SBIY 49.76 1 0 

5WHD 1 SWHD I 16. G2 1 川| SBIY 51 8 1 0 
KZOB 1 KZOB 1 66r一一一丁 11 KZSN 1 58.38一一一一寸

測定不可 l測定不可 11 8理定不一
測定不可 l測定不可 「一一一一一|一一一---，r-:;:;士=

Swi:rn-r-SWHD 1 i0.93 1 

測定不可 l測定不可
測定不可 l測定不可 「 一一一一一一寸|副主不可 「一一一寸

推定不可 |縫定不可 I 11 推定不可

SWHD 1 SWHD I 11. 61 川| SBIY 55.乃 1 0 

測定不可 l測定不可 11測定不可|
測定不可 |測定不可 1 11ーム 一一l

推定不可 i推定不可 |
測定不可 l測定不可 |一一一一一一

126.89 
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分析番号 遺物番号 推定産地

年間通番

判別図
判別分析

第 1候補産地 第 2候補産地
判別群

判別群 距態 確率 判別群 距厳 纏率

MOK4-6523 L145-478 3882 測定不可 測定不可 測定不可 測定不可

MOI<4-6524 L145-479 3897 神?若島国、馳品群 1<20B K20B 12.34 1<2SN 35.58 。
MOI<4-6525 L145-480 4070 車草加星ヶ台僻 SWHD SWHD 6.39 WDTN 86. 15 。
MOK4-6526 LI 45-48 1 5241 箱根制筒静 HNHJ HNHJ 0.88 HNKI 89.65 。
MOK4-6527 L145-482 7155 B軍訪!ilヶ台f伴 SWHD SWHD 17.42 SBIY 109.81 。
MOI<4-6528 L145-483 7250 剖I紡星ヶ台i洋 SWHD SWHD 7 l SBIY 62.99 。
MOI<4-6529 L145-484 7656 神湯島思馳~1W K20B K20B 3.24 K2SN 37.02 。
MOK4-6530 L145-485 7783 ~~吉昆ヶ台l梓 S¥可HD SWHD 13.16 SBIY 60.1 。
MOK4-6531 L145-486 7784 箱~n畑柄群 HNHJ HNHJ 8.05 HNKI 142.87 。
MOIく4-6532 L145-487 7785 ~訪4'，ヶ台俳 SWHD SWHD 13.07 SBIY 84.96 。
MOI<4-6533 L145-488 7820 測定不可 測定不可 測定不可 測定不可

MOIく4-6534 L145-489 7835 箱根却n百群 HNHJ I-INHJ 7.26 HNI<I 69.24 。
MOK4-fi535 L145-490 7945 神i1t応忠臣Y{.1Jf伴 1<20B K20B 6.09 K2SN 49.75 。
MOI<4-6536 L145-491 8074 箱椴畑fi'1群 HNHJ HNHJ 11. 58 I-INKI 178.62 。
MOK4-G537 L145-492 8320 阪J/j昼lヶ台M SWHD SWHD B SBIY 89.26 。
MOK4-6538 L145-493 8382 神111ぬ思JIlI!&.I1l'f. 1<20B K20B 9.5 1<2SN 40.64 。
MOIく4-6539 Ll45-494 8555 日以山村湯沢群 THAY THAY 1. 04 NYHA 120.84 。
MOK4-6540 L145-495 8561 阪防塁ヶ台群 SWI-lD SWI-ID 13.49 SBIY 101. 73 。
MOK4-6541 L145-496 8600 結恨知11百静 HNI-lJ I-INI-lJ 3.2 HNKI 113.89 。
MOIく4-6542 Ll45-497 8612 箱根畑Ml押 HNI-IJ I-INHJ 4.93 I-INKI 107.95 。
MOI<4-6543 L145-498 8613 箱根畑lin~ HNHJ HNHJ 2.8 i 11 HNI(I 115.85 。
MOIく4-6544 L145-499 8614 眼前昼ヶ台群 SWHD SWHD 17.91 SBIY 79.45 。
MOI<4-6545 L145-500 8617 事I'W品思馳助隊 K20B I<20B 5.3 I<ZSN 35.28 。
MOIく4-6546 L145-501 8618 箱根側約群 HNHJ HNHJ 4.59 HNfくI 99.1 。
MOI<4-6547 Ll45-502 8636 箱叡知l宿Jl'f HNHJ HNHJ 9.2 HNl<l 172.69 。
MOI<4-6548 L145-503 8637 箱相良知l宿lt下
MOIく4叩 6549 L145-504 8642 神社I品恩馳品群

MOK4-6550 L145-505 8645 天城柏峠鮮

I-INHJ HNHJ 1. 29 

~一千IくIZN平SKN T 

95.65 。
K20B K208 2.27 46.9 。
AGKT AGKT 11. 4 121. 15 。

MOK4-6551 L145-506 8650 者i綬畑街群 HNHJ HNHJ 0.52 HNKI 117.94 。
MOK4-6552 L145-507 8651 諏紡盛ヶ台?惇 SWHD SWHD 8.68 SBIY 79.27 。
MOI<4-6553 L145-508 8652 阪酎)!ilヶ台群 SWHD SWHD 2.45 SBIY 100.02 。
MOK4-6554 L145-509 8653 箱根知l詐H拝 HNHJ HNHJ 3.72 HNKI 87.23 。
MOK4-6555 LI 45-5 10 8654 宇l'tJt島思馳[，~群 K20B 1<208 5.33 KZSN 41. 76 。
MOK4-6556 L145-511 8655 p科冷山群 TSTY TSTY 1.84 0.9999 TSI-IG 15.84 0.0001 
MOJ<4-6557 L145-512 8657 天域柏峠群 AGKT AGKT 24.94 HNKT 141ω 。
MOK4-6558 L145-513 8658 ~車j皐ヶ台f洋 SWHD SWI-ID 8.15 SBIY 67.59 。
MOK4-6559 L145-514 8659 箱根骨111菌群 I-lNトU HNHJ 6.27 HNIくI 152.92 。
MOK4-6560 L145-.515 8665 箱担皇制伯ii伴 HNHJ I-INI-IJ 19.14 HNKI 2ω.04 。
MOI.く4-6561 L145-516 8672 Rtt方昆ヶ台群 SWHD SWHD 5.34 1ハIDTN 87.98 。
MOK4-6562 L145-517 8680 天城柏峠群 AGKT AGKT 2.13 HNKT 92.6 。
MOIく4-6563 Ll45-518 8681 諏J1jl1l.ヶ台1拝 SWHD SWHD 3.44 SBIY 112.19 。
MOK4-6564 L145-519 8684 箱叡畑宿群 I-INHJ HNHJ 6.28 HNKI 93.52 。
MOK4-6565 L145-520 8695 源紡箆ヶ台群 SWHD SWHO 23.16 SBIY 112.72 。
MOK4-6566 Ll45-52 1 8706 鯨紡昼ヶ台砕 SWHO SWHO 10.66 SBIY 47.48 。
MOIく4-6567 L145-522 8708 :IR!ti昼ヶ台群 SWHO SWHO 6.08 SBIY 107.28 。
MOK4-6568 Ll45-523 8709 箱根畑宿鮮 !-lNHJ HNHJ 6.85 HNI<I 80ω 。
MOK4-6569 L145-524 8713 箱様畑ri!i群 HNHJ HNHJ 4.8 HNKI 138.22 。
MK07-4446 L145-525 181 天機柏峠群 AGKT AGKT 2.47 HNI<T 122.99 。
MK07-4447 L145-526 234 神tl1劫恩馳島群 K20B K20B 10.08 i K2SN 46.41 。
MI<07-4448 L145-527 252 箱根畑宿群 HNHJ J-INHJ 7.27 HNKI 114.54 。
MK07-4449 L145-528 257 lJll紡lliヶ台群 S仇IHO SWHO 9.98 WOTN 138.54 。
MK07-4450 L145-529 258 天減柏峠群 AGI'くT AGKT 2.48 HNKT i21.34 。
MK07-4451 L145-530 259 天減柏峠群 AGKT AGKT 0.69 i !-lNKT 110.55 。
MK07-4452 L145-531 280 神均五h思馳.b群 K20B K20B 7.08 KZSN 59.89 。
MK07-4453 L145-532 389 諏訪担ヶ台群 SWHO SWHD 15.57 SBIY 108.31 。
MK07-4454 L145-533 484 阪紡虫ヶ台r.宇 SWHO SWHO 12.47 SBIY 99.06 。
MK07-4455 L145-534 513 鰍紡思ヶ台群 SWHO SWHO 8.4 SBIY 60.1 。
MK07-4456 L145-535 551 探訪昼ヶ台I'J SWHO SWJ-IO 11. 42 SBIY 117.5 。
MK07-4457 L145-536 609 諏訪w.ヶ台群 SWHO SWHO 7.04 WOTN 101. 12 。
MK07-4458 L145-537 623 探訪単ヶ台群 SWHO SWI-IO 14.52 SBIY 120.92 。
MK07-4459 L145-538 627 推定不可 雛定不可 推定不可 推定不可

MK07-4460 L145-539 655 天減柏峠群 AGI'くT AGI'くT 3.69 HNIくT 145.54 。
MIく07-4461 L145-540 715 敵防長lヶ台俳 SWHO SWHO 5.27 SBIY 82.53 。
MK07-4462 Ll 45-54 1 731 ~初尽ヶ台r.r- SWHO SW卜10 17.53 SBIY 134.06 。
MK07-4463 L145-542 836 茨城相自I!群 AGKT AGI<T 0.97 HNKT 111.36 。
MK07-4464 L145-543 867 諏防虫ヶ台1坪 SWHO SWトID 12.28 SBIY 98.14 。
MK07-4465 LI45-544 890 諏訪息ヶ台俳 SWI-IO 5仇fト10 7.6 SBIY 110.97 。
MK07-4466 L145・545 916 諏防hlヶ台俳 SWHO SWHO 5.83 SBIY 116.11 。
MI(07-4467 L145-546 994 J!科ib山f，宇 TSTY TSTY 0.87 0.9999 τ'SHG 15.57 0.0001 
MI'く07-4468 LI45一生17 1023 被紡昆ヶ台俳 SWHO SWHO 1.3 SBIY 84.07 。
MK07-4469 Ll45-548 1062 箱桜知11首併 HNHJ HNHJ 3.72 HNKI 127.07 C 

MK07-4470 Ll45-549 1100 olli訪1.11ヶ台鮮 SWHO SWHO 6.17 SBIY C 

MK07-4471 L145-550 1219 1JNp.方!il.ヶ台1昨
MI<07-4472 Ll45-551 1237 箱般制約l昨
MIく07-4473 Ll45-552 1336 J~，紡昼ヶ台f伴

SW卜10 SWトID 11. 21 

SBIY イ一「」一五百iT円一→一 oJ-INHJ トINHJ 6.36 HNKI 

S¥へIHO SWHO l.i9 SBIY 
M1<07-4474 Ll45-553 1394 箱根両IIfe群 HNHJ I-INI-IJ 3.1 HNKI 138.42 
M1<07-4475 Ll45-554 1466 献紡hlヶ台l昨 SWHO SWHO 2.52 SBIY 89.02 
MI<07-4476 Ll45-555 1484 神W~思馳白1昨 1<20s 1<20B 5.58 K2SN 61. 87 
MI<07-4477 L145-556 1496 箱根知|宿群 HNHJ I-INHJ 12.38 HNKI 143.94 
MK07-4478 Ll45-557 1509 天成柏僻群 AGKT AGKT 1. 71 HNKT 102.17 
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研究室
分析番号 遺物番号 推定産地

年間通番

判別図
判別分析

|第1候補産地| 第 2候補産地
判別群

判別群 箆陵 確率 判別群 距隠 確率

MK07-4479 LI45-558 1624 神ì:~島理、馳島鮮 KZOB KZOB 1 KZSN 。7.971 。
MK07-4480 LI45-559 1637 顕肪昼ヶ台1帯
MK07-4481 LI45-560 1914 神ilt{J，恩馳臼群

MK07-4482 Ll45-561 2473 l'i'ilrt1J恩馳品群

SWHD SWHD 1 1. 42 SBIY 
9584竺05L| 

。
KZOB KZOB ム1.35 KZSN 。。
IくZOB IくZOB 3.05 !ll KZSN 35.7? 

MK07-4483 LI45-562 2502 際訪皐ヶ台群 SWHD SWHD 1.__Q"I___1 SBIY 88.3 。
MK07-4484 LI45-563 2577 天城柏峠群 AGKT AGKT 3.1_l_ 1 

τ HNKT 125.03 。
MK07-4485 Ll45-564 2594 神t1t白恩馳島群 KZOB KZOB 5.08 KZSN 28.87 。
MK07-4486 L145-565 2749 諏訪昼ヶ台1洋 SWHD SWHD 1. 19 SBIY 8ι52 I 

MK07-4487 Ll45-566 29ω 箱線畑宿1洋
MK07-4488 L145-567 29ω 箱摂知l宿併

HNHJ HNHJ ~I HNKI I 93.241 。日 ! 
HNHJ HNHJ 4.24 HNKI 106.01 

MK07-4489 LI45-568 3ω7 箱桜鍛冶屋群 HNKJ HNKJ 9.31 u.9996 HNKI 22.44 。ω04
MK07-4490 Ll45-569 3250 天械柏峠群

川川41KK O0 77 44 44 992 1 
LI45-570 4034 神司E島恩馳島r.宇

LI45-57 1 4069 事hlt島思馳品群

AGlくT AGKT 1.41 !ト時 113.05 。
KZOB KZOB 2.99 60.35 。
KZOB KZOB 5.29 31. 11 I 。

MIく07-4493 Ll45-572 4077 敵紡昼ヶ台群 SWHD SWHD 2.26 1 I SBIY 76.1 。
MK07-4494 Ll45-573 4082 ~肪皐ヶ台1\宇

MK07-4495 LI45-574 4083 和田英蓉ライト群 l

SWHD SWHD 2.61 SBIY 91.841 。
WDHY WDHY 3.05 WDTY 40.41 I 。

MK07-4496 LI45-575 4214 事I'Wぬl号、E自白書宇 KZOB KZOB 9.91 KZSN 48.481 。
MK07-4497 L145-576 4220 廠肪皐ヶ台群 SWHD SWHD 3.38 SBIY 95.981 。
MK07-4498 LI45-577 4247 天滅柏峠群 AGKT AGKT 2.68 HNIくT 。
MK07-4499 L145-578 4343 事I'fll向恩馳rdJ群 KZOB KZOB 4.47 KZSN 28.98 。
MK07-45∞ LI45-579 4349 箱根知lfa群 HNHJ HNHJ 9.35 HNKI 152.69 。
MK07--4501 L145-580 4407 天城柏・4・f，宇 AGKT AGKT G.98 HNKT 87.89 。
MIく07-4502 LI 45-58 I 4736 阪a1i!TIヶ台俳 SV柑HD SWHD 3.84 SBIY 119.66 。
MK07-4503 LI45-582 4744 箱根却l宿俳 HNHJ I-INHJ 5.54 、 HNKI 135.71 。

山川JM41KKK 000 77444 555000 4 5 6 
LI45-583 4756 線訪昼ヶ台i非
LI45-584 4853 阪紡盆ヶ台群

Ll45-585 4855 際防塁ヶ台群

MK07-4507 Ll45-586 4鈎7 争I'i官島怒馳島1洋

SWHD SWHD U-SBIY 85.73 。
SWHD SWHD 2.32 SBIY 

7952727 5 
。

SWHD SWHD 6.43 SBIY 。
I<ZOB KZOB KZSN 29.42 。

MK07-4508 Ll45-587 51∞ 桝'j:jt島恩馳尚喜平 KZOB I<ZOB 9 I 1 KZSN 72. 59 。
MK07-4509 LI45-588 5450 推定不可 推定不可 推定不可 鍵定不可

MK07-4510 LI45-589 6ω2 諏訪皐ヶ台群 SWHD SWHD SBIY 103. '71 。
MMKKO07744551 12 1 

LI45-590 6356 諏紡昼ヶ台群

L145-591 6575 神津島恩馳島群

SWI-ID SWHD 16.97 SBIY 。
lくZOB IくZOB 9.54 0.9991 KZSN 21. 26 0.0009 

MK07-4513 LI45-592 6578 天城柏峠群 AGKT AGKT 6.06 HNKT 1 126.43 U ハ

MK07-4514 Ll45-593 6584 天娘柏骨p.群 AGKT AGI<T 3.52 HNI<T 135.2 。
MI<07-4515 LJ45-594 7147 箱根畑宿群 HNHJ HNHJ 5.81 HNI<I 78.76 。
MK07-4516 Ll45-595 7237 神j:jt重量想、馳島群 I<ZOB KZOB l3.49 KZSN 33.61 。
MK07-4517 Ll45-596 7696 阪肪皇ヶ台群 SWHD SWHD 0.28 SBIY 81.43 。
MK07-4518 Ll45-597 8∞9 有la笑理主ライト群 WDHY WDHY 1. 41 WDTY 35.891 。
MK07-4519 Ll45-598 8182 神司I島思馳島群

MI<07-4520 L145-599 8234 lIll紡昆ヶ台群

MK07-4521 L145-600 8263 和田芙蓉ライト群

KZOB I<ZOB 6.09 KZSN 

旦7240」.-11目281|一一O一C」300 6 SWHD SWHD十一卦
0.9994 

SBIY 
WDI-IY WDHY WDlマ l
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写真図版



図版 l

NLa及びYLU全景

ーーフ'

テストピット全景



図版 2



図版3

テストピット31遺物出土状況

遺物検出状況(北から)



図版 4

遺物検出状況(北東から)

テストピット22遺物検出状況



図版 5

テストピット27遺物出土状況

テストピット34遺物出土状況



図版 6

テストピット46遺物出土状況

テストピット47遺物出土状況



図版 7

テストピット48遺物出土状況

テストピット49遺物出土状況



図版8

-'~ー_-

テストピット53遺物出土状況(東から)

テストピット53遺物出土状況(西から)



図版9

テストピット58遺物出土状況

テストピット62遺物出土状況



図版10

H5グリッド遺物出土状況

KjL6グリッド遺物出土状況(南東から)



図版11

KjL6グリッド遺物出土状況(東から)

K6j7グリッド遺物出土状況



図版12

1号操群検出状況 2号操群検出状況

E6グリッド黒曜石集中検出状況

iミh

、.

石斧集中検出状況 焼土完掘状況



図丹反13

1号集石検出状況 2号集石検出状況

3号集石検出状況 4号集石検出状況

5号集石検出状況 6号集石出土状況

7号集石検出状況 8号集石出土状況



図版14

9号集石出土状況 10号集石検出状況

11号集石検出状況 12号集石検出状況

13号集石検出状況 14号集石検出状況

15号集石検出状況 16号集石検出状況



図版15

17号集石検出状況 18号集石検出状況

19号集石検出状況 20号集石検出状況

21号集石検出状況 22号集石検出状況

23号集石検出状況 24号集石検出状況



図版16

25号集石検出状況 26号集石出土状況

27号集石検出状況
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32号集石出土状況



図版17

33号集石検出状況 1号土坑完掘状況

1号土坑底面の状況 4号土坑完掘状況

17号土坑完掘状況 18号土坑完掘状況

19号土坑完掘状況 20号土坑完掘状況



図版18

21号土坑完掘状況 22号土坑完掘状況

24号土坑完掘状況 27号土坑完掘状況

28号土坑完掘状況 28号土坑裁ち割り断面

29号土坑完掘状況 30号土坑完掘状況



図版19

31号土坑完掘状況 32号土坑完掘状況

33号土坑完掘状況 34号土坑完掘状況

亡二二J
35号土坑完掘状況 36号土坑完掘状況

【r.;;o-aPaS7 dIIi伊】
.i1II・EEl晶~

38号土坑完掘状況 39号土坑完掘状況



図版20

40号土坑完掘状況 41号土坑完掘状況

Lプホ叩j

42号土坑完掘状況 43号土坑完掘状況

44号土坑完掘状況 45号土坑完掘状況

46号土坑完掘状況 47号土坑完掘状況



図版21

2号土坑完掘状況 2号土坑底面の状況

3号土坑完掘状況 5号土坑完掘状況

5号土坑底面の状況 6号士坑完掘状況

7号土坑完掘状況 8号土坑完掘状況



図版22

9号土坑完掘状況 10号土坑完掘状況

11号土坑完掘状況 12号土坑完掘状況

13号土坑完掘状況 14号土坑完掘状況

15号土坑完掘状況 16号土坑完掘状況



図版23

23号土坑完掘状況 25号土坑完掘状況

L」正ゴ
26号土坑完掘状況 37号土坑完掘状況



図版24

第|文化層の石器群 第 11文化層の石器群

第川文化層の石器 第IV文化層の石器群(1 ) 

• 
第IV文化層の石器群(2 ) 



図版25

第IV文化層の石器群(3 ) 

第IV文化層の石器群(4 ) 第IV文化層の石器群(5 ) 



図版26
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図版27
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図版28

判ノ木山西式土器(1 ) 

野島式土器(1 ) 

判ノ木山西式土器(2 ) 野島式土器(2 ) 



図版29

野島式土器(3 ) 野島式土器(4 ) 

野島式土器(5 ) 野島式土器(6 ) 

茅山下層式土器(1 ) 



図版30

茅山下層式土器(2 ) 茅山下層式土器(3 ) 

打越式土器(1 ) 



図版31

打越式土器(2 ) 打越式土器(3 ) 

打越式土器 (4) その他の沈線文土器(1 ) その他の条痕文土器 判ノ木山西式土器(3 ) 



図版32

その他の沈線文土器(2 ) 早期その他の土器(1 ) 

早期 その他の土器(2 ) 早期その他の土器(3 ) 

上ノ坊式土器
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諸磯b式土器(1 ) 

諸磯b式土器(2 ) 

図版33

諸磯b式土器(3 ) 



図版34

諸磯b式土器(4 ) 諸磯b式土器(5 ) 

前期縄文土器

前期 その他の土器(1 ) 前期 その他の土器(2 ) 



図版35

新道式土器(1 ) 新道式土器(2 ) 

藤内式土器(1 ) 藤内式土器(2 ) 

藤内式土器(3 ) 藤内式土器 (4) 



図版36

藤内式土器(5 ) 

藤内式土器(6 ) 中期縄文土器その他の土器



縄文時代草創期の尖頭器類(1 ) 

DEF 5 -8グリッドの石器群(1 ) 

DEF 5目 8グリッドの石器群(2 ) 

•••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••• 
可
V
-
1
-
i
j
i
a

.
尻
町
A

F

r

e

i

-

'

'

』

.膨
vrumvν
ト仰い
航
齢
且
.

図版37

縄文時代草創期の尖頭器類(2 ) 
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DEF5-8グリッドの石器群(3 ) 



図版38

DEF 5 -8グリッドの石器群(4 ) 



DEF 5・8グリッドの石器群(5 ) 
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DEF5-8グリッドの石器群(6 ) 

図版39



図版40

DEF 5 -8グリッドの石器群(7)
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EFG13-16グリッドの石器群(1 ) 



図版41

4・

EFG13-16グリッドの石器群(2 ) 

高軍務

回

EFG13-16グリッドの石器群(3 ) 



図版42

司邑
画宥剖

EFG13-16グリッドの石器群(4 ) 

EFG13-16グリッドの石器群(5 ) 

EFG13-16グリッドの石器群(6 ) 



図版43

EFG13-16グリッドの石器群(7) CDE19-21グリッドの石器群

HIJK 6-11グリッドの石器群(1 ) 

HIJK6-11グリッドの石器群(2 ) HIJK 6-11グリッドの石器群(3 ) 



図版44

HIJK 6-11グリッドの石器群(4 ) HIJK6-11グリッドの石器群(5 ) 

，. 

HIJK6-11グリッドの石器群(6 ) HIJK6-11グリッドの石器群(7)



図版45
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HIJK6-11グリッドの石器(8 ) その他のグリッドの石器群(1 ) 

その他のグリッドの石器群(2 ) 



報告書抄録

ふりがな ろうだいらいせき

書 名 老平遺跡

百リ 書 名 第二東名建設事業に伴う埋蔵文化財発掘調査報告書

lシリーズ名|静岡県埋蔵文化財調査研究所調査報告

シリーズ番号 第192集

編著者名 阿部敬

編集機関 財団法人静岡県埋蔵文化財調査研究所

所 在 t也 干422-8002静岡県静岡市駿河区谷田23番20号 TEL 054-262-4261 (代)

発行年月 日 |西暦2008年 9月30日

ふりがな ふりがな | コー ド 調査 調査 調査

所収遺跡名 所在地
北緯 東経

期間 面積 原因市町村 遺跡番号

世界測地系

35011' 16" 1138053' 21 野市大畑 2004.4 第二東
老ろうだ平いら遺いせ跡き

字老平他 22220 ，、、J
9，030 

名建設

16筆
日本測地系 2006.3 

ロ1
事業

35011' 0川削げ'
所収遺跡 | 種別 主な時代 主な遺構 主な遺物 特記事項

旧石器時
石器(尖頭器/ナイフ形石器/切

代
磯群3基 出形石器/端削器/側削器/彫器/ 後期旧石器時代

BB 1 
散布地
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縄文時代
土器(早期中期)、石器(有舌

尖頭器/石錬/端削器/側削器/石 縄文時代草創期
草創期

集石33基 匙/石錐/打製石斧/磁器/敵石/ から中期の石器
散布地 早期

前期
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中心と なっているのは早期後半の判ノ木山西式土器ほか条痕文土器。このほか縄文時代の焼土/集石/

土坑、時期不明の土坑が検出されている。
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